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この報告書は、日本自転車振興会から競輪収入 

の一部である機械工業振興資金の補助を受けて昭 

和 61 年度に実施した「市民生活におけるデータ 

コミュニティ構築の方策に関する研究」の成果を 

とりまとめたものであります。 



は じ め に

この調査研究報告書 は、 当協会 がシステムズ ・アナ リス ト ・ソサエテ ィに調査委託

した 「市民生活に おけ るデータ コ ミュニテ ィ構築 の方策に関す る研究」 の成果 をと り

まとめた ものであ る。

これ まで都市お よび農村に おいて成立 していた地 縁 ・血縁 に よ る従来 の コ ミュニ

テ ィは変質 し、新 たな コミュニテ ィの動 きがみ えて きた。例えば、地域 の祭 りの復 活、

ボ ランテ ィア活動 への参加、サ ラ リーマ ンの勉強会への参加等の動 きである。

昨年度の報告書 においては、 こ うした動 きをふ まえた うえで、情報化社会におけ る

市民は どの よ うな コ ミュニテ ィを求め、そのた めの手 段 と して どの よ うな コ ミュニ

ケーシ ョンメデ ィアが必要 とされ るか を検討 し、データ コ ミュニテ ィを提案 した。

今年度 は昨年度 の蓄積 の うえに立 って、同 ソサエテ ィ内に中井浩氏を委員長 とす る

「デ ータコ ミュニテ ィ研究委員 会」 を引 き続 き設置 し、 データ コ ミュニテ ィを支 える

条件を課題 に と り組む ことに した。特に本年度は、特に 国際的視点か らデータ コ ミュ

ニティを支 える条件 を整理 した。

本報告書 の構成 は5つ に分かれ る。

まず、序章では都市 の機能 とコ ミュニティにつ いて、文明史論的立場に立脚 しつつ

情報化社会 におけ る都市 を中心 とした コミュニテ ィにつ いて概観 した。

第1章 は 「コミュニテ ィの成立要因」であ り、 こ こでは米国 と 日本の コ ミュニテ ィ

を と りあげて成 立要因の整理比較 を行 った。

第2章 は 「現代の コ ミュニテ ィ現象」 であ る。 ここでは 日本を中心 とした さまざ ま

な コ ミュニテ ィ現象を事例 と して とりあげて整理 した。

第3章 は 「デー タコ ミュニテ ィを支え る条件」で ある。 ここでは 「データコ ミュニ

テ ィ」の成立に必要な条件を整理 した。

最後に、終章 「豊 かな コ ミュ三ケーシ ョン生活 ・コ ミュニテ ィ生活 の創造」 では、

データコ ミュニテ ィに よる豊 かな生活の創造について若干 の検討 を行 った。

ここに報告書 を と りま とめ るに際 して、 ご協力を頂 いた委員 及び関係各位 に厚 く感

謝す るとともに、あわ せて本 研究成 果が、何 らかの意味 において新たな局面での情報

処理技術 の発展 に役立 ち得れ ば幸に存ず る次第であ る。

昭和62年3月
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序 章 都市の機能 とコ ミュニテ ィ

1.デ ータコ ミュニテ ィ

昨年度の調査 研究では、 デー タコ ミュニテ ィを次の ように定義 してい る。則ち、

従来一般的にいわれ る、 コ ミュニテ ィとは地域的な繁 が り、いわゆる地縁 で結 ばれ

た人 間関係に よって成立 して いた。 ある程度密度の高い人間関係 は、それ ら人間同

士の意思の疎通 が密 であることが条件にな る。 したがって、地域的 に近 い場所 に居

住 していれば、 自ず とその意思の疎通は密になる。その観点か ら見れば、意思疎通

の手段、 コ ミュニケーシ ョンの手段 が発達 し、地域的に離れ ていて も コ ミュニケー

シ ョン手段 に より、充分に密 な意思の疎通 が図られれば、そ こに、あ る種 の コ ミュ

ニテ ィが形成 されて も不思議 ではない。

昨今 の情報化はマイ クロエ レク トロニ クスや情報通信技術に よって、ま さに この

コ ミュニケーシ ョン手段が充実 し、 コ ミュニ ケー シ ョン手段 の両端 にい るこ とに

よって、た とえ遠隔地 にいる人間 で も、地域的に近 い人間に劣 らない程度 の意思 の

疎通が図 られる ようになって きたの である。 こ うな る と、単に 地域 的 な コ ミュニ

テ ィに類似 した コ ミュニテ ィが誕生す るのではな く、従来存在 しなか った種類 の コ

ミュニテ ィが誕生す ることが想像 され る。

この新 しい コ ミュニティを、 ここではデ ータコ ミュニテ ィと呼ぶのであ る。 この

新 しい とは、 どのよ うに新 しいのか。それを探究す ることが ここでの調 査研究の 目

的の一つ である。

この新 しいコ ミュニテ ィの形成 を促進す る要因は、情報化に限 られてい るわけで

はない。 当然、地域 的な コ ミュニテ ィの構造的な変質 も大 きな要 因 と考 え られる。

ここでは、 コミュニテ ィが 問題 として取上げ られ る背景 とな る都市 に関 し、い くつ

かの点を検討 してみ る ことに したい。

2都 市の成 り立 ち

近年 のいわ ゆる コ ミュニテ ィ論隆盛の理 由のひ とつ として、戦後 の急速 な都市化

現象があげ られ る。 ところで、都市化社 会 とはいかな る過程 を経 て形成 され てきた

のであろ うか?デ ータコ ミュニテ ィとい う新 たな概念の構築を 目指 す本 調 査研 究
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プ ロジ ェク トで も、 この都市 の形成過程 と機能 につ いて概観 す ることは無駄 ではな

い。何故な らその形成 の要 因 と、都市に求 められ てきた機能 の変質す る傾 向を捕捉

で きるな らば、将来 の都市 のあ りかた、 コ ミュニテ ィへ の期待が ある程度推察で き

ると考 え るか らであ る。

人 間の動物 と して の原始的な生活は、当然の ことなが ら食糧の確保 に始 まる。 ま

ず、人 間は他 の動物 を追 い求め る狩猟に よって生活を営んで きた。 この生活形態で

は、獲物 となる動物 がい るところが、その まま人間の生活の場にな った。一旦、獲

物を得れ ばそれ が消 費 され るまでは、労働 の必要 はない。食糧 た る獲物がな くな る

と、再 び獲物 を探 しに野に出 る。 この繰 り返 しに よって、 生活 が営 まれ る。 した

が って、生活 の場 は、当然一定 していなか った。

ところが、 ある時 期に人 間は農耕 と牧畜 の技術 を身 につけ 、食糧 を確保す ること

がで きる ように なった。 この技術 の獲得 が人間 の生活形態に大 きなインパ ク トを与

えた。すなわ ち、人 間が定住す るようにな った こ と、集 団で生活す るよ うになった

ことで ある。農耕は種蒔 き、収穫 な ど繁忙期が植物 の成長に よって規定 され るので、

その時期に集中 して労働力 を投入 しなけれ ぽな らない とい う性質を備えてい る。 し

たが って、な るべ く多 くの人間 が同 じ場所に集 まって生活 し、繁忙期に協力す る必

要があ る。 ここに食糧の生産 のた めに コミュニテ ィが誕生 したので ある。

人間が同 じ場所 に集 まって生活 を始め る と、生活に必要な仕事(直 接 食糧 の生活

に無 関係 な仕事 を含む)を 分け あって こなす、すなわ ち、分業が進んで くる。 これ

が、都市 の萌芽 であ るとい う見方が ある。名古屋大学 の月尾嘉男教授は、都市 を次

の ように規定 してい る。r食 糧生活に従事 しな い人間を含む人間 の集 団が一 定 の場

所 に生活 してい る現象』 で ある。 ヒューマン ・エ コロジーとい う観点か らはそ の祖

である、R.E.パ ークが都市の議論を次の よ うに展開 してい る。つま り、人 間は

その生物的 な本能 に よって、食糧を得て安全な居 住地を求め るために、協力 し合 い、

一方 では、競争 し合 う。 その過程で人間は、共同体た る コミュニテ ィを形成す る。

都市 はそ の コ ミュニ ティの一種 で あるが、それは人間 の持つ根源的な性 質か ら導か

れ る結果 である と。

パ ー クはさ らに、その根 源的な性質は 「移動性」に よって一層発展す ると主張す

る。 この 「移動性」 は、単に物理的な移動 のみな らず、経済や社会 とい う環境 の変
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化に対 して も適用 され る性 質の もので ある。 したが って、都市は人間の持つ移動性

がなす社 会的な過程 であ るとみるので ある。

3.都 市の恩恵

この よ うに、食糧 の確保 とい う生存の基本的条件を満たす必要か ら、都 市が誕 生

した。それでは、都市 とい う生活形態は、人間に とって どの ような恩恵 を与えて く

れ るのであろ うか?以 下ではそれを次の2つ に整理 してみた い。

まず第一に考 え られ るのは、多 くの人 間が集 ま るとい う、「集積の メ リッ ト」であ

る。 すでに述 べた よ うに、都市 は食糧生産 に従事 しない人間が生れて くる。 これ は、

た とえば、食糧 を食べ る器 を生産す る人 々である。 この ように、器を専門 に生産す

る人が出て くると、食糧生産 の片手間に作 る器 に比べ れば、 よ り質の高 い器 が生産

され る。 食糧 が都市 に集積 され ると、直接 食糧生産 に従 事 しない人が増 えて、生活

を よ り豊 かにす る条 件が整 うようにな る。 この集積 に よってもた らされ る恩恵を受

けるために、人 々は都市に集ま り都市の集積 はますますその恩恵を質、量 と もに充

実 させて くる。

現代の都市にあ る様 々の文化施設、た とえば、映画館、劇場、博物館、美術館 、

コンサー トホ ール等であ る。 これ らも多 くの人が都市 に集まった結果生れ た もので

ある。集ま る人が多いほ どその趣 向も多様 化 し、多様 な文化施設が成立す るのであ

る。同 じよ うに、飲食、 レス トランも提供 す るメニューが多様化 して も需要 が多様

化す るので、十分成立つのであ る。

第二には都市の生み出す 「無名性(ア ノニ ミテ ィ)」 である。'これは人 々が都市 に

期待す る機能の一つであ ろ う。当然 なが ら人間集団の規模が小 さければ、それを構

成す る個 々人の行動 あるいは性格等 は、構成す る人 々に知 られ て しまい、その集 団

の外に出なければ行動についての監視状態か らは解放 されない ことにな る。一方 、

集団があ る程度の大 きさになれば、それを構成す る人 々が集団の隅 々まで知 ること

は不可能にな る。 また、都市の集積 に期待 して新たに都市の構成員にな った人 々に

とっては、周囲の構成員の行動は、期待 してい る集積 とは何 ら関係 が ない。 した

がって、周囲の人 々が どの ような行動 をとろ うと、関心 の対象 にはな らないのであ

る。
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都市 には、 このよ うな行動 の 自由、周囲の人々か らの監視か らの解放 とい う、新

たな恩恵 が生 じて くるので ある。 これ は、特 に現代人の精 神的な安定 、あ るいは生

活の 自主的な選択権の保 有 とい う点 では、欠 くことので きない 自由であ るといえ よ

う。 これは、都市 の与え る無名性(ア ノニ ミテ ィ)の 恩恵 と呼んで もよいであろ う。

4.都 市の要素 とテク ノロジー

以上概観 した都市 の恩恵 は、際 々に変質 しつつある。現象面で捉えれ ば、 いわゆ

る都市 問題 がある。す なわ ち、集積 があ る程 度の規模 でと どまっていれぽ、集積 の

プラスがそのマイナスを補 って余 りがあ るが、大 きくな りす ぎるとマイ ナスが プラ

スを上回 ることになる。 これ まで、大規模 な集積 を支 えて これ た のは 、 テ ク ノ ロ

ジーの力に与か る ところが大 きか った と言え よう。 月尾教授は、都市 を装置に見立

て、都市 は 「都市活動」、 「都市 施設」、 「都市空 間」 の3つ の要素か ら構成 され ると

い う観点 に立 っている。

これ ら3要 素相互の関係は、常識的 には都市活動が最初に存 在 し、その都市活動

が要求す る都市空間を設定す る。 次に都市空 間に適合す る都市 施設 を計 画す るとい

う関係で ある。 しか し、 これは一般的 な順序 であ り、実際は互 いに影響 しあいなが

ら都市を形成 ・レてい く。

都市が こ、れ らの3つ の要 素だけで発展 し、集積 の効果 を享受 で きるわ けではない。

月尾教授 は、都市集積 の利益 は交通施設、通信施設、エネル ギー施設 の支援 があっ

ては じめて享受 で きる としてい る。都市の集積に よって人 々が集 り、人 口が2倍 に

な った と仮定 しよう。 これ には2つ の選択肢があ り、一つは従来 と同 じものを隣に

作 る こと。 もう一つは従来 の場所 に、従来の施設 の持つ能力を倍に増強す る ことで

ある。

しか し、前者 ではそれ ぞれ を往 来す るのに倍 の距離 を移動 しなければ ならない。

したがって、情報の交換 に も倍 の労力を必 要 とし、必然的に集積 の恩恵 に与か る機

会 が減少 して しま う。それ を解 決 したのがテ クロノジーで ある。車輪 の発 明、'通信

の発 明に よるそれ らの問題点 は解決 されて きた。

これは何 もプ リミテ ィブな都市 集積 に限定 され る ものではな い。現代社会 で もあ

てはまる。た とえば、電 力施設 では10万kWの 発電施設 と、100万kWの 施設 では後者の
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方が高 い効率 を得 られ る。鉄道 も1時 間当 り10万 人程度 の交通量 を捌 くことが でき

る。 これ までは、 この例 に見る ように、集積 の恩恵 のマイナス面 を抑制す るテ クノ

ロジーの出現 に よって、諸 問題 は解決 されて きた。規模 の利益を極大化す るテ クノ

ロジーに よって、我 々は都市集積 のマイナスを克服 して きた。

5.都 市 の新 たな形態

ところが、世界各 国の大都市 と呼ばれ る都市は、 いずれ も無制 限にその人 口が増

加 して きたか といえば、そ うではない。第三世界 の首都 に見 られ る都市爆発 とは反

対に、先進国 の首都 では都市 の衰退現象が見 られ るよ うになった。英国 では、第二

次大戦後 の1960年 代 、大都市 中心部 の人 口が減少 し、郊外化が始 まるとい う過程で

成長 して きた大都市 に転機 が訪れ たのであ る。 この原因 と考 えられ るのは、製造業

がその活動 に必要な土地や建物 の入手が困難になって きた こと、交通手段が悪化 し

は じめた こと等 であ る。 さらに、 これを促進 したのは都市 の立地 を規制 し、工業の

分散化 政策 を とった行政 であ った。

同 じ現象は米 国で も顕著 にな り、これ らはイ ンナーシテ ィ問題 として取 り上げ ら

れてい る。 イ ンナー シテ ィとは、都心部の外側にある工場地帯、 さらに労働者住宅

地帯を指す。 このイ ンナー シテ ィでは、中流層 の流 出、貧 困 ・失業層 の滞留、建築

物の老朽化等に よる居住環境 の悪化、移民労働者 の民族に よる分離居住 な どの現象

が生 じている。

世界 の人 口は西暦元年 には、2億5千 万人だ った と言われてい る。 これが、1500

年後 の15世 紀には倍増 の5億 人 になってい る。1830年 には10億 人 と再 び倍増 してい

るが、その期間は僅か300年 しか かか らなか った。20億 人に なるのは1930年 であ り、

40億 人になるのが1945年 であ った。近年の人 口増加が いかに急速 であったかが理解

できよう。 しか し、西欧 ではす でに人 口増加 カーブが単調増加傾 向か ら変 曲点 を過

ぎてお り、安定期に 向かってい る。わが国 もいずれ 同 じ傾 向を取 ることにな り、都

市あ るいは コ ミュニテ ィのあ り方 に何 らかの影響 を与 えると考え られている。

既に述べた ように 、都市 の集積 に よる弊害を克服 して きたテクノロジーは、今度

は逆 に都市の分散化 を助長 す る方 向に機能 しつつ ある。た とえば、太陽電池 である。

太陽電池 で大電力を得 ようとする と、広大な物理的な面積 を必要 とする。一方、家
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庭で必 要な小規模 な発電 量 であれ ば、家庭 の屋根 の上 に設置 する ことに よ り、需要

を賄 え る程度 の技術 開発 の展望が ある。 ガスに よってター ビンを回 し、発電す ると

い うコジェネ レーシ ョンの発想 も、同 じよ うに分散化 を促す。交通機関 もCVSと

い う新都市交通 シス テムが 、 自動車、鉄道、バスなどの公共輸送機関の利点を集め

て誕生 してい る。通信に おいて も、電波 資源の未開拓分野 とい う観点か ら、小電 力

の基地局を分散 させ る傾 向にある。本来 、大電力の基地局を設けて、サ ービスエ リ

アを拡大す る方 向は、集積 の恩恵 を増大 させ ることにな る。 しか し、集積 が進 めば

進むほ ど、高層建 築物 な ど電波状態 を悪化 させ る物理 的な障 害が増 えて くる。 これ

を解 決す るテ クノロジーの開発 が進 んで いる。

6イ ンフラス トラクチ ャの変容

都市 を構成す る3要 素 を支援す る3種 類の施設 は、都市 の基盤、 インフラス トラ

クチ ャと呼ばれて いる。 月尾 教授に よれば、イ ンフラス トラクチ ャには、次に述 べ

る ような特徴があ るとい う。 第一は、その恩恵を享受す るのは、一部の住民ではな

く、住民の大半 であ る点で ある。特定 の企業や個人が対象 にはな っていない。第二

には、その施設 の規模 が きわめ て大 きい とい う点である。第三 には、その建設 には

巨額 の資金 が必要 になる点で ある。第 四には、その建設 コス トの回収を、民 間ベ ー

スで進 める ことが困難 な点 で ある。第五には、その建設は、 国家 あるいは地方 自治

体 な どが、直接 あるいは間接に実施す る点にあ る。

しか し、分散化の傾 向下 では、 インフラス トラクチ ャの持つ 以上 の ような特徴に、

幾分か の変化が見 られ るのであ る。公共に利 益に供す るこ とが 目的 である点に変わ

りが ないが、それを徹底的 に追 求す るには、現代 の大都市は余 りに も巨大にな り過

ぎた のである。つ ま り、 イ ンフラス トラクチ ャの規模 も巨大にな り、国家や地方 自

治体 といえどもその建設 の コス トを負担す る体力がな くな ってきている。今後は、

受益者負担を集則 と した新 たなイ ンフラス トラクチ ャの概念が浸透 して いこ う。 ま

た、建設に も公共の利益 を優 先す るが故に、先端を行 くアイデアの投入 が阻害 され 、

最大公約数的な施設 の建設 を防 ぐために、民 間の斬新な運営、企画が反映す るよ う

な施行形態が考 え られて い こ う。

しか し、都市 の集 積が享受 で きる低 限界 があるの もまた事実で ある。た とえば、
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余 りに少ない人 口では、大学な どの文教施設は成 り立 たないで あろ うし、すでに述

べた無名性(ア ノニ ミテ ィ)の 確保 が難 しいであ ろ う。

このよ うに、人 口増 加の変 曲点 を迎 えるに当た って、地域的な人間の集 合体であ

る都市のあ り方 が変化 し始 めている。 また、情報化社会 といわれ る情報通信技術 の

発展に よる、地域 を越 えた コ ミュニテ ィの萌芽がある。本調査研究 では、特 に後者
'

のイ ンフラス トラクチ ャのあ り方への関心 に、そ の源を発 している。

(参考文献)

月尾嘉男著 「装 置 としての都市」(鹿 島出版会SD選 書1981年)

吉原直樹 、岩崎信彦編 著 「都市論 のフ ロンテ ィア」(有 斐閣選書1986年)
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コ ミュニテ ィの成立要 因
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第1章 コ ミュニテ ィの成立要因

1.1ア メ リカ

!幌 馬車の コ ミュニテ ィ

アメ リカの コ ミュニテ ィの成立要 因を西部開拓時代の幌馬車 の コ ミュニテ ィか

ら考えてみ ることにす る。

1620年12月16日 に小 さな メイフラワー号にす し詰めに された102人 の乗 員 が ボ

ス トン近 くの プ リマスとい う小 さな町 に到着 した。

1776年 独立宣言文が集 まった人 々の前 で朗読 された。長文 の独立宣言のなかで

もエ ッセスの部分は、

「すべ との人は平等につ くられ、創造主に よって一定の奪 うことので きない権

利を与え られ、そのなかには、生命、 自由お よび幸福 の追求が含 まれてい ること

を、われわれは 自明の真理で あると信ず る」

現在で も思わず 目をみは るよ うな内容 に うなが されたわけではないだ ろ うが、

1840年 代に入 って、 アメ リカ中の人たちは、 まるで熱に浮か された よ うに、西方

への追 出を夢みていた。

彼 らをか きたて るものは、 いったい何 んだ ったのか。1845年 に ニ ュー ヨークの

あるジ ャーナ リス トは 「物凄 い勢いで増 加 しているわが国民 の 自由な発展 のため

に、神に よって割 り当て られた この大陸全体 に拡が るのはわれわれ の明白な天命

なので ある」 と書 いてい る。多 くの人 々が、あ らゆ る困難 を乗 り越 えて この 「明

白な天命」に従 って西へ西へ 向か って行 った、その道の りは、決 して平担 なもの

ではな く、む しろ異常 といえる ような事件がつ ぎつ ぎ発生 する ことが運命づけ ら

れた ものであった。

西部へ 向 うか コースに は、オ レゴン ・トレイル、 ソル トレー クか ら西南 に進む

オール ド ・スパニ ッシ ョ ・トレイル、南 まわ りのサンタフェ ・トレイル、最後 に

オ レゴン ・トレイルか ら途 中か ら西にわかれ るカ リフ ォル ニア ・トレイルがあ り

オ レゴン ・トレールが西へ 向 う移住者の おもなルー トであ った。

西部 開拓 で使用 され た幌 馬車は、東部に走 っている大型 の幌馬車 よ り運転 しや

すい ように小 さく、軽 くで きている。 タテとヨコが10フ ィー トと4フ ィー トでそ
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のなかに さまざまな家財道 具や、時 には家畜 までのせ た。途 中の旅 はひ どい もの

で、 コレラ、赤痢、熱病 な どのため移住老 のと くに多か った1850年 な どロッキー

山脈にた どりつ くまでに何千 人 もの人び とが、むな しく大平原 にその屍 を埋 めた

とい う。飢餓 、たつ まき、大洪水 、吹雪 、それに追 いつめ られ たイ ンデ ィアン ー

一 この幌馬車を持 ち受 けてい るものは 山ほ どあ ったのである。

彼 らの乗 った代表的 な幌馬 車は、「平原を渡る船」とい う異名 を とった。大平原

を幌 をかぶせた馬車 が越 えて い く姿 を帆船にた とえた。 マルセイユを中心 とした

フ ランスの水夫た ちの歌 「わが屍 を海原 に沈めないで」 をア メ リカでは 「わ が屍

を草原 に埋め ないで」 とい うふ うに歌 い換 えてい るの もわ かる よ うな気がす る。

彼 らを待 ち受 けてい る危機 に対 して、 自分達の身は、 自分たち で守 るた め100

人程度 の集 団で移 動 した。常 に移動 す ることが運命づけ られてい るので、昨 日ま

での情報 が、今 日また同 じ条件 で成 り立つ とは限 らない。天候 、地形 も毎 日毎 日

変 わ ってい る。

ひ と りひ と りが 自分 自身 のために 自分の役割を確実に演ず るとともに、また全

体 と しての集団(コ ミュニテ ィ)に 対 して も義務 をまっと うす ることが要求 され

た。 まさに運 命協同体を形成 す ることな った。常 に コ ミュニテ ィの外か らの攻撃

に対 して一致協 力 して外乱 に対処 して きた仲間であって も、 ある 日突然仲間同士

で争 うことも発生す る。彼 らが、残 した 日記に記載 された事実 をみてみ ることに

しよ う。

〈日記その1>

フ.ラッ ト川のほ と りで、1849年 にチ ャールズ ・ゴール ドとい う人 が書 いた 日記。

「ヤングが撃 ってス コ ッ トを死なせた。一行は、そ こで裁判 を開 き、ヤ ングの

有罪 を決定 した。絞首刑 か銃殺刑を選ばせ ると彼 は後 者を選 んだ。死 刑はす ぐに

実行 された。」一度 それ を犯罪だ と認 めたな ら、た とえ今 まで苦 労 を と もに して

きた仲間 同士で あ って も一行が集 まって相談 し、容赦 な く処 罰す る。 例外を認め

ていたら全体 を取 り締 ま る大義名分 がな くな って しま うか らであ る。

〈日記 その2>
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1852年 、オ レゴン ・シテ ィへ の長 い旅 の途中で、 ジ ョン ・クラー クとい う人は、

次 のよ うな 日記 を残 して いる。

「われわれ もテ ン トを張 って宿営 したが、す ぐまわ りの異変 に気 が?い た。 オ

レゴンへ向か って旅を している家族が、すでに大勢 テン トを張 っていて、1人 の

女 と2人 の男が死 んで草む らに横たわ っていた。その他 に も死 にかか っている人

たちが何人かいて、みな コレラか、ハ シカか、それ とも天然痘だ った。埋葬す る

墓を掘 っているものもいれば、病人の看護を してい る人 もいた。女子供 は悲 しげ

に泣 き叫び、薬を探 しに とび まわ ってい る者 もほとん ど手に入れ ることが できな

い様 子だ った。われわれ は、 テン トをたたんで1マ イルほ ど先に進み、悲 しみの

声の聞 こえないところでや っとテン トを張 って眠 りにつ くことがで きた。」

西部 に向か う人たちに とって、 これ は珍 しい光景ではなか った。妻 に急 死 され

たある夫は、 まわ りが墓標 にす るよ うな木 もはえていない ことに気 づいた。3日

間かけて木片を手に入れ 、6日 後 にや っと戻 って きた。そ して妻 の遺 体の上に十

字 の粗末な墓標 を作 ってや ることがで きた とい う。

この ような数 々の苦難 や危機 を越 えて、彼 らは新天地での夢 を実現 しよ うとし

ていた。 これ らの苦難や危機 を乗 り越 えるために、また人間 らしさを失なわない

ために、一体、彼 らは何 を していたのだろ うか。彼 らを支えた知恵 は、何だ った

のか。今 日の アメ リカ人 の生活 に伝承 された ものは何か。 その ことを考えてみた

い 。

そのひ とつの答 え として家族 の誕生 日、結婚記念 日、キ リス ト教 の祭 日な どに

近所 の人 々や親 しい友人 を招 いて家族 ぐるみ でパーテ ィを開 くことに よって一時

のやす らぎを求めた と考 え るの も不 自然 では あるまい。招かれ た客 は、 自分たち

もごちそ うや準備 を手伝 い、 もち よ りで ささやかであるが楽 し く過 す。 また招か

れ た御礼 と して、 自分た ちが今度、ホス トや ホステスにな って招待 したで ある。

現在 のアメ リカ人が、 ことあ るごとにパーテ ィを開 くことの背景には、切 って

も切れ ない過去の歴史 との関係をみいだ さず にはい られない。

ところで幌馬車 には、 人間だけでな く、か な り沢山の動物 もい っ しょに人間 と

ともに移動 した。人 々の食糧 の補給 のため、人 々の手足 とな るため、人 々の心を
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和 ますために、 これ らの動物達 が どの くらい貢献 したで あろ うか。 アメ リカ人の

ペ ッ ト好 きは、世界 で も有名 である。そ の理 由の一端は ここに あるとい って も過

言でないであ ろ う。現在 で も、ペ ッ トは、社会 の立派な一員で最高の待遇 を与え

られ るべ きであ る と考 えてい るアメ リカ人 は大勢 いるのである。

以上 の アメ リカの歴史 を概観 した うえで、現在 のアメ リカ人や コ ミュニテ ィの

持 ってい る特 徴を ま とめてみ ると次 の ようにな る。

o移 動 す ることに 日本人 と比較 して抵抗感 が少な い

○各種 パ ーテ ィを よ く開 く

○ペ ッ ト好 きで ある

○国家に対す る忠認心 が強い

○フ ァース ト ・ネー ムで呼びあ う

○ホーム ・ステ イに対す る理 解が深 い

○キ リス ト教的 な もてな し方をす る

○独立心が旺盛 であ る

いずれ も彼 らが アメ リカを建国 し、 自ら切 りひ らいてい った歴史 のなかか らは

ぐくまれて きた のであ った。

2,ア メ リカ家庭 と伝統

アメ リカの各家庭 を通 じてその家 族 と家族 を と りま く社会 との関係 を考え るこ

とに よって、 ア メ リカの コ ミュニテ ィの成立要 因をみてみ ることにす る。

アメ リカの家庭 は、特定の文化に強 く影響 され たのではない。あ らゆる国の想

像力や情緒を少 しずつ盛 り込 んでつ くられて きた。

アメ リカの歴史 には、 メイ フラ ワ一号でイギ リス国教会に反対 した聖教徒 をは

じめ、 フラ ンス人、 スペイ ン人、オ ランダ人な どが初期 の段階か らかかわ りあっ

ていた。

現在 のア メ リカの家庭 は、その独特 の遺産を受け継 いでいるので ある。

(1)個 性 的な家づ くり

アメ リカ人 の 目は、過 去 よ りも現在 と未来へ 向け られている。 アメ リカ人に

一16一



とっての伝統 とは、 自分 の生涯を通 して自分 自身で切 り開き、 きず きあげ るも

の と考えてい る。

歴 史が浅 く動 きの激 しいアメ リカでは、慣習 も、家 も嫁入 り道具です らも一

代 限 りとみてい る。親か ら家や家具をゆず り受け ることは少な く、子供 たちは、

自分たちの家をつ くりあげ る機会を親 か ら受ける ことを望んでい る。子供 たち

が親 か ら独立 して第一歩を踏み出す とき、大喜びで手を貸 したがる親 がいるが、

概 して子供 たちは、大 きな家具や室 内イ ンテ リアな どは、 自分たちで決 めたい

と思 ってい る。 まさに独立精 神の表 われである。

家 とは、持 ち主の創意 と工 夫が具現化 され る場であ る。家具やイ ンテ リアは、

そ の家 の住人の考え方 や人生観 を反映 した ものなのである。 また世間に対 して

は、家は 自分が人生に対 する勝利者で ある ことを知 らせ る手段で もあ る。

これに対 して 日本人 は、一般に建物 の大 きさで、その家の持ち主が成功者か

ど うかを判断す る。 ア メ リカ人は、建物の大 きさよ りも家の中の雰 囲気 をはる

かに重要視す るのである。そ の 目的にた め に良い製 品 であ り、 自分 た ちの ス

テ ータスや人生観に合 った ものであれば 自国製品であろ うと、外国製品 であろ

うと抵抗感な くと り入れ る。

家の改造や新築す るために、 しば しば主婦が夜学に通 って家づ くりの技術を

学 ぶ。 また 自分 たちで、家の 内外のペ ンキを塗 り、れんが工事、 カーペ ッ トの

敷込 み、 タイル張 り、壁紙張 りな どの簡単な工事 までや って しま う。

(2)外 に開かれた家庭

アメ リカ人の場合、家 はプ ライベー トな休息の場 とい うよ りは社会生活の中

心 である といえ る。 ある ときは、事務所 、会議室、聖書研究会 々場、パ ーテ ィ

会場で ある。い ろいろな 目的のた めに使用す る。慈善団体の寄付をあつ め るた

めに家を解放 して見学 チケ ッ トを売 る場合 もあ り、そ の場合税金 も控除 され る

し くみにな っている。

ご く普通の家庭 でも、客 に家中を案 内す ることは、 よ くや る。 アメ リカ人は、

決 して家や家具 を自慢す るために見せて まわるのではない。客 に くつ ろいでも

ら うために、家 のなかの案 内は必 要だ と思 っている。そ して客が使 って よいも
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のは何 かを教 え る。言 いか えれ ば、客に家 族 の一 員 の ような 気持 に な って も

ら って くつ ろいで もら うためにす るといえる。スペイ ンには 、 「私 の家 は あな

たの家 です」 とい う表現 があ るが、 アメ リカ人 も同様 である。長期 間帯在す る

客 に とって家人 が家 にいな くて も、家 の中 の様子やル ールを知 っていれ ば くつ

ろいでい られ'る。 自分 でで きることが多 いほ ど客 の自由 も増 え るし、家 人の負

担 も軽 くなる。 ひ と りでは、なに もで きな い客を常に面倒 を見る ことは、ホス

ト、ホステスに とって大変 な苦労 となるか らである。

この よ うに客 と家人 との関係が互 いに理解 され ているので、友 人を家に招待

す ることに気軽でい られ る。 日本人 は、客 を もてなす とは、家人がなにか らな

に まで全てす ることが礼儀 だ と考 えてい るので、家人の負担が大 きい。 また客

もあ くまで客で あ り家人の一員 とはいえな くな っている。

(3)転 勤 ・移動'

ア メ リカ人 は、靴下 を取 り換 え るよ うに気軽に家を換える。 引越 しは、彼 ら

の生活様式 のなかで当然 の ことと して受け止め られてい る。一年単位 の契約 、

出世競争 、 よ り高い学位 の獲得 、転職 の国 アメ リカでは、引越 しの多 い生活 こ

そが当然 の生活 様式 であ る。 また転勤 をいや がらないことが採用 の条 件にな る

こともしば しば ある。 そ して成 功者 とは、移動人 間だ とい う考 え方 か らも抜 け

出せない。

1960年 代の地理的人 口移動の統計数字 に よると、

○平均的な アメ リカ人は、生涯約14回 引越 しす る

○平均的なイギ リス人 は、同 じく8回 引越 しす る

○平均的な 日 本 人 は、 同 じ く5回 引越 しす る

といわれ る。

日本人 の約3倍 くらい引越 しす るこ とにな る。

我 々は、 よ くアメ リカ人が人なつ っ こく、実 に簡単に見知 らぬ人 とつ きあ う

のに驚か され る。だが、彼 ら自身が毎年 ま った く新 しい仕事仲間や隣人、友人

と付 き合わな くてはな らない。 これ では、彼 らは社 交的にな る しかない。

一般的に アメ リカ人は、家そ の ものには、永続的な愛着は持たな い。使 いな
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れた身 の回 りの品 を身近 に置 くことで安心感 を得てい る。だか らどんな場所 で

も自分 の家具が周 りに あれ ばそ こが家庭になる。

西部開拓時に、幌馬車 に家財道具一 式をつ んで移動す る ことがあった。現在、

自分 の車で引越 し荷物 をつ んで走 っている光景を アメ リカで ドライブ中 に見か

け ることが ある。最近 で は、あ らゆる家具のデザイ ンに可動性 が配慮 してあ り

また、移動に耐え られ るよ うにな っている。

(4)ホ ーム ・ステイを支 え る精神

外国人を受け入れ るホ ーム ・ステイに参加 したいと考 えてい るアメ リカ人は、

年 々増加 している。 ホー ム ・ステイとい う慣 習のない 日本人には 「なぜ彼 らが

赤 の他人 を家 で もてなす のか」 と不恩義でたまらないであろ う。 アメ リカ人 に

とってホーム ・ステイに よ り外国人への理解 と親睦を深 めたい と願 っている。

こうした客 を通 して、 ささやかなが ら世界平和のために貢献 している と心か ら

信 じている。 しか しなが ら必要最少限の コ ミュニケーシ ョン手段 しか持たな い

外国人を もてなす ことは大変な仕 事である。肌の色 も、体 の大 きさも、興味の

対象 も態度 も全部違 う。だが誰 もが痛 い ときは、泣 き、 うれ しい時は、笑 う。

子供たちの幸せを願 うこと、未来へ希望 をもっていること、人間性その ものに

属 してい るものは、外 国人であろ うと変わ らない ことを発見す ることが ホーム

・ス テイ参加者 の共感 を よぶ ことになる。 ホーム ・ステイの参加者は、国家 と

は、結 局人の集 ま りだ とい うことを理解す るようにな る。 こ うしたホー ム ・ス

テイを支え る精神 は、キ リス ト教 の基本精神 と強 く結 びついてい るのではなか

ろ うか。

(5)も てな しの心

もてな しの心 とは、 入 口の扉を大 き く開けて家庭 で人 を もてなす こと。 そ こ

には何 の下心 もない。全般的 にい って アメ リカ人はパーテ ィ好 きである。 ホス

ピタ リテ ィが空気 と同 じくらい生活の一部 となっている人 も多い。今 日のア メ

リカ人家庭 のもてな しの心 は、おおむねその根本にキ リス ト教的人生観が ある。

聖書 の言葉に 「旅人を もてなす ことを忘れ てはな らな い。 この ように して、 あ
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る人 び とは、気づ かないで御使た ちを もてな した。」(ヘ ブル人の手紙第13章2

節)「 不平を言わず に互いに もてな し合いな さい。」(ペ テ ロの手紙 、 第4章9

節)

キ リス ト教徒に とって、 もてな しをす ることは、神 に よって定 め られた戒律

であ り、生 活の原理 である。 自分たちが持って いるものは、神か らの賜物 と信

じてい るので、 自分 の持 ってい ものを他 人に分け合わ なけれ ばならないと考え

てい る。 また彼 らは、人生 におけ る唯一 の価値 ある財産は、人間関係で決 して

失われ ることのないただ ひ とつ の もの と信 じて いる。家庭の中に他 の人のため

に 「いつで もも う1人 分 の場所 があ ります」 とい うのが アメ リカ人の共通的な

考え方なのであ る。

(参 考文献)

ジャン ・ウィル ト著 「ようこそア メ リカへ」(サ イマル出版 会)

猿 谷 要 著 「アメ リカ人 とアメ リカニズ ム」(三 省堂)

猿 谷 要 著 「アメ リカ歴史 の旅」(朝 日選 書)

猿 谷 要 編 「アメ リカ東西南北」(有 斐 閣選書)

3現 在 のアメ リカの コ ミュニ ティ

これ までに述べ られ て きた ことは、 アメ リカの歴史 的特性 に基づ いた コ ミュニ

テ ィの成立要 因につ いてであ った。それ は、「ほろ馬車 の コ ミュニテ ィ」に歴史的

背景をみ ることがで きる とい うものであ った。家族単位 の移動 を頻繁 に操 り返 し

つつ、 自然 と戦 い、見知 らぬ土地 を開拓 していった人達 のあいだで は、お のず と

運 命共 同体的 な意識 を持 ち合わせ てい く必要 があった。見知 らぬひ と との強い信

頼関係 を築 きあげ るこ とが身 を守 る最大 の武器 となっていた のである。

さて、70年 以降の アメ リカの コ ミュニテ ィの変遷 に話 を進 め ようとす るとき、

それ は 「個 々人の強 い信頼関 係」 の崩壊 と深 く関連 しているこ との よ うに思 えて

な らない。言 うなれば、運命共 同体 的な意識 が コ ミュニテ ィの形態 ・様態 をいつ

の時代 にで も反映 しているとい う問題意 識か ら生 じていることに他 な らな い。そ

こで、70年 以降の コ ミュニテ ィを考 えてい くために、 アメ リカの60年 後半か ら現
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在 に至 る社会環境、 と りわけ コ ミュニテ ィの変 遷に何 らかの影響を及ぼ してい る

社会環境 につ いてふれてい きたい。 ただ、 ここで断 り書 きを しておかなかければ

な らないこ とを簡単に記す と、 ここで取 り扱 うコミュニティについて アメ リカの

コ ミュニテ ィの全貌 を示す とい うものではない。それは至難 なわ ざである。 アメ

リカは、 国土 が広大 で自然、風土、文化が地域 ごとに大 き く異 なる。 また、 さま

ざまな人種、 国籍 の人 び とが共存す る国で もある。 目にみえない階層社会 が存在

す るの もア メ リカの大 きな特徴であ る。 アメ リカの コ ミュニテ ィを一様に捉 える

ことが実態 を反映 していない ことを十分理解 された い。 ここでは、筆者が興味、

問題意識 を持つ範 囲のこ とに限定 して話 しを進 めて い くことに した い。

(1)60年 代 のアメ リカ

60年 代 のアメ リカの時代的背景 ともいえる現象は、 ケネデ ィ大統領の暗殺 と

ベ トナム戦争 の終結 であった。 ケネデ ィ大統領の暗殺は、ア メ リカ国民 のみ な

らず全世界 に とって極 めて深刻な衝撃 であった。新 しいス タイルによってアメ

リカ政治に清新 の気 を吹 き込み、在任 中に大統領 として成 長 して行 く可能性 を

示 していただけに、彼 の死 がアメ リカ国民に及 ぼ した痛みははか り知れない も

のがあ った。 彼の死 は、アメ リカ国民の一人ひ と りに落担 と不安 の陰を投 じる

ことにな ったのである。

ベ トナ ム戦争の終結 が意味す るものは、国民一人ひ と りに与えた国家に対す

る新たな認識 であ ったろ う。 アメ リカが 「正義 の味方」ではなかった とい う事

実の認識、言葉をかえれば、その道徳 力の限界 の認識 をせ まられ た ことであろ

う。 アメ リカ史の長 い体験 の中で、外か らどうみ られ ようと、アメ リカはその

対外介入において、弱 きを助け る正義の味方 としての 自己像を持 っていた1ベ

トナム戦争に よってア メ リカは、その 自己像 を捨 てることをせま られた。おそ

ら く、 この 自己の道徳 力の限界 の認識 こそ 、 ア メ リカ史の 長 い文 派 の中で 、

もっとも根底 的な衝撃 とも言えるのではないだ ろ うか。 これは、少なか らず も、

国民一人ひ と りの国家に対す る一様の期待 あるいは信頼 を大 き く裏切 ることに

結びついた。国家に身を委 ね ることか ら個人 の主義 ・主張を基本 とした さまざ

まな社会的変化が生 じて きたの もこの頃である。 ア メ リカの 「ゆたかな社会」
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を否定 し、 自己の生 きがい と、新 しいイデオ ロギーが さかんに求め られ始めた

の もこの頃か らであ る。60年 代 のア メ リカ、それは学 生運動 、人種 差別廃 止運

動 とい う市民 の運動 を呼び おこ させ、70年 代 の女性の社 会進 出に対 す るさまざ

まな運動 に供 した市民運動 の幕 明け の時代 と言 って もいい。

(2)70年 代 のア メ リカ

70年 代 のア メ リカを象徴 す る時代的背景は女性の社 会進 出に伴 う男女差別撤

廃があげ られ る。 ここでは、当時 の社会環境について詳 しくふれ ないが、現代

の アメ リカの新 しい コ ミュニテ ィ形成 に大 き く貢献 しているネ ッ トワー クにつ

いて述 べたい。 男女差別撤 廃運動 を推進す るに際 して最 も効果 的手段 が コ ミュ

ニテ ィ活動 であ った とい う事実で ある。女性 自身が社 会の諸制度 か ら受 け る差

別的行為 を草 の根 的に フ ォロー し、大 きなひ とつの声 ・運動 に築 き上げ た こと

で ある。一 人のちか らでは到底で きな いこ とを コ ミュニテ ィそ してネ ッ トワー

クへ と拡大 させ ることで可能にな る。 このこ との意義は大 きい。 コ ミュニテ ィ、

ネ ッ トワー クが社会 に対 して働 きかけた最 良のもの と考え られ る。 また個 の集

団化の持つ社会 的意義 を アメ リカだけ でな く世界に対 して提 示 した好例 とみ る

ことがで きる。 ただ ここで重要な こ とは、 当時 のアメ リカ社 会において多 くの

女性が男女差別撤廃 を求め る社会的要 因が内在 されてお り、機 が熟 していた と

い う事実であ る。冒頭 で も述べて いる ように、時代的 コ ミュニテ ィの変遷 を考

えるとき、その時代の社 会的背景 を無視 して語 ることは無意味であ る。現実問

題 と して、60年 代 ・70年 代 のアメ リカの一般家庭 は、決 して豊かな経済状況に

は あらず、女性 が社 会に進 出せ ざるを得 なか った社会的環境が報 じられてい る。

70年 代の コ ミュニティ、それ は、 女性 の社会進 出に伴 う一連の市民運動に代表

され る。そ して、その動 きが天下 国家 を論 じることではな く、家庭 ・職場 とい

うもっとも身近な環境 の中 の問題 に対 す る働 きかけか らスター トしているこ と

に注 目す る必要が ある。 自らの環 境を改善す るものは他 ならぬ 自分 であ り、国

や諸制度ではな い とい う市 民の新 たな 自覚の現れ とで もいえ ようか。 自分 と同

じ悩み ・問題 を持つ もの同士の コミュニテ ィが、 もっとも自分に とって価値 あ

る ものと して認識 され 始めた。 これについては、 アメ リカの社会的運動 の太 き
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な柱 とな ってい るボラ ンテ ィア運動 の ところで述べたい。

(3)80年 代 のアメ リカ

アメ リカに おいて も、60年 代以降都市への人 口が急速に増加 してい る。 さら

に、国外か らの移住人 口も増加の一途 をた どってい る。都市のス ラム化 、麻薬

・売春 とい った さまざまな都市犯罪が多発 してい る
。一方、 アメ リカの家庭 に

目を向けてみ ると、離婚問題を始め として、独身 を固持す るシングル族 あるい

は未婚 のままで子 を産む こ とを望む人 の増加 な ど家庭生活 のパター ンに多種 多

様な形態が生 じている。 これ らの変化 は、 もちろん80年 代 に始 まったわけでは

ない。ただ80年 代に入 ってある種の トレン ドあ るいは徴候 と呼ぶに相応 しい状

況にまで達 していた とい うことであ る。アメ リカでは離婚だけではな く再婚 も

激増 している。 離婚 した人の八割は三年 以内に再婚す る。年 間の結婚件数の三

分の一 は再婚 に よって占められている。 この ような状況は、結果 として子供 の

半数近 くが十八歳 にな るまでに親 の離婚を一度は経験せざるをえな い事態を招

いて いる。一対 の夫婦が子を産 み、ひ とつの家族 をつ くる。 これを理想の家族

像だ とすれば、先の事例が認めがたい状態なのか、あるいは新 しい家庭像 の予

見 として捉 え るべ きなのか難 しい問題である。60年 代、70年 代そ して80年 代 を

通 じ、 アメ リカの都市 に対する人 口の流入 、国家 のおご りに対す る反感 、女性

の社会進 出な ど幾多 の現象 を操 り返 しつつ、今 ま さに先に例 をみないほ どアメ

リカは複雑多岐 にわた る問題を社会 に内施 してい る。その端 的な例が、家族 ・

家庭 の崩壊 である。家族 の分解 とコ ミュニテ ィにつ いて考 えていきた い。

(4)家 族の分解 とコ ミュニティ

ア メ リカ人は、 よい条件を求めて転職す る。優秀 な人ほ ど会社を変 り、その

たびに昇進 し給 料 も増 え る。家族 も新 しい土地に 引越す ことをあた りまえと考

えている。 もちろん、 転職 のためだけでな く良い生活環境を求めて住み替 えを

繰 り返 えす ことも多 い。 そんな社会だから、近 くに相談相手 になる ような親兄

弟 が住ん でいな い。頼れ るのは家族 だけ。だか ら家族は とて も大切 にす る。 し

か し、一度夫婦 のあいだ に ヒビが入 いると壊れ るの もはや い。 日本に比べ ると
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親 類縁者 の しが らみ もないかわ り、すべ て自分たちの責任 と決 断で問題 を解決

しなけれ ばならない。 この流れ はアメ リカの家庭 におけ る分解過程 をご く単純

に表現 している。恐 ら く家庭、家族 の コ ミュニケー シ ョンが、家 の中だけの閉

鎖 的 コ ミュニテ ィである とき トラブル の発生す る確率が高 くなる もの と思われ

る。同 じような悩 みを持つ家族 あ るいは過去に同 じような状況 を経験 している

人び とを何 らか の コ ミュニケー シ ョンが図られていれば、家庭 の分解 には至 ら

なか ったケース もあ るで あろ う。 アメ リカは 日本 と比較 して、あ らゆ る人種 の

共存、階層 化 された社 会、人 口流動の高頻度 な どのためあ る程 度の幅 と限界 を

持 った コミュニテ ィが形成 され やすい。その幅 ・限界 とは、家族、人種、所得 、

学歴 の違いが結 果 と して コ ミュニティ形成 におのず と限界を持た ら してい るこ

とに他な らない。 この幅 ・限界を伴 うコ ミュニテ ィを仮 りに 「閉鎖系 コミュニ

テ ィ」 と呼べば、 この種 の コ ミュニテ ィに参 加すれ ばす るほ どコ ミュニテ ィの

幅 ・限界が閉鎖化 され 、系外の コ ミュニティとの接点 がます ます希薄化す る恐

れ も高い。現代 ア メ リカでは、 国家 ・政府 、 そ の他 社 会 的関心 事 に対 す る個

人 々々の意識 が一様 に定 まらず 、ある種 の ミーイズ ムが時代的背景 とな って い

る。 これは、人 び とが コ ミュニテ ィを通 じ、や りたい ことを見つ けた り、そ の

仲間を求め た りす る機会 が求め られて いると解釈す ることがで きる。す なわ ち、

多種 多様 な コ ミュニテ ィが発生す る土壌 がある一方、一つ一 つの コ ミュニテ ィ

は閉鎖化 され る と同時に 自 らの限界を形成 して しま う。仮 りに、閉鎖系 コ ミュ

ニテ ィが家庭 の崩 壊ひい ては社 会秩序 の崩壊 を促す一要因 とす るな らば、閉鎖

系 コ ミュニテ ィを開放系 に シツ トさせ ることが重要にな る。あ る家庭が家庭 内

部に何 らかの問題を 内抱 させてい る場 合、その家族 の属性的条件にかかわ らず、

ア ドバイスを投 げかけ る ことので きるコ ミュニテ ィが用意 されて いけば大事に

至 らず解決 され る場合 も多い。 また、問題が発生 した後 の対処 ・処理方法に関

して も何か しらのア ドバイ スが得 られれば、新たな家庭 の展 開をス ムーズに進

めることがで きる機会 もあ るで あろ う。

(5)コ ミ ュニ テ ィ とボ ラ ン テ ィア

コ ミュニ テ ィを 開放 的 に す る方 向 と して は 、 各 種 の コ ミュ ニ テ ィを ネ ッ ト
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ワーク化 させ る ことが重要 とな る。 さらにネ ッ トワークを システ ム化 させる方

策 を講 じる必要 がある。 それは、テ ンポラ リーではな く半 永久的なネ ットワー

クを保つためである。すべ ての コ ミュニティ活動を ネ ッ トワーク化 させ ること

は困難であるか ら、家庭生 活に密着 した領域 の コ ミュニテ ィで、かつ社 会福祉

的要素な強 い ものを システ ム化す ることが、最 も効果的でかつ必要性が高いと

思われ る。家庭 の崩壊 を抑制 するあるいはその被害を最小に くい止め る手段 と

して、 コ ミュニテ ィのネ ヅ トワー ク化ほ ど現在 のアメ リカに求め られているも

のはない。 それ は、現実 に数多 くの例に も見 られ るよ うに市民ボ ランテ ィアを

中核 とした コ ミュニテ ィ ・ネ ットワークが社会福祉的機能 の柱 として十 分に機

能 し、 この種 のボランテ ィアを中心 とす る各種のネ ッ トワー クは今後 もます ま

す活発化 してい くもの と思われ るか らで あ る。 これ らの さま ざまな コ ミュニ

テ ィ ・ネ ッ トワークが 「も うひ とつの アメ リカ」を形成 しつつ あ るとさえ言わ

れてい る。 ここで、一つ の例 を紹介す ることと したい。サ ンフ ランシス コのあ

る町では、女性 の社会進 出を支 える拠点 として 「女性 の ため の就 職情 報 セ ン

ター」 がある。 このセ ンターは、女性がその人生の方 向を決 めるに際 して必要

と している情報 を提供 し、就職相談や教育の相談に も応 じる非営利 サー ビス機

関 と して設立 された。 セ ンターで働 く女性 はすべてボ ランテ ィアであ り、運営

の財源は利用者が支払 う低額 の料金 と企業お よび個 人か らの寄付 である。連邦

や州か ら補助 は受けて いない。 ボ ランティアの人び とが多数存在す る理 由とし

て特徴的なのは、 アメ リカではボ ランティアの経験 が履歴 のなか で重視 され る

ことがあげ られ る。 ボ ランテ ィアが極めて有効な経験 と経歴 になるのである。

アメ リカでは、ボランテ ィアを養成す るための方策がす でに社会 システ ムの中

に取 り込 まれ ている。そ して今後 もボランテ ィア活動が導入 され る機会 ・場面

は増加の一途 をた どるであろ う。各個人 ・各家庭 内部の問題 が社会 の諸制度、

しくみに よって解決 され る保 障はない。 しか しなが ら個 々の問題 が多様 化、個

性化 してい るなかで解決 のためにはその手段 として仲間(同 じ環 境に置かれ て

いる人び と)を 得 る ことが解決の糸 口となることは多いであろ う。 これ らの動

機が、 さまざまな コ ミュニ ティ ・ネ ットワークを生みだ る源動力 とな るであろ

う。次に、ボ ランテ ィア活動その ものの意味が注 目されだ してい る。 アメ リカ
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において、現在上 ・中級家庭 の主婦の多 くは、昼 間なん らかのボ ランテ ィア活

動に従 事 してい る と言 われ ている。 これ こそ、人に対 してあ るいは社会に対 し

て働 きかけ るこ との意 義が現在の アメ リカ人 の心の中に呼び戻 され てい ること

を証左 してい る。身分 ・階級 を超 えた、人 間 と して も っと も自然 な行 動原 理

「運 命共 同体 と しての 自覚 が生 まれ る行動」 を遂 行す ることが、現代社会にお

いて もっとも必要不可 欠な行動なのではないだろ うか とい うことである。皮肉

な ことに、現在 のア メ リカの時代的背景 ともいえ る深刻かつ複雑化 した社会環

境が、 コ ミュニテ ィ ・ネ ッ トワークを生みだす源 とな ってい るのである。

4ま とめ

これ まで述 べ て きた アメ リカの コ ミュニティの成立要因 と今後の展 望をここで

まとめ ると、次 の2つ にな る。

(1)個 人に対す る強 い信頼感 とコ ミュニテ ィ

アメ リカでは長 い歴 史の中で一貫 して 「個人」 としての立場が認め られ てき

た。換言すれば 、誰 で も公平に 自己の立場を主張 でき、誰 もが話 し手の主張 を

個人の権利 と して認 め る。 「個 人に対す る強い信頼感」 が コ ミュニテ ィの前提

条件 とな って い る。 従 って、個人 の発言 ・主張 を怠 る ものが あれば相手 に不信

感 ・不安感を与 え ることにな る。 もし、仮 りに 自己の主張、願い、欲求を提示

しなければ、何 も相手か ら得 られ るものはな い ことになる。 日本流の 「相手の

立 場を考 えて」 方式の思想は コ ミュニケーシ ョンの中で通 じ得ない。 これ らの

ことは、 自己の確立 とい う基本的要件 がアメ リカにおいて伝統的に個人の権利 、

義務 と して位置 付け られて きた ことを示 している。 これ らの個 の確立に注 目し

て、 コ ミュニテ ィ形成要因に焦点を当ててみ よう。 コ ミュニテ ィの形成には、

まず旗 をあげ る人いわゆ る コ ミュニテ ィのネ ッ トワーカーにあたる人が必要で

ある。次 に同 じ意見 を持つ人が発起人の主義 ・思想に賛成 し、 コ ミュニテ ィに

参加 して くる。 仮 りに反対す る人び とが多ければ、 自らの主義 ・思 想を唱え、

自然 に コ ミュニテ ィが消滅す ることもあるであ ろ う。 自己の主張を明確 に表 明

す る風 土が新 た に コ ミュニテ ィを生みだ し、他方では 自然淘汰を集め る。 これ

は、ア メ リカで生 まれ るコ ミュニテ ィがいかに合理性 の高 いもので あるかを裏
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付け ているとも言え る。 「ほろ馬車 コ ミュニテ ィ」は分解 した り、変形 した りす

ることを くり返 してい った。 ア メ リカの現在 の コ ミュニテ ィはほ ろ馬 車の コ

ミュニテ ィに相通 じるものがある。 ア メリカの コミュニテ ィを考 えるとき、実

にタイム リーに合理的 に コ ミュニテ ィの形成 され る風土 の強 いことが最大の特

徴 と して捉え ることがで きよう。それは、現代においても、 さまざまな社会 問

題を解決す る術 として新 しい コミュニティ ・ネ ッ トワークが多 々に誕生 してい

る勢に求め ることがで きる。

(2)新 たな アメ リカの歩み とコ ミュニテ ィ

アメ リカを代表 として先進諸国においては、工業化社会か ら新 たな時代へ と

パ ラダイ ム ・シフ トの ときを迎えてい る。物 的欲求への願望 の時代 を終 え、新

たな時代の模索 の段階に あると言え る。健康へ の意識の高ま り、生活 を楽 しむ

ことの追求 な どあらゆ る分野において 自己の実現 に対す る強 い希求の現われが

始ま ってい る。個人に とっての満足 感、充実感 こそがすべての行動欲求 の根底

にあ るとい っても過言ではない と思 う。恐 ら く自己の実現 に対す る欲求は、 ボ

ランテ ィアに代表 され る奉仕活動 にエネルギーを費す ことに よって得 られ るこ

とを近 い将来多 くの人び とが見い出す ことになると思われ る。すでに アメ リカ

では 、前述 して いるごと く、ボ ランテ ィアに よる福祉活動が社会 シス テムの一

機能 として組み込 まれ ている。 これ らのアメ リカにおけ る傾 向は、今後 ます ま

す強力な もの とな り、隠れ たアメ リカの顔 を形成 してい くことにな るであろ う。

そ して、 「強い アメ リカ」 が、 この種 の強い個人に対する信頼 感 を原 動力 と し

て、再度形成 され る日もそ う遠 くは ないと思われ るのである。

(参 考 文 献)

NHK取 材 班著 「ア メ リカ の家 族 」(日 本 放 送 出版 協 会)

J・ リ ップ ナ ック、J・ ス タ ン プス 著 「ネ ッ トワ ー クン グ」(プ レジデ ン ト社)

(参 考)オ ー ス トラ リア の コ ミュ ニテ ィ

こ こで 、 オ ー ス トラ リアの コ ミュニテ ィの成 立 につ い てみ て お こ う。
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私達は アメ リカ とは違 った コ ミュニテ ィの成立をそ こにみ ることがで きる。

1.オ ース トラ リアの歴史

オース トラ リアは、地球上で一番古い、 日本の21倍 の広 さの、 しか も、一国が

占有す る大陸で ある。 キ ャブ.テン ・ク ックが、 シ ドニー南のボタニー湾に上陸 し

たのは、1770年 で あ った。 そ して、今 日の ニ ュー ・サ ウス ・ウ ェー ルズ州 と

クィー ンズラ ン ド州一帯 を英 国王の領土 と宣言 し、 オース トラ リアが誕生 した。

1788年 には、 アーサー ・フ ィ リップ率 いる移民団 がシ ドニーに上陸、東部全体 に

英 国の主権 を宣言 した。

当時 、 この大陸 には、お よそ4万 年前 にアジアか ら渡来 した といわれ てい る、

オース トラ リア原 住民た るアボ リジニ30万 人 と、 コアラや カンガルーな ど、 この

国特有 のほ乳類250～260種 のほか、 とか げや 鳥類 が暮 してい るにす ぎなか った。

この大陸に初 期に入植 した開拓者 たちは 、パ イ オニ ア ・ス ピ リ ッ トと メイ ト

シ ップ(友 としてのきずな)(注)を 合言葉 に、果敢に も、この大陸の大 自然に挑

んでい った。

1874年 、 アメ リカの カ リフェルニ アで金 が発見 され、 世界 中に 、 ゴール ド ・

ラ ッシ ュを引 きお こす きっかけ とな った。オ ース トラ リアでもバサース トで金が

発見 されたのは、 アメ リカよ り古 く、1852年 の ことであ った。

やがて ゴール ドラ ッシ ュの波は、オ ース トラ リアに も繁栄を うなが し、 イギ リ

ス、 ドイツ、 アメ リカな ど、世界中の国 々か ら金を求めて人々が殺到 した。1850

年には40万 人だ った人 口が、1870年 には160万 人を越 え、この新 しい大陸 は、人 々

の大部分 が州都に住む とい う都市国家へ と変わ ってい った。

こ うして新大陸 に新 しい道路、鉄道、町 が建設 され、やがて教育制度 がで きる

と、移民者 自身 の中に国を治 め ようとい う意志 が芽生 えて きたのであ る。

1901年 には連邦制度 が成立 し、1926年 事実上 の独立を果た して、キ ャンベ ラに

首都 がおかれ た。 以後 、オース トラ リアは、着実 な発展を続けて、第2次 世界大

戦 の頃には、人 口700万 人の、戦後 は新 たな移民400万 人 を加えつつ、1985年6月

現在 で1,550万 人 の国家 に成長 してい る。
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2オ ー ス ト ラ リ ア ン ・ル ー ラ ル ・ コ ミ ュ ニ テ ィ の 概 況

ゆ 　 ニ ノ　 コ ごロリ ヤ

オース トラ リアの農村地域 は、 どこへ行 って も、限 りな く広大 で人影 もまば ら

な草原 と、時 お りみせ る赤茶けた地肌 とい うコン トラス トの世界 が延 々と続 いて

い る。 動いているのは、牛 と羊だけであ る。

ところで、本稿で敢えて 「農村地域」 とい う文字に 「ルーラル ・エ リア」 とい

うル ビを うってい るのは、 日本でい うような村落ではないか らであ る。 その村落

は、農家が数戸 ほ ど散 在 して い るにす ぎな い。 ほ とん どの場 合、 「人 里離 れ た

(ル ーラル)」 とい う表現がふ さわ しい くらい、集落 か ら集落へ の感覚が数十 キ ロ

メー トル と離れ ているので ある。

西オース トラ リア州 ウエル ステ ッ ド(Wellstead)と い う農村 では、農家 が3

戸 、人 口16人 であ る。 したが って、村全体が、彼 ら3戸 がそれ ぞれ所 有す る農場

とい うわけであ る。

各村落では、たいていガ ソ リンスタン ド、教会、郵便局だけ は設け られ ている。

しか し、学校 、消防署、病院 といった公共機 関は、数十キ ロ離れた拠点の街 まで

行かなけれ ばならない。

3ル ー ラル ・コ ミュ ニテ ィに お け る コ ミュニ ケ ー シ ョン手段

他 の多 くの 国 々で そ うで あ る よ うに 、 オ ー ス トラ リアで も、州 都 や 地 方 都市 に

人 口が集 中 して い る。 そ の た め 、都 市 の郊 外 に 一 旦 出 る と、 そ こは人 影 もま ば ら

な草 原 が つ づ く。

そ うい った 「ル ー ラル(RuraDな 」 あ るい は 「リモ ー テ ィ ッ ド(Remoted)

な 」 コ ミュニ テ ィに あ って 、 農 村 の 人 々は 、如 何 な る方 法 で コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

を 行 な って い るの か 。 そ の 主 要 な 手 段 は 、 次 の二 つ が考 え られ る。 まず そ の 一 つ

は 、無 線(bytheair)に よ る方 法 で あ り、 も う一 つ は 、対面 的(facetoface)

手 段 で あ る。

(1)無 線 をつ か っ た コ ミ ュニ ケ ー シ ョ ン

無線 に よる コ ミュニ ケ ー シ ョン手 段 と して は、無線(thewireless)と か 無線

電 話 が あ る。 な か で も、 無 線 は 農 村 部 の 人 々に ど って は、 欠 か せ な い伝 達 手段
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である。

例 えば、農作業 中、農場への移 動中に、 自宅 との間で行な う連絡(交 信)手

段 として不可欠 であ る。 また前述 した ように、主要 な公共機 関は街 に しかない

ので、 とくに警 察署、消防署、病院 との間の連絡 手段 と して、無線 は極めて重

要 な連絡手段 であ る。

子 どもたちに とって も、無線は欠かせない学 習手段 で ある。 「schoolofthe

air」 とい って、拠点の街に ある学校 と各家庭 の子弟 との間で個別に無線 で行な

う、文字通 りの通信教育制度 が普及 してい る。

オ ース トラ リアの医療活動 として有名な ものにrflyingdoctor」 とい う小型

飛行機 に よる、 医師 の往診 システムがある。 これに して も、往診所に行の う無

線での問診活動 がある。

(2)対 面的(FacetoFace)コ ミュニ ケー シ ョン

自宅 と隣家 との間が数十キ ロメー トル離れ てい るのが一般 的であるために、

無線 を用 いて、 コ ミュニケーシ ョンをはか ってい ることは さきに述べて きた通

りである。

しか し、元 来、人間 とい うものは、対面的な コ ミュニ ケーシ ョンをはか りた

い とい う、基 本的な欲求を もってい るものであ る。た とえ、人 々が互いに数十

キ ロ離 れてい よ うとも、 いやむ しろ、離れていれば離れ てい る程、その欲求 は

強 まるであろ う。

そ うい う環境 なれば こそ、 コ ミュニケーシ ョン手段 と しては極めて原始的な

もの ビ ー クル(乗 り物)と して の 、「コ ミュニ テ ィ ・プ ラザ 」に 人 々は 集

い、共通の話題 、共通 の活動 、例 えばスポー ツ等 を通 じて コ ミュニケーシ ョン

をはか りた い ものなのであ る。

オース トラ リアの農 村地域では、毎週 土 ・日曜 日ともなれ ば 、各農 場 か ら

人 々が広場や集 会場に集い、種 々のス ポーツ活動 、例えば ク リケ ット、テニス、

ロー ンボ ウル な どを 通 じて 、 交 歓 一 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンを は か って い る。

オ ース トラ リアで は 日曜 日に ク リケ ッ ト ・ゲ ー ム を楽 しむ こ とが 多 い。 人 々

は ゲ ー ムに 興 じて いて も、 午 後3時 に な る と、 ゲ ー ムを 中断 して集 会 場 に 集 ま
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り、 テ ィー ・タ イ ムを 始 め る。 奥 さん方 の焼 い た ク ッキ ー をつ まみ な が ら、 紅

茶 を のみ 、 歓 談 の ひ と と きを1時 間 ほ どお くる。

「昔 か らや って い る ご くあ た り前 の 習 慣 で 、 これ な しに は 、 ル ー ラル ・コ

ミュ ニ ケ ー シ ョンを語 れ な い」 とい わ れ る。 ゲ ー ムが終 れ ば 、終 った で 、夕 方

に は 、 ゲー ムの反 省 会 と称 して 、缶 ビ ールや ワイ ンでの パ ー テ ィが始 ま る
。

4.ま と め

オ ー ス トラ リア ン ・ル ー ラル ・コ ミュニ テ ィに お いて は、 人 々の 自給 自足 、 没

交 渉型 の 生 活 は 可能 で あ ろ う。

しか し、 人 間 は一 人 で は 生 きて い け な い もの な の で あ ろ う。 オ ー ス トラ リア の

ル ー ラル ・コ ミュニ テ ィに 住 む 人 々は 、 努 め て 、rfacetoface」 の 機 会 を つ く

り、そ こに集 い、 歓 談 を 行 な って 、 日頃 の英 気 をや しな って い る。 こ こに 、 オ ー

ス トラ リア ン ・ル ー ラル ・コ ミュニ テ ィの原 点 が あ る とい って い い
。

(注)多 くの オ ー ス トラ リア人 は 、 「マ イ ト ・シ ップ」 と発 音 す る よ う で あ る。 こ の よ うに 、

オ ー ス トラ リア には 、 この 国 独 得 の 英 語 の な ま り、い い まわ しが あ るが 、挨 拶 す る時 の 言葉

と して 「G'daymate(Gooddaymate)」(こ んに ちわ)が あ る。

1.2日 本

1.日 本 の コ ミュニテ ィの原型

日本 におけ るコ ミュニテ ィの原型 をこ こでは柳 田国男の民俗学に したが って述

べ てい くことにす る。

柳 田に とっての コミュニテ ィの原型は、現在 の町村の大字に相当す る、20～30

戸 のあ るまとまった農村 の集落 をさす。柳 田は、人間が一 日24時 間 もの間、春 夏

秋 冬を通 じて相互扶助 に よる共同耕作 を行 うには、最低限 ぎ りぎ りの単位集 団を

考 えたのであ る。 これが コ ミェニティであ った。

柳 田は コ ミュニテ ィにつ いて次の よ うに述 べてい る。

「…… 各村 々の住民は最初か ら単一 の祖先 を持 たぬ、方 々で成長 した家 々の合

同体 であ ったのである。…… それ に も拘 らず昔か ら、村には経 済 の統 一 が あ っ

た。村 が一体 とな って働 くべ き場合が多か った。此事情は考へ るほ ど癒 々説明が
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六つか しくなるが、手短かに言ふ な らば、人 は一 つ屋 で は有 効な 生産 が 出来 な

か ったか らで ある」(注1)

柳 田に よれば、村開発の初期には新 田開発 のた め に、村 落 の農民 が 共 同で あ

た った といわれ る。 これ も コ ミュニテ ィにおけ るひ とつの共同作業 であろ う。

ところで、柳 田のこ うした コ ミュニテ ィのとらえかたの基礎に見落 としてな ら

ないのは、 コ ミュニテ ィを形成す る主体 が常民で ある、 とい うことである。常民

は、「書 きことば よ りも話 しことばに よって生活 し、一定 の土地 に定着 し、古 くか

らの伝統を継承 し、 さらにそれをみずか らの知恵を もって時間をか けて作 りかけ

てゆ く国民の大多数を しめ る被治者」(注2)を さしている。常民は、欧米 流の近

代化理論 のパ ラダイム(注3)と 違 い、 国家へ の抵抗を隠遁 とい うか たちで示 し

た り、 また コ ミュニテ ィのなかで も個人 の 自立 を行 う、 「近代人」 であ る。 例 え

ば、かつ て 日本では至 るところでみ られた若者組、娘組では恋愛 の自由が保障 さ

れ、婚姻 の自主性が認め られていた といわれ る。

柳 田の基本概念 と した常民は、土着文化 の担 い手であ り、継承者 である。彼 ら

が、エ リー トと違 って歴 史を動か してい ったことはい うまで もない。本稿 におい

て も、 コミュニテ ィは こ うした常民に よって形成 されて きた とい う認識に立 って

い る。'・

(注1)柳 田国男 「日本農民史」(定 本柳田国男集 第16巻)

(注2)鶴 見和子 「社会変動のパラダイム」(鶴 見 ・市井編 「思想の冒険」筑摩書房1974年)

(注3)欧 米流の近代化のパラダイムから日本の個人をみると、家本位の家族主義のもとで、家

長権の強い家族関係により身分階層的秩序が重視され、また家と家との結びつ きも本家

を中心とする同族団的関係が重視され、あるいは村落共同体的なムラ連帯が重要 な意味

をもつものとされた。そこでは個人は家や共同体に埋没し、自立することはなかった。つ

ま り個の確立が未熟であったといえる。

しかしながら、この欧米流のパラダイムによる説明からは日本人の実相に到達す る鋭

い分析はできない。なんとなれば欧米の歴史観は断続の契機を重 くみるのに対 し、柳 田

は持続の契機を日本史にみる。 このため 日本では、社会構造においても精神構造におい

ても、歴史区分ははっきりせず、現代に古代や中世が生きているのである。

ここで必要なのは日本の社会を分析するに際 して、欧米のパラダイムではな く、日本

を分析するに有効なパラダイムをつ くりだすことなのである。その意味で、柳田の常民

は有効なパラダイムのひとつにな りうると思われるのである。
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2都 市の成立

ところで都市 が成立 し、各地 に町がつ くられ たのは江戸時代であ った。 江戸時

代は農業 の時代 であると ともに、 また都市の時代 で もあった。江戸 時代 のは じめ

に各地 で城下町がつ くられ た。大名が、それ まで知行所にいた武士をは じめ とし

て、農村部にい て仕事 を していた職 人な どを集めて城下町に住 まわせ たのである。

江戸時代におけ る都市 は、表通 りが問屋 、小売の大店 とす るな らば、裏通 りは

職人集団 のマチで あった。通 りでは職住 が一体 とな った、完結 した生活空 間を形

成 していた。職人や商人 を中心 とした集 団は、町 内集団 として 自治組織 を形成す

る。例 えば、律 令都市 と して 出発 し、古代、中世 と長い歴史 を有す る京都 では、

早 くも十四世紀 、十五世紀にかけて道路 を中心に して コ ミュニテ ィが成立 してい

る。 これ らの町が数 力町ない し十数 力町集 まって組(町 組)を 構成す る。 この組

に よって上京 衆、下京衆 とい う地域 の大 きな コ ミュニテ ィがで き上 って きた とい

われ る。(注)

町 内集団の階層構造 はは っき りしてお り、本 町人(税 金をお さめ る戸 主 とその

後継者)と その他(税 金を払わない人)に 分かれる。 こうした階層構 造が祭 りの

際に も参 加の仕方 の差 につなが って い く。

(注)大 石、中根編 「江戸時代と近代化」(筑 摩書房1986年)に よれば、京都は江戸時代に

入っても共同体組織は成長 していき、選挙で選出された町役人が、町請制度に よる戸籍業

務をにない、公証人の役割をはたしたといわれる。また、道路や橋 も町の共同体が自らつ

くった。こうした共同体組織は、幕末を経て明治に入っても 「元学区」というかたちで機能

したといわれる。このように、京都は中世以降の自治共同体の歴史が蓄積されたために、東

京、大阪と違ったコミュニテ.イの形成がみられるようになっだのが特徴的である。

(参考)

ここで江戸時代に おいて人 口100万 人を誇 り、世界史的にみて も異常 な 巨大 都市 で

あ った江戸について コメン トして おこ う。

江戸はた しかに幕府の所在地で はあ ったが、全国の城下町の典型 とは いえなか った。

江戸は、明暦の大火以降軍事都市 とい うよ りは、商業都市の性格 を強め、都市計画が

行われな くな った といわれ る。江戸は大名妻 子在府制が布かれ、参勤交替制に よって、
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江戸屋 敷に住む地方 の大名、家来 が集 まってきた。 こうした武士を養 うために、物資

が全国か ら集め られ 、そ こに また ビジネスが発生 し、職人や 商人が集 まる。つ ま り、

異常に成長 す る大都市 の様相 を呈す るので ある。

こ うした江戸 の成長 を危機感 を もって認識 したのが荻生祖裸 であ った。荻生祖練は、

丸山真 男 「日本政治思想史」(岩 波)に 述べ られてい るように、近代 的思惟 を成立せ し

めた儒学 者であるが、彼 は 「政談」 のなかで江戸論 を開陳 している。祖裸 は 「政談」

のなか で都市化 した江戸 をみて武士 の困窮の原因を次 の ように分析 した。

① 江戸 では土地 か ら切 り離 された旅 宿の境遇 の者(武 士 が中心)が 集 まっている

(無業者 の増加)。

② 彼 らが高度 に分業 、専門化 した職人 ・商人に より提供 され る財 ・サー ビスを享

受 している(金 銭 消費 の享受)。

③ このため贅沢 の大衆化が進んで上下の差 な く享楽的に な り礼法 がた たな くな っ

てい る(社 会規範 の弛緩)。

なお、それ ぞれ の項 目の()は 筆者が整理 した もので ある。

つま り、江戸 とい う都市 におけ る消費生活が高度化 しつつ あるの を祖裸 はみて とっ

たのである。

そ こで祖裸 は、人返 しの法 に よって武 士な らびに江戸にでて きた農民、職人、商人

を出身地 に返 して土着 させ 、その うえで古代の聖人が建てた礼法を立 てるこ とで武士

の困窮 と社会秩序の乱れ があ らた まると考えた。 しか しなが らここで指摘 して お くべ

きことは、御練の思想 が安 易なユ ー トピア論におちい ってい る とい うことである。祖

裸 の生 きた時代は関 ヶ原、 島原 の乱以降の戦乱が な くな り平和 に慣 れ き ったなか に

あ って、封建体制のなか で分業 と協業 が進 み、テ ンニース の い うゲゼル シ ャフ ト化

(Gesellshaft)が 進展 しつ つ あった。た しかに社会の機能が高度化 しつつ あることを

祖裸は認識 していた。それ に もかかわ らず、時代錯誤的な古典復帰 、反動 的な制度へ

の回帰 を御練 は唱 えた。丸 山真男が 「祖 裸学の体系は畢寛 作為 の論理 に よって 自然 を

斉 らさ うとい う試図に轟 きよ う」(丸 山 前述 書)と 述べてい る ように 、祖裸 はあ くま

で も作為(=人 返 しの方法 な ど)に よって 自然(=礼 法 の立 った古代 の社 会)に 帰 ろ

うとす るのであった。

時代 が下 って、江戸 が祖 挾の意図 した方 向 とは逆 に進 んで い った ことはい うまで も
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ない。 これ か らみ ても江戸は特 に消費文化 の中心 として他 の都市 には ない特徴を もつ

のである。

ちなみに、現在の東京 をみ て も祖裸の分析 した江戸論が今 も有効で あると思われ る。

東京は、旅 宿の境遇の者 、例 えば学生が最 も多 い都市であ り、無業者の若者 があふれ

る都市 で もある。 消費生活 の高度化は多 くのサ ービス業 、 ニュービジネスを生 みだ し

てい る。また、社会規範 も弛緩 し、 アノ ミー化現象がま っさきに表われ ると言 ってい

い。 また、近年 では、東京に情報だけでな く、 カネ も、 ヒ トも集中 しつつ あ り、かつ

て地方 の時代 といわれた頃 と比べ ると様変 りしつ つある。

時代 が江戸時代 とい う近世 か ら、昭和 の現代 に大 きく変わ って も、 また地名の江戸

が東京に名前が変わ って も、 江戸 あるいは東京 の 日本 におけ る異 常な成 長 ぶ りは か

わ っていな い。 また、都市生活 の もつ特徴 も依然 と して持続 してい るといっていいだ

ろ う。

3.祭 の発生

(1)地 域 を守 るケジメと しての祭

祭 とは、本来 「神 を祭 ること」、つ ま り、神 と して あがめ一定 の場所 に鎮 め

奉 った り、供物 ・奏楽 な どを して神霊 を慰め るものであ った。

集団の生産 と生活 を全 きものにす るた め には、 自分達以外 の力が これ に 加

わ って、それ と合一 した所に村落の共同体が成 り立つ必要が ある。 ここに身近

な信仰 として 「神」お よび祭が成 立 した。

村 か ら出た人 に よる形成 され る町(大 き く発達 した り、い くつか合わ さって

都市 を形成)の 出現に より、祭は変化 した。 ここで形成 され た町社会(町 内社

会)の 特徴につ いて まとめてお こう。

町 内社会の特徴の第一は、 この社会 は、つ とめ て無性格 な特徴を もってい る。

その社会の 内部は、共同の 自治に よって、は じめ て保持 され る自律的な成 り立

ちを もってい る。町の人 々が町 内と認知す る家 々に対 しては、全員が納 得 して

加入す る。つま り無性格性 を強調 しよ うとす るのであ る。

第二 に、 この社会 は、つ とめて 内向 きに構成 されている。公権力に よって支

配 され てはいて も、生活集団の内部に までは立ち入 られなか ったのである。土
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木 ・衛生 ・教育 ・防犯をは じめ とす る町共同の事業は、すべ て自己財源に よる

自己計画 ・自己管理で あった。 したが って、町 内の共同生活において、 内側に

向か う活動 は極 めて活発で 自律性 が非常に高か った。

第三に、町内は集団 内部での共同の貫徹 しに くい社会である。それは、何 よ

りもまず、 これが生産の共同に基づ く社会ではないか らである。町 内に はそれ

が一体 とな り、共 同 して生み出すべ き生産物 は何 もない。 ここにあるのは、多

くの異な る職業 をもつ家 の集団だけで ある。

第 四に、町 内は、商工業者の家集団 か らな る戸主中心の社会 であ る。 生活共

同の基礎 は家 におかれ ているが、共 同的側面 におけ る戸主 とその後継者 の役割

が極 めて大 きい。

以上の ような特 徴を もった町 には、は しめ神 はなかった。少な くともなか っ

たはずであ る。 なぜか といえば、町に住む人 々は、江戸や大阪の よ うな大都市

であ って も、二 代三代前の移住 者の子で あ った り、村 民 が町 に居 るに過 ぎな

か った りだ ったか らで ある。つま り、町に住む よ うにな っても、多 くの人 々は

それが 自らの本拠で あるとは考えず、 自分が帰 ってい く先 は村 と考 えて いた。

町のなかで、 自分達の生活をつ くりあげていかなければな らな い と思 った時

に、お互いの生活意識を結びつけ る上での何か大切な拠 り所 のない こと、つ ま

り、生活に神のない こ とに気がつ くので ある。

そ こでの神}ま村で親 しん できた神で もな く、 ものを生み出す神 で もない。町

内の神 と して、町 内社会 の生活を守 る神 、町 内社 会 を纏 め てい く神 が必 要 で

あった。そ こに は流行病や災害か ら町 内を守 る ような強力で霊験 あ らたかな神

が要請 された。

町 内では、そ の神 を身近 な もの として定着 させるた めに祭を意図的につ くり

あげ てい く必要 があ った。

祭 とは、専 門家のみな らず、一 般の人 々を も最大限に動員 し、具体的な、人

間 と人 間 とのふれあいの中に、喜び と祝いの精神 が満 ち満ちている現象 をい う

こともあ り、町 内の祭は非 日常性 の中で次の よ うに特 徴づけ られ ていった。

第一 は、村 落 と比べて著 しく華美に彩 られた ことで ある。 町内にあ っては、

祭の準備は大掛 りにな り、祝 い物 は大袈裟にな った。なぜか といえば、 さま ざ
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まな仕掛けをもつ きらびやか な祭 でなければ、凝集力の微 弱な社会 にあ って、

神を媒 介 とす る心的昂進 を実現す ることは難 しいか らである。

第二 は、「見 る者」の存在を前提 と し成 りたっていた ことである。町 内の神 は

町 内の外 に対 して解放 され ていなければな らない。町内の祭 では見知 らぬ人 々

を町内社会へ招 き入れ 出会 いの経 験を通 じて 日常の生活秩序か らの解放 を求 め

る。見る者 が見せ る者を捲 きこんで熱狂的な興奮をひ きおこす。 それ こそが新

しい祭 だ とい うことを知 っていた のであ る。

第三 は、そ の形を整 えて い く過程で、次第に神を離れ、世俗的 なイベ ン トと

しての性格 を強めてい った ことで ある。

次か ら次か ら新 しい部分 を生みだ し、限 りな く発展 して い く時、本来 中核に

あ ったはず の神祭は祭 の一因子に止 ま り、酒宴的要素が拡大 して ドラマ を構成

し、神 の存在は一層卑 少化せ ざるをえないか らである。都市の祭は、 まさにそ

の ような分化の過程 をた どって世俗性 を強め、祝祭 的性格を獲得 してい ったの

である。

(2)わ れ らが町 とい う意識 の酒養

町内では、その存在理 由を外来の神 にかけ、神のない土地に祭をつ くりあげ

る。共属の原理を探 し求めて、祝祭を きわだ って華やかに しよ うとす る。町内

の祭 は、その意味で、 「共属」 の 自己確 認である。

しか し、ひ とたび祝祭 の中に願 お うとした町 内社会の 自己確認は、同時にそ

の階層社会の 自己確認 で もあった。町 内が共属原理 を具体的に認知 しうるのは、

その地縁的拡が りの中での共同行動に しかない。 しか し、経 済的強制力の働 き

に くい町 内で、 ご く限 られた共同行動 をひ ときわ拡大 し確認 しよ うと して、祝

祭 がは なやかになれ ばな るほ ど、祭 礼集 団のもつ経済 と威信 の構 造は、 日常的

に存在す る町内の社会 的な成 り立 ちを極 めて短時間の うちに、 しか も極め て鮮

明な姿で、町 内に さし示 す もの とな るのである。

この よ うに経 済 と威信 の構造の具体的 な表現である等級制等 は、 日本 の伝統

的都市のいずれに も見 られた ものである。それは祭礼役職 の中に入 りこんで、

集団の構成 と序 列 とを決定 す る。祭礼寄付の中へ入 りこんで、祭 礼集団を金銭
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の上 で階層 的に描 きだす こ ともあ る。

そ の ような、疑似 ヒエラル キーがつ くりだ され よ うとも、町内意識は函養 さ

れ、我 らが町 とい う認識は強か った と考え られ る。

町 内は単 に空 間的に区切 られた行政 地域 ではな く、家 と人 との結 びつ きに よ

る社会構成単位 であ る。祭 の中でお互 いの役割 を きちん と果 たす とい う共同行

動を繰 り返す ことに よ り、イ メー ジ化 され て共通 の認識 にまで昂 められた家 ま

たは世帯の ネ ッ トワークだ ともいえる。

また、祭 は、生 活集団の一員 として生活す る ことを相互 に認知 し合 う誓いの

場で もある。祭 にエネルギ ーを凝集す る ことに よ り、逆 に 日常 の平安、纏 ま り

を維持 した と もいえ よ う。

祭 は運営 を通 して、男達 の連 帯だけ でな く賄方 な どの裏方 として、雑 用を一

手に引 き うけ、 男を外 の祭 に送 り出す 女性達 も、間接的 に町 内意識を酒 養 して

きたのでは と思 われ る。

われ らが町 の強 い意識 が成立 したのは、そ の前提 に、町 内で、その家の生活

すべてが(働 く場 も、住 む場 も同 じ)完 結 していた こと、戸籍 ・徴税 ・教育 ・

土木 ・消防 ・衛生 ・防犯 が 自主 的 自律 的に町 内の共 同の手に よってきた ことも

大 き く影響 して いる。

勿 論、他の町 内 との祭 の競 いあい とい うこ とも、 ひいてはわれ らが町の意識

の演 義につなが って きただろ うとも考 え られ る。

4.現 在 の祭

(1)出 入 り自由

現在の祭 は、役員構成や寄付 の面 な どで、昔 の面影 が一部 あらわれ ることは

あ って も大 き く変化 しスタイルをかえている。

従 来の構 造 が垂 直方 向に拡 が り展開 して きてい る。

祭への参加 も極 めて 自由に人間 と人間のふれあ り、つ なが りが中心 となって

きて いる。

そ こには 、三 つの顔 があ るよ うに思 える。

一つ は、「全 日制 住民」 ともよべ る人達 である。つ ま り、自営業 等職住一致 し
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た職業 を町 内で営む人達 、近接 した地域に店 を もつ一部 の自営業者、家事従事

者(主 婦等)、 社会的な活動 を引退 した高齢者、生徒 ・小学校 児童 、幼 児、町 内

に居住 し、町 内の事業所 に勤務す るサ ラ リーマ ン ・OL、 その他(病 弱者 ・職

業を もたない成年 男女等)で あ る。

昼 の祭 をにな っている人達 であ る。昔 と違 い主婦を家庭 の中へ閉 じこめてお

く 「家」の規制 も少な くな り、多 くの主婦 が積極的に出て きて、 自分達 も一緒

に楽 しんでい る。

二つめは、「定時制住 民」とよべ る人達である。つま り、地域外 に職場 を もつ

すべてのサ ラリーマ ン ・OL及 び一部の 自営業者、大学 ・高校生、下宿 ・寄宿

舎 ・特 定集 団の合宿所等 の住人、その他(住 み込み店員 ・職人な ど)で ある。

彼 らが夜 の祭のにない手 とな ってい る。

三つ めには、 「全 日制住 民」 「定 時制 住民」 によって連れ られて くる人 々、つ

ま り見物人である。観光化 し知 られ ていることに より、連れ られて こられな く

とも、単独で見物 に くる人達 もいる。

これ ら、三つの顔に よ り、現在 の祭 は結果的に演 出され盛 りあが りをみせて

い る。

「定 時制住民」は、会社 の仲間 ・学生仲間等を連れて、祭 見物 の賑 い をつ く

り、町内に居場所をつ くる。 自分の縁 のネ ッ トワークを、町 内にひ き入れ る こ

とに よって、町 内を解放 し、それに よって、町内の 自分 との接点 をつ くってい

るともいえる。

祭 の中では、 日頃、町 の中では顔 を合わせ ることの少 ない 「定時制住民」 が

一緒 になって揉みあい
、存 在を認識す ることもで きる。

つ ま り 「定時制住民」 は祭 の場 で しか町内での本当の接点を持てな くな って

いるので ある。

(2)地 域のつなが りのな い人 々

祭は、町 内の共 同の在 り方 を反映す る生活文化の形 として、たえず 工夫 され、

変 わ って きた。行事は多様 に、大規模 にな り、そ の内容 も、時 代 を 映 して 、

様 々に変化 していった。 日時、場所、行事の計画 ・手順 ・内容 、祝 い物 の種 類
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や数(山 車 ・難子屋台 ・山鉾 ・曳太鼓 ・町御 輿等)が 、それを運用す る主体 と

ともに年 々変化 していった。

祭 は、 この ように、その時代の町内に適合 す る形を とることに よって、時代

性 を もちえた イベン トだ ったのである。別 の言い方をすれば、祭は絶えず町内

の縁結 びの シンボル と して、活力あイベ ン トを追 い求めて きたか らこそ、存続

して きた ともい えるのであ る。

祭 は、前述 した ように、見物 人を中心 として、地域 とは関係 ない人を まきこ

んで、出入 り自由の形を と り、一段 と発展 した。観光化 され、祭そ のものが一

人歩 きを始めた とも言 えるか もしれない。

その例 と して、地域に何 もつなが りもな く、神や神社 とも直接 関係のないイ

ベ ン ト中心 の 「祭」 も各地 ででて きてい る。

その代表例 と して、高 円寺の阿波お ど りが あげ られ よう。昭和32年 に始 ま り、

昭和40に は東京 名物 となったもので ある。地縁 ・血縁 をは じめ、つなぎ うる縁

な らば 、飲み屋 で結 ばれ た縁 まで動員 して、 イベ ン トに参加す る形 も生 まれて

いる。東京 中に数十の連 があるといわれ る。

そ のイベ ン トで踊 る人々の平常 のつなが りは ない。 エネルギ ーの源泉 は技術

性の競 り合 いで あ り、当 日は熱中す るが終わ る とバ ラバ ラにな って しま う。全

く出入 自由の新 しい形 といえ よう。

神輿 をかつ ぐだけのために、全 国各地 に出かけ 、場合 に よっては、海 外に出

かけ る人 々 も、同 じ形 と言 えるのでは ないだ ろ うか。

5.ま とめ

ここで 日本 の コ ミュニテ ィにつ いて展望 してお こ う。

(1)新 地縁 コ ミュニテaの 発 生

今 日では、古 い町 内の伝統 と全 く無縁 で、生 まれた時か ら、様 々の社会集団

の外延 を漂泊 して きた人 々が都市 住民の大 きな部分を構成 している。 しか も、

郊外住宅 ・マ ンシ ョン ・アパ ー ト住民が大半であ る。

この都市 住民 は、拠 るべ き集団の伝統 も歴 史 もない新住民群のひ と りとして、

細 々と相互に結 びつ いてい る都市 の漂泊民 ともいえる。
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その人々も、都市生活者 になっての居住期 間も長 くな って きてい る。墓 を都

市に移 した り、本籍を都市 に移す人 々も多 くな って きている。

そ こで生活をつ くりあげ ようとす る時、細 々としか相互に結 びつ いていない

事実を明確に認識 せざ るを えない。

それは高度成長時代 、物に心を奪われ、物 質面 の豊か さを享受すべ く、人 々

が全力疾走 していた時代 は、あま り意識す ることもなか ったのが、物 質面での

ひ と通 りの満足 を得た時 、つま り、高度成長 が終 った時か ら、徐 々に強 く意識

されて きた ことで ある。

心のふれ あい、充足 され た コ ミュニケーシ ョンを相互 に太 くしっか りと持 ち

たい との意識が芽ばえて きてい ると思われ る。

それ は 、前述 した よ うな 、神や 神社 と直接 関係 の ない イベ ン トと して の

「祭」 の出現であろ う。

人 々は無意識 に昔 なが らの地縁 ・血縁の生活意識に帰ろ うとしてい るように

もみ える。

昨今の レトロ意識の流行 現象 も、そ の一端をあらわ している。

この うね りの中 で、遅 々とした歩み ではあろ うが、一 定の組織や役割 が形づ

くられ、微 弱なが ら、伝統 の形成 がは じま り、新地縁 コ ミュニテ ィとい った観

の ものが生み出 されてい くであろ う。

(2)流 動化す るコ ミュニテ ィ

マ ンシ ョンか らマ ンシ ョンへ 自らの ライ フス タイル に合わ せ て住 み か え る

人 々、住居 は寝 に帰 る場所 としか とらえられない 「定時制住 民」 な ど、住んで

いる土地への愛着感 の希 薄な人は多 い。

それ らの人 々の意識 の底 に も、昔 ながらの地縁 ・血縁の生活意識 に帰 ろ う、

つ ま り、充足 された コ ミュニケーシ ョンを求めて いると思われ る。

その例 として、かつ ての新宿西 口広場の フォーク ソング集会 の場 があげ られ

る。町内の祭の中で と同 じような、存在の認識を各 々が していたはず である。

原宿 の歩行者天国におけ るパ フ ォーマンス もしか りである。

高円寺の阿波 踊 りもそ うで ある。 これ らはつま り、場所 ・継続性 といった も
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には こだわ らな い 「この指 とまれ」 の コ ミュニテ・イであ る。 そ こでは、つかの

まの 「充足 され た コ ミュニケ ーション」(参 加 してい る本人 が、その場で感 じて

い るだけの こ とか もしれないが)が 存在す る。

また、少年 ・少女達 の アイ ドルの親衛隊 も、 この種 の コ ミュニティといえ よ

う。

この よ うに、つ くっては、 こわ し、 またつ くる一過性 の 「この指 とまれ」 の

流動化 した コ ミュニテ ィが、 日本 においては今後 もあ らわれ続けてい くもの と

思われ る。

(参考文献)

松平 誠著 「祭 りの文化」(有斐閣選書)

松平 誠著 「祭 りの社会学」(講談社現代新書)
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第2章 現代 の コ ミュニテ ィ現象

2.1イ ベ ン トブーム

1イ ベ ン トブームの背景

(1)顔 見知 り社会の崩壊

①'地 方か ら都市へ の人 口移動

ムラ社会では、一定地域 内の住民 が土地 とい う生産手段 を所 有 していた。

そ こでは生産 を継続す るため に、 また大 自然 と戦 うために、そ こに定住 し、

相互に助 け合 い、かつ規制す る共同体な規範 と秩序を形成 して きた。恐 らく、

農 耕型社会が形成 され始めた弥生時代から長い歴史を経て、 日本人 の社会 の

中に どっぷ りと根 をおろ した村 コ ミュニテ ィがそ うであろ う。戦後の闇市時

代 が終わ り、混沌の時代か ら秩序復活の時代に移 ってゆ く中で、工業社 会か

らの雇用の要請 とも相 まって、 ムラ社会 か ら農家 の次 男、 三 男が都 市 に 集

まった。経済 の急激 な高度成長に伴 い、 ムラ社会か ら都市へ の人 の大移動 が

発生 した。東京な ど大都市に、土地 とい う生産手段を持た ない大量 の人 間が

あふれ る ことにな った。村 コ ミュニテ ィを 「顔見知 り社会」 と呼ぶな らば、

都市に 出て きた人たちの形成 す る社会 は 「知人社会」 と言 えるで あろ う。 ム

ラ社会では、衣食住 とい う再生産 のための活動が、およそ顔 見知 り社 会の中

で完結 していた。 しが し、都市 では生産手段 として労働力 しか所 有 していな

い多 くの人 々のため に、住宅 一 多 くは団地 が提供 され 、実利主義 とな ら

ざるをえない彼 らのために、薄利多売型のスーパ ーマーケ ッ トが急速 に普及

していった。家電製品をは じめ とす る耐久消費財の普及な ども含 めて、小 ぎ

れいな団地に住み、ス ーパ ーマ ーケ ットでまとめ買いす るサ ラ リーマ ン世帯

の ライ フス タイルが、テ レビとい うマスメデ ィアに よって地方の ムラ社会に

も浸透 してい った。

② 農村の都市化

農村 か ら都市へ の急速 な人 口の流 出の結 果、過疎化す る農村が多か った。

と同時に、都市周辺や工場進 出を受けた地方 では、生産 手段 の土地 が住宅 団

地や工場用地に転用 された。それに伴い、兼業農家が増加 し、農作業 の機械
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化 が進行 した。 マスメデ ィアか ら流 され る都市的 ライ フス タイルの宣伝に乗

り、耐久 消費 財 の普及度合はむ しろ都市 よ りも早か った と言われてい る。 こ

れは村 コ ミュニティの特徴で もあ る 「隣が買 った ら うち も買 う」式の生活信

条に よる もので ある。 これ らの結果 、農 業生産 を基礎 とす る村 コミュニテ ィ

の中の人 間関 係 も、かな り都市的要 素 をお び る方 向 に再 編成 され る よ うに

な った。

③ 都市 の中の ムラ社 会

都市 とは本 来、 自由の規範 と混沌 が支配す る社会である。 ムラ社会 との対

比 でいえば、生産 と秩序に対 し、消費 と反秩序 のイ メージが濃い。 ムラ社会

の定住性 に対 して、移動、放浪が 日常的であ り、非 日常的空間を どこかに包

容 してい る。 しか し、都市の中には数多 くの大 きな ムラ社会が存在す る。

一つ のわか りやす い例が企業な どの会社社 会であ る。農業社会か ら工業社

会 に変わ って、生産 方式の違いはあ るが、 ムラ社会の規範 と秩序が支配的で

ある。即 ち、土地 とい う生業基盤の共通性 に対 して、企業 があ り、地縁性 の

基盤に対 して、会社 社会に依存す る社縁性 の基 盤があ る。共 同性の 目的につ

いても、農村 社会では生存のための必須条 件であ るように、多 くのサ ラ リー

マ ンに とって、企業 の発展=自 分の生存 のための必要条件 である。 さらに、

会社社会 は利 潤の追 求 と競走に よってのみ存続 す るがゆえに、農村社 会 よ り

は るかに管理 された社会 とな ってお り、そ こに働 くサ ラ リーマンの人間疎外

の問題が発生 して きた。ただ、 ムラ社会 の伝統 を発揮 して、多 くの企業は、

社員を運命共 同体の一員 として とらえ、その支払 う給 料に よって衣食住を保

障す るだけ でな く、 さまざまな福利厚 生等の制 度を持 っている。 ムラ社 会に

古 くか ら存在 す る祭 りに相当す るもの も当然あ る。忘年会や運動会な どの行

事、入社式、 会社創 立記念 日な どの儀式 がそれであ る。

都市 の中の ムラ社 会の も うひ とつの例は、 ニュータウンな どの新興住宅地

で しば しば見 られ る。他人社会 といえ ども、団地での ゴ ミの出 し方な ど最低

限 のル ールづ くりは当然で あるが、やや もす ると団地を一つのムラだ と考え

る人 々が現わ れ る。高度成長時代以前は、収入を得 るために働 くことが生活

の大半 を占めて いた人 々に、多少のゆ と りや働 きす ぎの反省が出てきた。そ
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うでな くて も、ニ ュータ ウンの周辺の豊か な緑は、ふ るさとの ことを偲 ばせ

るのに十分な環境であ る。団地の共同体 ルールを決め るための 自治会 が、 当

初 の 目的か らはみ出 して いろい ろな行事を始めた りす る。 そ うい うこ とに参

加 しない と村八 分に され る コミュニテ ィはムラ社 会であろ う。

④ 都市社 会の成熟

高度経 済成長 以降、大都市には富 が集中 して きた。東京 は、 日本で最 も自

由な規範 を もった都市 であ る。確か に、政治 とビジネスの場は立派な ムラ社

会が形成 され ているが、江戸 時代以来 の商人文化 、職人文化を受け継 ぐ下町

は、近年成熟 した都市 として人気が高 い。 また新宿、渋谷な ど主要 ター ミナ

ルを中心 に発展 した商業地 区は、 自由とカオスの世界を人 々に提供 してい る。

ムラ社会 の疲れ をいやす ために毎 日多 くのサ ラ リーマンが この都市に流れ こ

んでゆ く。

「産業社会 の農地」 ともいえる工場は、東京か らどん どん流出 し、東京 に

は企画、 開発、管理な どの情報の収集加工 、生産、消費部門が集 ま った。 こ

れ らの多 くの部門は、外部社会 との交流が多 く、会社内の村 コ ミュニテ ィも

変質せ ざるを得な くな っている。

また、住宅地にお いて も、比較的早 くか ら都市化が進み、ター ミナルに便

利 な地域、人の移動が激 しい地域等ではグループ、 カルチ ャーセ ンターでの

グループなど、強制 され ない コ ミュニケー ションが盛んである。

この ように、東京の ような大都市 で は、生 活の さま ざまな局 面 にお い て

「顔見知 り社会」が崩壊 し、人 々の コ ミュニケーシ ョン形態 は大 きく変容 し

てきてい る。

一方、地方において も、成熟す る東京 の情報を常にキ ャッチ し、東京を擬

似体験す る若者や、東京 でも何年間か の生活 を終 え てUタ ー ンす る人 々に

よってv地 域社 会に さまざまな価値 観や、 ライフスタイルが混在す る ことに

なった。

⑤ 他人社 会の コ ミュニケーシ ョンギ ャ ップ.

都市においては もちろん、地方において も多様な価 値観 を持 ち、異 なる生

産形態、消費形態を持つ人 々が混在 す る地域 においては、長老 たち と若者 と
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い った世代間 ギ ャップ、Uタ ー ン組 とそ うでな い者 、農業従事者 とサ ラ リー

マ ン、昔 か らの住民 とあ とか ら引越 して きた住 民 な ど、 それ ぞれ の 間の コ

ミュニケー シ ョンギ ャップがク ローズ ア ップされて きてい る。

(2)イ ベ ン トは新 ・旧人類の共有可能空間

① 祭 りか らイベ ン トヘ

ムラ社会 では、実 りへ の感謝、労働 からの解放 の喜びの儀式 としての祭 り

が、次第に地域社 会の きずなのための儀式へ と変質 してい った。 この祭 りは、

工業社会にな って も、会社の慰安旅行や忘年会 な どの行事 として コピーされ

た。工業社会か ら消費社 会、情 報社会 の要素 が強 くな って きた現在、祭 りは

イベ ン トに とって代わ られ よ うとしている。

イベ ン トは多 くの祭 りと同 じよ うに、地域性 、参 加性、継続性、非 日常性

な どの性 格を有す る。 しか し、祭 りがす こぶ る規範 と秩序 を大切 に して取 り

行われ るのに対 して、イベ ン トはその企画性 自体 をイヘ ン トに内包 してお り、

それゆえ創造的 であ りうる。祭 りのある種の ものに おいて は、参加す る人の

エネルギーを激 しく発散 させ、一見無秩序に見 える ことが あるが、常に しっ

か りした規範 の中 で取 り行われ る儀式であ る。

わが国におけ る最初 の大規模 イベ ン トと しては、昭和45年 に開催 された大

阪の万 国博 が有名 であるが、その他、 ゴル フや テニスな ど商業資本に よるス

ポー ツイベ ン トも花盛 りである。 イベ ン トは方法論 が一定 してい ない。古 く

は、新宿西 口広 場 の集会や公害反対運動のたあの市民 グル ープに よるイベ ン

トが注 目され たが、昭和50年 代 の東京におけ るイベ ン トは、都市 の成熟に比

例 して増加 し、 シ リアスな問題意識 よりも軽薄短小 に代表 され る新 しい感 覚

のイベ ン トが次か ら次に発せ られ る ようにな った。東京が消費社会を遊ぶ よ

うになった。 東京の いた る所 がイベ ン ト空 間 をす べ て実 感 で きな くな った

人 々のた めに、イベ ン ト情報誌 が何冊 も発行 されて いる。東京 では今や誰で

もが、 イベ ン トの企画者 にな りうる し、イベ ン トの参加者 にな りうる。昨今

パフ ォーマ ンス とい う言葉 が流行 しているが、 これ は身体 を メデ ィアとして

自己表現す るあそび の ことであ る。今 まで見 る側に いた人 が 自ら演 じる側に

一48一



な るのである。 スタジオに素人が入 り、その言動が映像作 品 として全国に放

映 され る。夜 のイベ ン ト空間で もあ る酒場は、そ こは都市 コ ミェニテ ィの典

型的な場所 であるが、 カラオケで人に迷惑をかけない程度 に陶酔 して歌 うの

もパ フォーマ ンスで ある。

② 新人類 の登場

新人類 とい うのは マス コ ミ用語 であ るが、そ もそも従来 の概念 で取 り扱 い

に くい世代が現われた時に使わ れ る普通名詞の ような ものである。それ ほ ど、

現代 の大人た ちは若者を とらえるのに苦労 している。実 は彼 らを生み 出 した

歴史的、社会的条件を選択 したのは 自分達 である。法政大学 の中野収に よる

と、新人類の ことばの裏 側には りつ いている心情 は、次 の特徴が ある。第一

に、 自己対象化 ・演技化 の用法 が多 い。第二 に、規範的な意味をず ら した り

新 しく追加 した りす る。 第三に、意味 の多義化 が状況に応 じて与え られ る。

同 じく中野収に よれ ば、新人類 の特徴 は次 のとお り。いつ まで も若 くあ りた

い とい うモ ラ トリア ム。私的な空間 を偏愛す る孤立主義。 自閉的 自愛 と自虐。

自己相対化、演劇論 的人 間観。 日常項末主義。他者の眼を注視す ることに よ

る自己確認。既成 の倫理 と美意識を相対化 して楽 しむスキ ャンダ リズ ム。 自

己には甘 く他 者には厳 しいエゴイズ ム。欲望に忠実な欲望 自然 主義。 もの よ

り記号、人 間 よ りメデ ィア、機 能 よ りフ ァッシ ョン、深層 の クラサ よ り表層

のアカルサ、理性 よ り感性を好 む。

こうなると、 もはや共 同体を論理 で作 り出す ことなどで きないのではない

か と思えて くる。 旧人類な どに比べ格段 に豊かな時代に育 ってきた彼 らは、

マスメデ ィアを通 じた情報のはん らんな中で、 自我 の処理 しうる以上 の情報

量 を早 くか ら与え られ続けて、正直 な所、「ち ょっと待 って くれ」とい う感 じ

だ ろ う。情報 の消化不良が転 じて情報 の ウイン ドサーフィンの プ ロに な った

とい う風に も見 える。

③ 体感的 コミュニケーシ ョン

今、時代は 「あんたが主役」 の時代 である。参加型イベ ン トな どと固苦 し
や

い こ とを 言 わ な くて も、 面 白け れ ば漬 るだ け の こ とで、 こ とさ ら フ ィー リン

グが 大 事 だ 。 特 に 身 体 で コ ミュニ ケ ー シ ョンす る パ フ ォー マ ンスは 理 屈 では
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ない。企画者 が加工 しす ぎ るよ りも、 ナマの方が良い。オ リジナ リテ ィが重

要 な要素 であ る。参 加者 が身体 で情 報発信で き、 エネルギー発散で きるイベ

ン トが楽 しい。

ムラ社会に も新 しい コンセプ トを受 け容 れ るだ け の 自由 さが欲 しい。U

ター ン組 の若者 が勝手 に始 めたイベ ン トに、 ムラの長 老たちは意外 と寛容 で

ある。東京で イベ ン ト空 間を体 感 した若者たちが、 自分の地域に オ リジナル

なイベ ン トを企 画 して も、誰 も文句 を言わない時代にな った といえる。

以下 では、 日本 におけ るイベ ン トブームの事例を と りあげ るこ とにす る。

2.地 域で行なわれ てい るイベ ン ト

(1)日 光

栃 木県 日光市 は国際的な観光名勝地 であるが、冬期は極端に観光客 が減 る。

日光観光協会はその打開策 と しと1985年2月 、r氷 の祭典』 と称 す るイ ベ ン ト

を企画 し、予想以上の成果を収 めた。 その成果 を踏 まえて次年度以降、行政 が

予 算を拡大 してイベ ン トを定着 させ た。は じめは地元住民の誰 もが厳 冬期の中

禅 寺湖に観光客 を集め ることは不可能 だ と思 っていたが、 いざ実行 してみ ると、

作 業を通 じて"造 る楽 しさ""の め り込 み""一 体感"等 を経験す ることとな

り新 しい 自信を抱 くよ うになった。地 域社 会が全 く試み に よって新 しい価値観

を手にす ることとな ったのであ る。

これは、冬の 日光 とい う厳寒 のマイ ナス要素を逆 に生 かす形 で成功を収めた

例 である。

地域社会には古来か らの風 習、 しきた りが あって、それ らが地域活性化 のさ

またげ となって はいないだろ うか。活性化を計 り、人 々が本当に住み よい所 と

思 うような仕か けが必 要 とす る時代に な った。

地域 に合 った イベ ン トの効果が期待 され る所 以で ある。

(2)神 戸

神 戸 市 は 、 ポ ー トピ ア、 ユ ニ バ ー シ ア ドな ど数 々の イ ベ ン トを 成 功 させ た イ
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ベ ン ト先進 都市であ る。市行政が主体 とな ってイベ ン トを成功 させ、市 民 も積

極的に取 り組 も うとす る土壌がある。神戸市 には、イベ ン ト業務 を経験 す るこ

とに よって、一人前の職員にな るとい う体質 があ る。イベ ン トは一般 日常業務

と異な る様 々な体験 を積む ことになるので広 い能 力が要求 され る。又神 戸市民

に対 して も直接ふれ る機会が多 くな り職員の意識 の向上に もつ ながる効果 もあ

る。地域活性 化 と同時に人材の育成 と活性化 とい う目的 も達せ られ る。従 って

イベ ン ト終 了後は記録を作成 し、定着化、継続化 を助成 している。

ここで神戸 で行われてい るイベ ン トの実例 を紹介 しておこ う。

神戸 は 日本 のデ ィキシーラン ドジ ャス発祥 の地 といわれ ている。その神戸の

繁華街北野町 で、ユ ニークな ジャズフェステ ィバル が80年 か ら毎年 開催 されて

いる。 ジャズの ライ ブハ ウスや高級 クラブ、外国人 クラブな ど8店 で2日 間に

わた り繰 り広げ られ る。

共通 の ワ,ッペ ン(2日 間で5,000円)を 付けて いれば、どの店に も自由に出入

り出来 る。

世界中か ら一 流の プ レーヤーを招いて、 日本人 のジ ャズメ ンたち と競演す る。

プ ロに混ざ って アマチ ュアも活躍 できる。毎年2日 間で2,500人 くらい の ジ ャ

ズファンが集 う。演奏者 とフ ァンが一体 となって、街全体 でジ ャズを楽 しむ。

他の フェステ ィバルでは見 られない光景 となっている。(主 催 は㊥ 神 戸市 民文

化振興財団)。

(3)帯 広 …… 草の根 イベ ン ト

一方、帯広 では豊かな 自然環境を生か したユニー クなイベ ン トが企画 され た。

神戸市の例 とは逆 に、個人 レベルの発想か ら生まれ た夢や構想 を仲間の輪 を広

げなが ら実現 してい こ うと してい る。

帯広 では川 下 りを 自分で行動す ることに よって 自然 の中での 自分の力を試す

ことがで き、 日常生活では味わえない感激を共有す るのであ る。困難を克服 し、

仲間 と仲間 との連帯感を深めてい く。地域の 自然 を生か し、 しか も個人 レベル

か らの発想がユ ニークである。ただ ここで問題 となるのは活動資金 をど うす る

か、共鳴す る仲間を どの程度集め られ るかであ る。地域 の特 色を生か したテ一
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マを選び、特にマ イナーな ものに光を当て、情熱を持 って計画を押 し進 めてい

く継続性 も要求 され る。

(4)東 京の下 町のイベ ン ト

人 口1,100万 人 の東京。今 もっ ともエキサイテ ィングな都市 で あ ろ う。 日本

各地か ら様 々な人達が流入 してもいる。国際都市東京 が注 目され外国人の数 も

この ところ急速 に増大 しつづけ ている。

法務省が まとめた 「在留外 国人統計」に よると、 日本 に在留す る外国人の総

計は、1984年 の調 査では約84万 人である。(但 し短 期旅 行者や 米 軍人 及 びそ の

家族は除 く)

国別にみ ると、韓国籍 が68万7千 人(約82%)を 占め、次に中国i籍が6万8

千人、ついで アメ リカの2万8千 人 となってい る。

東京には約14万5千 人 もの外 国人が住んでい る。 国籍 も131ヶ 国にのぼる。

地方の時 代 といわれ てい るが、地方か ら東京に流 入 して くる人達 もあい変 ら

ずであ る。

彼 らたち と、古 くか らの東京在住者、つま り、江戸か らの伝統 を受けつ いで

い る地域 の人 々 との間には多少 の意識 のズ レがあるのは認 め ざるを得 ない。む

しろそ うした様 々な人 々が住みた い街 としての東京 の包容 力の大 きさが魅力 と

な って、更 に東京 は拡 大 しつづけ、人 口流入の度 も加速度 を増す ことになる。

古 くか らの山の手、下町 とい う区分に対 して最近 は水際 が見直 され、 山の手 、

川 の手、海 の手 とい う区分け も一部ではな されてい る。東京 の新 しいイ メー ジ

を定着 させ るた めにそれぞれ の地域で様 々なイベ ン トが仕組 まれ ている。

た とえば 、ここに紹介 す る 「下町 タ,イムス」(編 集長、今泉清氏)は 隅 田川流

域の下町活性化 のために いろいろな仕かけを しつづ けてい る。それ ら一 連の活

動 に対 して 昭和61年 度 のNTT全 国タウン誌 フェステ ィバルに於 いて グランフ。

リ 「タウン誌大賞 」が授与 され た。 この 「下町 タイ ムス」 は編集長 自ら企画 し

た行 動計画 を中心に、そ の行動 を軸に紙面が作 られ る記事に動 きがあ り、面 白

'い とい う評価 を得 て いる
。 東京 その ものが時代の大 きな うね りの中に刻 々と変

貌を迫 られ てい るが、下町 も、移 りゆ く時代 の波に少なか らず影響を受けてい
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る。 そ こで 「下町 タイ ムス」 では下町 の持つ良 さを一つ一 と発掘 し、演 出者 と

な って次々 とイベ ン トを しかけ てい く。

下 町の資産 と して、手仕事、芸能、食、伝統 と歴史、町並 み(ど ん どん失な

われつつ ある)そ して、人情 といった ものを保存 し発展 させ る とともに湾岸部

に見 られ る急激な変化 に も注 目し、市民的立場か ら積極 的に働 きかけてい る。

ここではそのなかか ら一部を紹介 してお こう。

① イベ ン ト 「隅田川 水上体験 大学」

隅田川をテーマに屋形船 を浮かべ て水上か ら下町の ことを勉強 しよ うとい

う企画である。春の夜桜 を観 る会 には80名 も乗れ る屋形船 が出た。2時 間ほ

どの予定 で隅 田川を上下 し、浜離宮近 くでは船 を止め、灯 も消 して新 内(し

んない)を じっ くり聴 くとい う趣 向も盛 りこまれてい る。新 内とい うのは物

語 りであるか ら本当は非常に長いのだが、 さわ りの部分 を しんみ りと聴かせ

て くれ る。江戸情緒 を実際に体験 す るとい うことはなかなか難 しいが、 こ う

い う形で誰で も気軽 に参加で きるとい う企画は面 白い。

② イベ ン ト 「江戸 の女職人展」(西 武錦糸町店)

伝統の江戸 の職人 の芸を紹介 しよ うとい う試みであるが、特に現役 の女職

人にマ トを絞 った企 画が多 くの反響 を呼んだ。

日頃働 いている仕事場 をそ っく り会場に移 して実際に働 く姿 を見 て もらお

うとい う試み である。 イベ ン ト終了後は懇談会 の ようなか たちで、ゆ るやか

な交流 の場を作 り、新 しい時代、女 の時代 のアーチス トと して女職人の今後

の活躍 を探 ったので ある。参加 した女職人たちの亭 主たちが 「髪結 いの亭主

が しみ じみ語 る会」(略 称 ・ひ もの会)と い う会を結成 しよ うとい う動 き も

生れた。 ここで女職 人の内容をみ ると次のものがあげ られ る。

宝船熊手 足袋仕 立

陶 芸 べ っ甲

押絵羽子板 市松人形着付 け

組みひ も 和裁仕立

ラシャ切 り鋏 藤工芸

和紙人形 象牙細工
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木 彫

江戸指物

桐木 目込み

江戸風鈴

人形生地

印章彫刻

珊瑚細工

摘みかんざし

刺 しゅう

手打ち銅器

手植えブラシ

和 竿

江戸切子

③ 「芸能 フ ェステ ィバル」

昭和61年11月 に開館 した 「深川江戸資料館」 の オープン記念 として下町 タ

イ ムス主催 の次 の ような芸能 フ ェス ティバルが行なわれた。

江戸の水芸

江戸前の噺(は なし)

住吉踊 り

新内

落語

演歌

舞い

江戸祭ばや し

里神楽

たいこもち芸

投げ銭

外人に よる邦楽演奏会

海外か ら来 日したグルーフ.による音 と踊 り

④ 「義士祭 りと吉 良祭」

墨 田区本所松坂町 公園は吉 良上野介 の屋敷 があ った所 で、今は記念の小 公

園にな ってい る。毎年12月13・14日 の両 日に赤穂 義士47士 の討 ち入 り日にち

なんで、義士 祭 と吉良祭、元禄市 がそれ ぞれ行 なわれ る。元禄市では食品、

衣料、 くつ、ハ ン ドバ ッグな ど下町 の産業 を支え る物 品の市 がたつ。 また元

禄そば 、お汁 粉、な どの店、元禄太 鼓奉納 、謡 曲 「松坂」 の奉納、仮装行列

が行 なわれ る。 この仮装行列は本所 松坂町か ら泉岳寺 まで歩 く。

義士祭 と吉 良祭は元来別 々に行なわれて いた のであるが、下町 タイ ムスが

間に立 って調整 して合 同で祭 りを行 な うようにな った とい うことであ る。別

名 「仲良 し祭」 ともいわれ る。 以上紹介 して きた よ うに、下町の活性化を計

るために下町 タイ ムスでは様 々なイベ ン トを仕かけてい る。下町を訪れ る人

た ちに対 して、下町の職人、住 人が親切に対応す るよ うに とい う配慮 もな さ
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れてい る。 これから、大川端再 開発計画、東京湾岸開発 、海外 との交 流な ど

い ろいろな課題 を抱 えてい る。下町 タイムスの視点はあ くまで市民 レベルか

らの発想であ るといえ る。

(5)自 己革新 のためのイベ ン ト

人び とは新 しい生活様式 を求め ば じめている。つ ま り、 自分が主体性 を持 っ

て情報生活 を したいと思 いは じめたのである。それは、単 なる物 の充足だけで

はあ きたらず、 自分を囲むすべて の生活領域を充実、拡大 し、かつ質的に も高

めたいと考え、 自分たち の生活様式を再編成 しよ うとしてい るので ある。

自分 の持つ あらゆ る資源(つ ま り、時 間、空間、収入等)を 最 も有効 に活用

す る方法を求めば じめてい るともいえる。 こ うしたなかで人び とは 自らのアイ

デンティテ ィを求めてイベ ン トを企画す る。.イベ ン トの方法論 は確立 されてい

る訳ではない。従 って 自由な発想 で 自由な形式でやれば よいのである。 いわば

手づ くりのイベ ン トであ る。

イベ ン トは人 々が寄 り集 い、様 々な情報が飛 び交 う場である。異業種、異業

態間をつ な ぐ場 で もある。 イベ ン トの企画次第では従来 と全 く違 った角度か ら

のネ ッ トワ三 クを組織す る こともまた可能 となる。

今後、社会機構は ます ます個性化、多様化 が進む ものと考 えられる。思い も

かけな い新 しい仕かけが、 いつ どこか ら飛 びだ して くるか分 らない時代になっ

てきた。

世代間を超越 したイベ ン トもあ ろ うし、同世代間の連帯の場 ど してのイベ ン

トもあろ う。

生れた時 か ら多 くの情 報に接 している新 しい世代 にとって、イベ ン トも一種

のパフ ォーマ ンス として とらえ、 自分 の感性 に合 うか合わないかが重要 な判断

基準 となる。従 って 自分 が心か ら共鳴 できると分か った時は 自ら参加す ること

に何 ら抵抗 を感 じない。

心理学者、A・H・ マズm－ は人間 の欲求を 「生存→安全 →帰属→権勢→ 自

己実現」の5段 階 に分け 、経済社会が発展す るこ とにつれ、欲求 は矢 印の方 向

に高度化す ることを指摘 した。 日本 も、今後 の高齢化社 会、女性 の社会進出、
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健康、文化、教養 な ど自己実 現型 の余暇活動が一段 と強 まってい くもの と予想

で きる。

自己実現の一つ の表 現 としてのイベ ン ト企画 も当然考 えられ る。 これか らの

ポス トレス社会 が余暇活動 に大 きな影響 を与 える ことで あろ う。企業 内で社会

的な地位を獲得す る ことが難 しい時代に生 きる大半 のサ ラ リーマ ンに とって、

自分 の存在 を コ ミュニテ ィ活動や文化活動 、ネ ッ トワー クに よる同好の士の通

信等 に よって発 揮 しよ うとす る傾 向が強ま るであろ う。

⑥ イベ ン トの分 類

イベ ン トの分 類を ここで試 みる と次 の ようにな る。

① エ ンターテイメ ン ト性 …… 祭 り、観光

② 文 化 ・創造性 …… 博 覧会

③ 健康 ・快 適性 …… マ ラソン大会

④ 交 流 ・ふれ あい性 …… 年 中行 事、伝統

いずれに して もイベ ン トの 目的は非 日常性 に主眼が おかれ、常な らぬ興奮状

況を作 り出す こ とにあ る。 日常生活の制約 された 「ワク」や 「カラ」を破 り、

精神の 自由を取 り戻す ことに よって面 白さを体感す る。地域 を越 えた人的交 流

や情報の流通が 又新 しい交流を生みだ してい く。 そ こか ら新 しい物 の見方、考

え方が導 き出され、新 しい価値観形成につなが ってい く。

(注)こ こで事業世一蓄積性、公明惟一私的性の2つ の軸によってイベントを整理すると次のよ

うになる。(図参照)
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事業性

私
的

性

皿

C型

イベ ン ト

皿

草の根型

イベ ン ト

1

神 戸 型

イベ ン ト

伝統行事型

イ ベ ン ト

公

明

性

蓄積性

図 イベ ン トの分類

公的性←→私的性 とは次の ことを さす。 イベン トにおけ る活 動主 体 の分 類 で

あ る。公的主体 とは国や 行政 レベルの主催 を意味する。私的 主体 とは個 人 の発

想か ら出発 してい るものであ る。

また事業性←→蓄積性 とは次の ことを さす。事業性 とは、 そ の イベ ン トの進

め方 と 目的に、事業手な色彩が濃 いものをい う。蓄積性 とは、継続 的に行われ る

イベ ン トを意味 し、地域社会 に根 を張 った活動 としてその ノ ウハ ウが蓄 積 され

てい く。 図に よって整理 され たイベ ン トは次の ような もので ある。

① 第1象 限 神 戸型 イベ ン ト

公的 な主体者が地 域 の振興や アイデンティテ ィづ く りのために主催す る も

ので、企業的な事業 発想を取 り入れてい る。

② 第2象 限JC型 イベ ン ト

ー過性が強い
。つ ま り、 ある目的 とチ ャンスがたまた ま与 えられ てご く一

般市民の立場 か らイベ ン トに関わ るとい うケースである。

③ 第3象 限 ・・ 草 の根 イベ ン ト
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個人 の発想 か ら出発 したイベ ン トで仲 間作 りを しながら広が ってい くとい

うケース。次 第に提 唱者 のボ ランテ ィア精神 に負 うところ大 とな る。初期 の

段 階では手 さぐ りの状態 が続 くであろ うが、仲 間を募 ることに よつて実現性

を増 して い ぐ。結果 として思 ってもみなか った効果 と影響が認め られ るとい

う場合 もでて きる。 それ らの運動がやが て定着 し、継続 させてい く過程 で地

域住民の意識 が連帯性 を帯 びて くるのである。

④ 第4象 限 一 伝統行事イベント

古 くか ら地 域 に伝 わ る伝 統 行 事 や 祭 りで あ る。伝 統 第事 は 古 くか らあ るの

だ が 若 い人 達 も参 加 で きる コ ミュニ ケー シ ョンの場 と して見 直 され て きて い

る。 つ ま りイ ベ ン トを通 して 、 現代 の人 間 関 係 を あ た た め よ うとす る 目的 も

あ る。 当然 の こ とな が ら地 域 住 民 の意 識 の変 化 に よ りイ ベ ン トの 内容 も少 し

つ つ 変 化 して い くだ ろ う。

(注)一 日光、神戸、帯広の頃については㈱ ドウタンクダイナックス代表竹川征次氏イン

タビューをもとに作成 した。

又、プロジェクト 「全労済イベン ト・プロモーション研究」一 より積極的な全労

済づ くりのための県労済活性化にむけて 一 の資料も参考にさせて頂いた。ここであ

わせて、謝意を表する次第です。

3.企 業にみ るイベ ン ト戦 略

(1)は じめに

現代の イベ ン トブー ムの仕 掛人は、その大 多数 が企業 に よるものと言 える。

無論、 日本古 来の"祭"や 、数年前 か ら現 われた"草 の根"的 イベ ン トな ど

は企業が行 な うもの と比較 にな らない。

特に、"草 の根"的 イベ ン トは、個 人的、あ るいは同 じ趣味 な ど持つ人達が

地域 を超 えて行 な うな ど、その スタイルは多様 化 して どん どん行 なわれ るもの

と思われ る。

しか しなが ら、イベ ン トの規模 ・集容力 ・話題性な どか らみてやは り企業の

イベ ン トがマス メデ ィアとの連動に よ り日本だけで な く世界中を も巻 き込 んで

大 きな ものに成 ってい るとい っていいだ ろ う。 企業 に於 け るイベ ン トが一 部

"冠 大会"な どと批判 された り
、その是非は色 々 と論議 されてい る。 ここでは
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企業 としてのイベ ン トが どの様 な ものか、また今後 どの様に そのスタイルが変

化 してい くかを い くつか の事例 を見なが ら探 ってみた い。

(2)イ ベン ト戦略の 目的

それでは まず始めに、企業か ら見たイベ ン ト戦略の 目的を まとめ ると次の3

つになる。(但 し、 ここでい う企業 とは一企業だけでな く企 業 集 団:例 え ば○

○温泉共同組 合な ども含 まれ る)

① 企業のCI活 動 の一環 と して、企業 の知名度 の高揚 を 目的 とす るもの

② 集容を行 な う事 に よ り直接的 ・間接的に売上利益 を 目的 とす る もの

③ 社 会的利益環元 を 目的 とす るもの

前記①～③ はその主 な 目的を挙げたが、無論 どれか1つ でな く複数に よる相

剰効果 を 目的 と している。 企業 に於け るイベ ン トは巾が広 く、 また歴史 の古い

もの も数多 くある。例 えば、都市対抗野球 もまたそれに参 加す るチ ーム も企業

'
チ ームな どで ある。

同様 にバ レーボール、 バスケ ッ トボール 、 マ ラソ ンを始 め、 アマチ ュア ス

ポ「 ツのほ とん どが企業 に よるイベン トの一種 といえ る。 毎年、春 と夏 に熱 き

闘い と様 々な ドラマを作 る甲子園球場の高校野球 も全国高校 野球 連盟 と其新聞

社 の主催す るイベ ン トで ある。高校野球 は、言 うまで もな く日本 国中の人気を

さら う。甲子園を 目差す若者はひたす ら練習にはげ む。 甲子 園に一旦出場 した

ならばチ ームは野球部員のみな らず、学校の全生徒 、親、兄弟、そ して高校 の

所在す る市 ・町 ・村 を挙げ ての応 援 となる。その集約 が甲子園 とい うイベ ン ト

会場で、 日常 はあま り付 き合 いのない人や、見知 らぬ人同志 が一つの 目的のた

めに一 つの輪 にな るとい って よい。

まさに新 たな コ ミュニテ ィであ る。 しか しなが ら、ここで重要な事が2つ あ

る。一 つは、始 めに高校野球をイベ ン トと して考 えた人が、現在 の様な ビ ッグ

イベ ン トにな る事を どれだけ想定 していたかである。多分、純粋に 「高校生の

野球大会」 として企 画 しただけで、 ここか ら新 たな コ ミュニテ ィが生 じる事 な

ど思い もよらなか っただろ う。ま さにイベ ン トの素晴 ら しさは ここにあ る。 あ

る部分 的な仕掛 に よ り、 自然発生 的に様 々な ドラマ、様 々な コ ミュニテ ィが生
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じるのであ る。

二つ 目は、イ ベ ン トに よる派生効果 である。 高校 野球が其新聞社の企 画、主

催で ある事か らわ か る様 に、 まさに新 聞記事 の創出で あ り、逆に記事を作 るた

めに、高校 野球 を企画 した と言え る。

ところが企画 した新 聞社以上に利益 を出 してい る企業があ る。それは、甲子

園駅を持つ鉄道会社 で あ り、 甲子園周辺の様 々な"お 店"で ある。高校 野球 の

開催期間中だけ で も甲子園及びそ の周辺には数億 ・数十億 とい うお金が転 り込

む のである。 甲子園 と高校野球 とい う組み合 せ と仕掛に より、 ドラマ、 コ ミュ

ニテ ィ、 ニ ュース、利益、 そ して人 々の"ふ れ あい"と 、様 々な効果を生み出

すのである。

高校野球 だけ でな く、 アマチ ュアスポーツの イベ ン トは各種 スポーツ選手の

育成 のみ な らず 、 オ リンピックと言 う国際舞台へ と継がれ、我 々と国民の期待

をにな うのであ る。 この様 に企業 に よる社会的利益環元 は行 なわれ てい る。 ま

た、鉄鋼不況 の さ中、新 日鉄釜石 バ レーボール チームの存続 は、新 日鉄社員の

みな らず釜石市 民の希望 の星であ り、 まさに"灯"で ある。

フジサ ンケイ グル ープが主催す る 「国 際 ス ポー ツ フ ェア」 は 、更に 他 の ス

ポー ツイベ ン トと一味違 った、単 に観 る、応援す るだけ のイベ ン トから一歩前

進 し、 自分 も自ら参加 し、共にス ポー ツを楽 しみ また、有名 選手 と一緒に ゲー

ムを した り、 コーチを受 けた りと言 う具合 にイベ ン トと してのス タイル が変化

してい る。 現代 の流行語 に"パ フォーマ ンス"と 言 う言葉が有 るが、"国 際 ス

ポーツフェア"は ま さに、参加す る人 々がパフ ォーマ ンスす る舞台であ り、主

役が選手でな く"自 分"に あると言え る。そ して、 この事を通 じて 自らのアイ

デンテaテ ィー(パ ーソナル アイ デンティテ ィーPI)を 高 めてい るのであろ

う。以下では最近 の注 目され るイベン トについてみて おこ う。

(3)地 方 のイベ ン ト

集客 と利益 を 目的 とた イベ ン トの代表 と して"札 幌 の雪祭 り"が 挙げ られ る。

市民 のアイデ ィアで生 まれた雪 祭 りは、 今 ではす っか り国民 的 イベ ン トに

成 っている。 札幌市か ら自衛隊に至 るまで北海道 中が協力を行ない、北海道 の

一60一



「

振興 に大 き く寄 与 して いる。 この種 のイベ ン トは、 さなが ら地方版"博 覧会"

と言 えるものであるが 、そ の理 由の一つは国鉄の"デ ィスカバ ージャパ ン"と

言 うキ ャンペー ン以来、地方 でのそれぞれの伝統 ・文化 ・風習な ど改めて見直

す機運が人 々の間に強 くなってきた事があげ られ る。現代の情報社 会の進展 に

より、様 々な高度技術 が 日常化 され、人 々のまわ りは"ハ イテ ク"だ らけであ

るといえる。一方、人間その ものは、ハイテ クノ ロジーが進 歩すれ ばす る程 、

その反作用 として、 よ り"ハ イ タ ッチ"な ものを求め る。"ハ イテ ク"と"ハ

イ タ ッチ"に よるアンバ ランスなバ ランス状態で ある。 この様 な視点か らも、

人々が古 き良き時代を求め る作用 が働 くのであろ う。

更に、 ここ数年各地方都市 が"市 制百周年"を 迎 えるな どにあた り、その記

念行事 として開催す るケースがふ える事な どあい まって、各地でのイベ ン トは

次 の通 り数多 く、開催 が予定 されて いるが、そのほ とんどが観光に結 び付 くも

のである。(表 参照)

表 主な博覧会

【
今

年

主

な

覧

会

】

名 称 開催地 期 間

天王寺博覧会 大阪市 87年3月 以降
岡崎市制70周 年記念博覧会 … 葵博'87 愛知県岡崎市 3/21～5/17

未来の東北博覧会 宮城県内 7月 ～89年7月
ぐん ま風の子フ ェステ ィバル 前橋市 10月

全国都市緑化 フ ェア 埼玉県大宮市 10月 ～11月

あ きた ス ノ ー ピァ 秋田県田沢湖 88年2月
食 と緑 の博覧会 … フー ドピア'88 石川県金沢市 2月

瀬戸大橋架橋記念博覧会 倉敷 ・坂 出市 3月 ～8月

な ら ・シル ク ロー ド博 奈良県内 春～秋
88長 崎国際博覧会 長崎市 7/17～10/16
ヘ ル ス ポ'88 島取県米子市 7/20～11/3
函館 トンネル開通記念青森博覧会 青森市 7月 ～10月

ぎふ中部未来博覧会 岐阜県内 7月 ～9月
88食 と緑の博覧会 宇都宮市 秋
青函博覧会 北海道函館市 未定
さいたま博覧会 埼玉県内 未定
アジア太平洋博覧会 福岡市 89年3/17～9/13
全国菓子大博覧会 松江市 春
横浜 ・丘 と海の まつ り 横浜市 春～秋
オランダ交流博覧会 長崎 ・平戸市 未定
国際花と緑の博覧会 大阪市 90年4月

資料 夕刊フジ
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(4)ス ポーツイベ ン ト

企業 のCIと 知名度 の高揚を 目的た代表的な イベ ン トが冠大会 である。

ゴル フ、 テニス、 アメ リカンフ ッ トボールな ど、 プ ロ的スポーツはほ とん ど

がスポ ンサーイベ ン トである。昨今、国 内の大会 のみな らず、アメ'リカや ヨー

ロ ッパ各地 で行 なわれ る大会に もスポンサー として参画 してい る事か ら、一部

では、 日本 の経済 力にモノを言わせて いる として、国 内のみな らず海外 か らも

批判 を受 けてい るが、スポーツフ ァンに とっては、 まことに有難 いイベ ン トで

あるか も知れ ない。 普通 な ら見れ ない一流選手 、一流 チームの試 合を 目の前で

見 る事が出来 るか らであ る。 しか しなが ら、会場 で も、 テ レビで も、同 じマー

ク、同 じ商品が何回 も出て来 るこの種 のイベ ン ト(イ や大会)も 、そろそ ろ飽

きられ て来て いるのではないか と思わ れ る。来 日す る選手 も、 日本での観光が

半分 目的 な様子 である。 もっと選手 と観客が一体にな る様 な部分を取 り入れた

りして、色 々 と改善す る時期に来てい ると思われ る。

(5)夢 工場

今年 、東京 と大阪で開催 され る新 しいスタイルのイベ ン トとして、フジサ ン

ケイ グループ と関西 テ レビが主催す る コ ミュニ ケー シ ョン カーニバ ル"夢 工

場'87"が ある。イマジニア集団(イ メージをエ ンジニア リングす る)と 言 う言

葉の ごと くハイ テクを夢でな く現実 の事 として体験 させ て くれ る。 筑波 で開か

れた科学万博 が観 る万博 ・企業 の宣伝 的な万博 とす るな らば 、"夢 工 場'87"

は、 自ら体験す る万博 と言え る。 情報 社会 とかハイテ クとか一般庶民では、想

像 も付かない様 な世界を体験 させて くれそ うであ る。無論、 この企画には各 コ

ンピュータ関連企業が スポンサーとな り、 自社の技術を示す場所 とも成 るが、

果 して どの位、近未来 の夢 として コ ミュニケー トさせて くれ るのか 、そ して体

験 させ て くれ るのか楽 しみ である。

(6)ま とめ

この様 に、企業に於 け るイベ ン トは今後増 々、その 目的、ス タイルが変化 し

て来てい る。そ して、仕掛 と してのイベ ン トは、決 して全てが仕掛 で終 った ら
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本 当 の コ ミュ ニテ ィは何 も生 じな い。 仕 掛 の 部 分 は 、 ほ ん の一 部 で 、 そ こか ら

様 々な コ ミ ュニ テ ィが生 じ、 それ ら全 て が善 循 環 す る様 な イ ベ ン トこそ本 来 の

イ ベ ン トで あ り、そ の結 果 企 業 に 利 益 を もた らす もの と言 え る。

(注)善 循環とは、情報を上手に利用することによりベターな循環構造をつ くりだすことをさして

いる。

2.2ハ イスクール情報発信 クラブ

(1)キ ャロッ トトーキングとパ ンプキ ンヒヤ リング

マーケテ ィング会社 として著名 な株式会社 ドゥタ ンク ・ダイナ ックスが、昨年

の秋か らサ ービスを開始 した 「ハイスクール情報発信 クラブ」が確実に拡 が りを

みせてい る。

この新 しい試 みは、電話 を用 いた高校 生 向けの ニューサービスであるが、その

主 体はあ くまで高校生た ち自身にあ る。

高校生 たちが、 ドゥタンクに ある 「ハイス クール情報発信 クラブ」に電話をか

け る。 ラジオのDJの よ うなかわいい女 の子の声 が元 気 よく聞 こえて くる。

「は一い、 こちらはハイス クール情報 発信 クラブ ・キ ャロッ トトーキング。 は

じめに会員番号 と名前を言 ってね。」

高校生た ちは、留守番電 話に話 しかけ る ように、 自分の事、学校の事、恋人 の

事、楽 しい事、悲 しい事 、その他 なんで も自由に受話器に向か って しゃべ るので

あ る。

制限時間は一回2分 間。一種 の留守番電話で ある。

高校 生たちは相手 のいない電話 に向か って 自分 自身を表現す る。

ところでい ったい どんな事 が語 られて いるのか。 日経新聞の記事に よれば、そ

れは例 えば次 の ようなものである。(日 経62年2月9日)

「夕 やけニ ャンニ ャンな んか見ないで スポー ツ しろ よ」

「小 さい ころか ら自分の職業を きめてがんば ってい る人 もいるのに、 自分が不

安 です」

「高校 なん てつ まらない トコだ」

「うちの学校は不良にな るか らバイ トは禁止」
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そ こで しゃべ られた事柄 は、その まま何 の加工 もされ ることな く、そのままの

肉声 として、録音 され、蓄え られて、次 の 日、そ のままの形で流 され る。 この録

音 され た声 を聞 くための回線は、別の電話番号 になってお り、それ は 「パ ンプキ

ンヒヤ リング」 と命名 されてい る。

高校 生たちの生の声を聞 くだけな らぽ 、パ ンプキ ンヒヤ リングに電話 をかけれ

ばいい。筆者 も、過 ぎ去 りし高校 生時代 をなつか しみつつ幾 度かア クセスを して

みた。

2分 間の持 ち時間を もて あま して しまい朴訥 に 自己紹介 している男の子 、恋人

との悩み ごとを綿 々と語 る女子校生、 おい しいお店や お買い得のバーゲ ン情報 を

流す子、DJよ ろ しく2分 間 をBGMと ともにバ ッチ リ決めて くる子 、男女デ ュ

エ ッ トで吹 き込ん で くる子 な ど、様 々であるが、一人 ひ と りの性格や 関心 事や そ

の他諸 々の高校生 の心理が、 まさに手 に取 る ように肉声 と共に伝わ って くるので

ある。

高校生たちは確実に このメデ ィアを使 い こな している といっていい。

(2)自 分だけの メデ ィア

ー"新 人類"た ちのパ ー ソナル メデ ィアー

このハイス クール情報発信 クラブは、 日経新 聞等 で も勿論記事に されてい るが、

NHKの 「YOU」 で紹介 されてか らはア クセス回数 が非常に増えた とい う。 し

か しサ ー ビス供 給側(ド ゥタ ンク)と しては、マス コ ミな どで騒がれて、大 きな

メデ ィアとな って しま うことに関 してはかな り危機感 を抱 いていた。

rYOU」 か らの取材 も、 このサー ビスを よく利用 している高校生 自らがrY

OU」 に売 り込んだ事に よって実現 した もので、 ドゥタ ンクは必ず しもそれを歓

迎は しなか ったの である。

クラブの紹介は、基本的 には、 ロコ ミに よって行われ る。 また ドゥタンクでは

rRADIO』 とい う名前 の小雑 誌を毎月発行 してお り、それ は クラブ員 に郵送

され る とともに表参道や原宿竹下 通 りな どで配 られ る。rRAD工0』 には 毎 日

パ ンプキ ンヒヤ リング上 で流 されては消 えてい って しま う高校 生たちの肉声 のい

くつか が抜粋 され て活字化 されてい る。『RAD工O』 のなか には ハイ ス クール
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情報発信 クラブへの入会 申 し込み書が折 り込 まれてお り、それ を通 して もクラブ

に入れ ることにな って いる。

しか し別に会費が あるわけではな し、先 日も、いま表参道か らrRADIO』

をみ て電話を して いる、 とい うメ ッセー ジがはい っていた。

このシステムのプランニングに関 しては、面 白いエ ピソー ドがある。 ドゥタン

クの竹川征次社長は まだ お若 いが、 しか し高校生のお子 さんがおられて もおか し

くない年齢で ある。 このシステムの プランニング担当チ ームには、20代 の まだ入

社 間 もない社員た ちが 当たったそ うだが、設計に当た っては彼 ら若手担当者チ ー

ムと社長 との間には ことご とく意見の対立 があった とい う。

例 えば、次の よ うな こ とで ある。

まだ サー ビスを開始 して間 もない頃、 クラブへの入会者をそれ な りに増やそ う

と考 えて、社長は既会員へ送 るrRADIO』 のなかにハイス クール情報発信 ク

ラブへ の入会 申 し込み書 を何故か同封す ることを提案 した。す でにクラブ員 とし

て この情報発信 ク ラブの面 白さ、楽 しさを知 ってい る高校 生はすす んで友人達を

この クラブに勧誘 して くれ るだろ うと目論 だので ある。

しか し若手 スタ ッフ達 は これ にこぞ って反対 した。

クラブに入 っている高校生 たちは、 まだ誰 も知 らない メデ ィアに 自分が入 って

い る、そ してそれ を"自 分だけのメデ ィア"と して使 ってい る。その"自 分だけ

の"と い う点 が重要 なのだ。 そ こに会員大募集的入会 申 し込み書を送 りつけ るこ

とは、現会員 さえ も失 って しま う事に もな りかね ない、 とい うわけである。

竹川社長 はそれ 以来 、 自分の意見 を言 うことは言 うが、最終決定は若手 ス タッ

フに任せる ことに した とい う。『RADIO』 の編集 に関 して も社長 は 基本 的 に

何 も口出 しは しない。

高校生には高校 生な りの心理がある。新人類な どといわれ る彼 らの感性 や ビヘ

イ ビヤーが、率直なかた ちで表現 され ているのが、 この 「ハイ スクール情 報発信

クラブ」なのであ る。

③ 新 しい メデ ィアに託 され ているもの

一 「ハイ スクール情報発信 ク ラブ」 の特徴一
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なぜ高校生た ちは、 こうした メデ ィアに惹かれるのか。

まず この 「ハイ スクール情報発信 クラブ」 が もってい る特徴 を整理 しておこ う。

① 高校生であ るとい うだけ で基本的に誰で もが参加 で きる、オープ ンなメデ ィ

アであ る。

② 使い方 がいた って簡単。電話 さえあればいつで も気軽に利用 できる。

③ 費用 が少 な くてすむ。 東京23区 内であれば キ ャロッ トトーキ ングの2分 間に

吹 き込む費用は10円 であ る。パ ンプキ ンヒヤ リングは 自動的に6分 で切れ るよ

うになっているが、 こち らも23区 内な らば一回20円 の アクセス料で ある。

④ システムの提供側 は、rRADIO』 を出 した りは してい るが、電話 メデ ィア

(キ ャロッ トトーキ ングとパ ンクキ ンヒヤ リング)に 関 しては、何の手 も加 え

ていない。 したが って参 加者 たちは 自分達が 自らこの メデ ィアを創 り出 してい

るのだ、 とい う感覚(自 分 メデ ィア感覚)を もつ ことがで きる。

音声 メデ ィア(肉 声)と 文字 メデ ィア(デ ィスプ レイ上 での文字)と い う違 い

はあるものの、 この ハイス クール情報発信 クラブもパ ソコン通 信 も、 ともに一人

ひ と りが 自らの情 報を 自由に発信 で きるとい う点(上 記 の4に あた る)に おいて

共通す るものがあ るといえ る。

勿論、上の ように整理 してみ ると、高校生に とって の電話 メデ ィアの手軽 さが

よ くわか る。 パ ソコン通 信は高校生に経 済的負担を強 いる とい う点 において、や

は り 「ハイス クール情報 発信 クラブ」 とは異 なるで あろ う。

しか しなが らアスキ ーネ ッ トな どパ ソコン通信上にみ られ る高校生 たちの情報

発信の仕方 は、 この 「ハイ スクール情報発信 クラブ」 での情報発信 の仕方 にかな

り似てい る点 があ るよ うに思われ る。

そ こでは、,な に しろ何 を書 き込んで も何を言 って も基本的 にOKな ので ある。

おそ ら≦それ は、メデ ィアの性質は異なるとはいえ、「ミニ コ ミ」誌 の感覚に も

近 い ものなのではなかろ うか。

高校 生たちのお小遣 いの額 な ど現実的な問題 を考慮すれ ば、当然電話 メデ ィア

とパ ソコンメデ ィア とは同列 に論 じられないが、 しか し、ハイス クール情報発信

クラブに して もまたパ ソ コン通信 に して も、 ともに近 頃登場 し、そ して若 い層に

受け入れ られ て きた メデ ィアである。"新 人類"な どとも呼ばれ る若者達 が、 こ
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うした電話 に よる新 しい メデ ィアを使い こな し、またパ ソコンに よる通信 に も惹

かれてい る、その背景にあ るものは何であろ うか。

新 しい メデ ィアには、旧来の メデ ィアが有 していなか った ものがあると思われ

る。 そ こで、 と くに④ の"自 分 メデ ィア感覚"と い う点を さらに考察 しよ う。
、

(4)旧 来 メデ ィアでは味わ えない"生 の感 覚"

一 「さめつつのる」若者達 の本 当のメデ ィアは一

この 「ハイス クール情報発信 クラブ」 とい う場を通 じては、様 々な"縁"が つ

くりだ されている。

一人の女子高校生 がキ ャロッ トトーキ ングに電話 し
、 自分の進路 につ いての悩

みや また友人 との交友関係の もつれな どをそ こに打 ち明けた。誰 で もいいか ら、

とにか く誰か に聞 いて もらえればいい。 あ るいはただ しゃべれ る場 があればい い。

そ うした気持 ちが彼女をキ ャ ロッ トトーキ ングに 向かわせたので あろ う。

しか しここに思い もかけ ない ことが起 きた。彼女の打ち明けた悩みや不安に対

して、見知 らぬ仲間か らの反応 がキ ャロッ トトーキ ング上 に声の メ ッセ ージとし

て返 ってきたのであ る。私 の悩み を真剣 に受け止めてそれ に真面 目に反応 を返 し

てきて くれた人がい る。そ こでは、今 までには得 られなか った彼 女に とっての新

しい"縁"=コ ミュニ ュケーシ ョンが成立 した といえる。

こ うした、新 しい、人 と人 との関係は、例えばテ レビを通 してでは絶対 に起 こ

り得 ない ことである。 また 「ミニ コミ」 誌 とい った活字 メデ ィアでは、次の 日に

反応 が返 って くるとい った即座 の コ ミュニケー シ ョンは期待 で きない。唯 一 似

通 った ことが起 こ りうるのはパ ソコンに よる通信を通 してだけで あろ う。

ところで少 しテ レビとい うメデ ィアにつ いて考えてお こう。 カラーテ レビの普

及率がほぼ100%に なった のが、昭和40年 代の半ば、それ はち ょうど今 の高 校生

たちが生 まれた頃 である。つ ま り彼 らは生 まれた時 か らカラーテ レビに囲まれ て

いた ことにな る。

父親が高校生 の息子に 白黒 テ レビを買 って きたら、息子が 目を回 して驚 き、 こ

のテ レビは最新型か、 と尋ねた とい う笑 い話があるほ どであ る。

彼 らは カラーテ レビの ある生活を当然の事の ように受け入れ て、それを空気 の
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ように さえ思 い、育 って来た。

それ は逆 を返 せば、彼 ら高校 生たちの世 代はテ レビそれ 自体 には何の魅 力 も感

じていない とい うことで もあ る。

ビデオの普及 が物語 ってい るように、 もはや テ レビは一方的 に情報を受け取 る

だけ の物 ではな くな ってい る。

この2、3年 のマス コ ミ界 のひ とつ の大 きな流 れ としての、「舞台裏ブ ーム」と

で も呼べ る一連 の現象があ る。今まで裏方 的なポ ジシ ョニ ングであった コ ピーラ

イ ターな どの広 告制作 者が異常な位 に もてはや され、 「オ レたち ひ ょうきん族」 .

な どではプ ロデ ューサ ーや カメラマ ンが前面に露 出 した りした。 また コマ ーシ ャ

ル製作 の裏話 等を掲載 した雑誌がい くつか創刊 され定着 した。 さらには業界物語

がマ ンガにな った りとい った具合いに、今 まではあ ま り話題に もされなか った、

いやば舞台裏の事柄が、 どん どん明 らかに されて来た。いわば 「舞台裏 ・種 明か

しブーム」 とで もいった現象が起 きて きた。 この現象な どは、テ レビメデ ィアの

変 質を明快に語 っている といえ よう。

昭和40年 代生 まれ の若者達に とって、 テ レビは もは や 、ち ょっ と気 の きいた

"お もち ゃ"く らいのもので しかない
6彼 らはただ情報が垂れ流 し的 に送 られ て

くるだけの テ レビにはも う飽 き飽 き して しまい、そ の裏側 もち ょっと見 てみ たい

と思 ったので あろ う。今 では彼 らは、視聴率 の数字 が どの ように番組 の内容 に影

響を与え、 また どのCFは どこの広告代理店 の誰 が コピーを担当 したかまで解 っ

てい,るので ある。

萩本欽一 こと"欽 ちゃん';は 、その番組 のなかで視聴者か らの手紙 を よ く読 ん

でいたが、 あれは欽 ちゃんが視聴者に 「おち ょ くられて」 いたのだ、 とい う話 も

ある。 どん な内容 の手紙 が好 んで読 まれ るか を裏 読 み した子供 連 が、 軽 く書 き

殴 った ものが果 して番組 で取 り上げ られ るわけで、書いた本人は 自分の手紙がテ

レビで読 まれ たか らとい って特 に何 の感情 を抱 くわけで もな し、 ま してや喜び も

しな い とい うわ けである。

テ レビは もはや 権威 のあ るもので もなければ、 また一部 のマス コ ミ特権階級だ

け が出演 で き、 どの よ うに番組 がつ くられ るのか素人には読み取れな いブ ラック

ボ ックスで もな くな ったのであ る。裏 まで読め る ようにな って しまった若者達 は、
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そ の意味において非常に 「さめて」 いるのであ る。 しか しそれ はまた、無感 動 と

い うことに もつなが る。 どの ように世 の中が動 いてい るのか、 よく見えて しま っ

て いるがために、そ うした社 会の動 きには積極的 に係わ りを持 ちた くない思い、

で きればただ座 して果報 を待 ちたい、そ うした心性 が若者達 の間に根強 く巣食 っ

てい るよ うに も思え るのである。

何の手ごたえ も感 じられない、裏が見えて しまったテ レビ番組に少 し新味 を入

れ ようとしたのが 「女子 大生 ブーム」 や 「おに ゃん こクラブ」な どの素人参画番

組 であろ う。"と な りのお姉 さん"が ス ターにな ってい く過程 は、 自分に もその

可能性 があるのだ と思 うとそれな りにエキサイ ティングではあ る。 しか し、 こ う

した しくみ も しょせんは マス コミに よって仕 組 まれ た もの。 まあ適 当に 「の っ

て」 は しゃいでみせ るか、 とい った ところが若 者達 の本 音であろ うか。

本 当の意味での エキサ イ トを若者達 の多 くは、おそ らく感 じてはいないのであ

る。

ある雑誌が作 った言葉に 「さめつつ、の る」 とい うのがあるが、 まさに 「さめ

て いる」若 者達は、世の中の様 々な仕組み を理解 した上 で、 だ けれ どもそれに

「のっか って、 まあ楽 し くやろ うよ」 といった感覚 を もっているのか もしれ ない。

再び 「ハイス クール情 報発信 クラブ」の話に戻 るが、 このメデ ィアが高校生 と

い う若い世代 に受け入れ られた背景は、 テ レビな どで は得 られ ない、 あ る種 の

"生 の"感 覚が この メデ
ィアを通 して得 られたか らではないだ ろ うか。それは、

マ スコ ミュニケーシ ョンとい う仕組みか らは、永遠 に得 られな い事柄なのである。

この 「ハイス クール情報 発信 クラブ」 のなかでは、一対一 ・個対個の、あ くまで

もパ ーソナルな、その当事者間だけの"生 の"情 報 がかわ され るので ある。 そこ

に高校生たちは魅 かれてい るのではないだろ うか。

(5)情 報過多に よる"孤 衆"化 現象

一既存 の"縁"の 崩壊一

しか しなが ら、高校生 た ちがそ の生 活時 間の大 半 を費 やす 学校 に おい ては、

「ハイ スクール情 報発信 クラブ」 で醸 し出 され て いる よ うな"生 の"コ ミュニ

ケーシ ョンは成 立 していないのだろ うか。
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ドゥタンクの竹川社長は次 の ような例 を挙げて高校 生たちの趣味 ・嗜好 の多様

化 とそ こか ら生 じる表面 のみ の コ ミュニケーシ ョンの現状 を語 っている。

高校生のA子 とB子 は共 に、 さだまさ しが好 きで よ く二 人で一緒 に コンサー ト

に行 っていたが、そ の内にA子 の方 が、 さだ まさ しよ りも他 の歌手 にひかれ る よ

うにな って しまった。A子 にいわせれば、 さだ まさしは卒業 した とい うこ とに な

るので あるが、 これはB子 との関係 とい う意味においては、あま りいいこ とでは

ない。

情報が無際限に まわ りに 氾濫 している と、人 々は移 り気 に もな りやす い し、 ま

たそ うした状況のなか で選 ばれた選択肢 は、 まわ りにい る友人たち とは合わ な く

なって しま うことの方 が多 いのは当然 である。

それゆ え高校生 たちは、 自分の趣 味の事で さえまわ りの友人 との話題 には しな

くな っている ことの方 が多 くな っている とい うのであ る。

かつ て、高校 の年 頃の者 が抱 く関心 の領域は それほ ど広 い ものではなか った し、

またそ のアイテム類 もそ う多い ものではなか った。 また同 じ領域 のなかで も、例

えばバ イクに興味 がある といえば ツーカ ーで話 が通 じ、ず っと昔 か らの友 人の よ

うに話 が合 った ものである。 しか し現在 では、 バイクに関心を持 っている者同士

であっても、その嗜好 は必ず しも一致す るとは限 らない。 あ る者はギ ンギ ンに飛

ばす レーサ ータイ プを好 むか も しれない し、またある者は 自然のなかに分け入 っ

て行 くような オフ ロー ドタイ プが好 きか もしれ ない。両者は ときには互いに嫌 悪

感 に近 い感情 さえ抱 いてい ることさえあ るのである。

以上 の ような意味 では、学校を通 しての"縁"は 、彼 ら高校生たちに とって、

必ず しも充た され た コ ミュニケーシ ョンを保証 して くれてい るのではない ことが

理解 で きる。

情報 が過多 にな って しまった ことに よって、高校生たち も 「個」化 して しまっ

たのである。そ して、それ は同時に 「孤」化(孤 立化)で もあ った。 「個衆」化な

らぬ 「孤衆」化現 象が、若者達 の間に蔓延 してい るといえる。

ここに も既存 の"縁"で はな く新 しい"縁"が 求め られ ている土壌 を見 て取 る

ことが出来 る。

日経 の 「ハイス クール情報発信 クラブ」 につ いての記事 は この辺 の状況 を次の
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よ うに表現 してい る。

「(見も知 らな い仲間か ら突然に反応が入 って くると)ど の 子 も驚 き と感激 で

いっぱ いにな る。 ここに は、 自分や他人を傷つけ まいと して彼 らが とる表面的な

ネアカ ・コミュニケーシ ョンとは別の世界 があ り、本音のや りと りが出来 る場が

成立す ることにな った.」(日 本経済新 聞62年2月9日)

(6)「 デ ータコ ミュニテ ィ」の将来

一新 しい"縁"を 求めて一

「ハイス クール情報 発信 クラブ」 は、以上述べ て きた ような既存の"縁"の 崩

壊を背景 として登 場 した、新 たなる"縁"で ある。 これ はパ ソコン通信な どと共

に 「デ ータコ ミュニテ ィ」 と呼べ るもののひ とつ であろ う。

将来にわた り、 こうした 「データ コミュニ、テ ィ」は どうな ってい くのであろ う

か。

結論か らいえば、今後 ともこうした新 たな る"縁"は 拡 大 し、様 々な ヴ ァ リ

エー シ ョンを生 んでい くことになるであろ う。

「ハイスクール情報発信 クラブ」の よ うな個 々の事例に関 しては栄枯盛衰 もあ

るであろ うが、少 な くと も今 までにはなか った新 しい"緑"の 創出は これか らも

増加 してい くに違 いな い。そ こでは多 くの場合、パ ソコンや電話 とい った通信系

の道具が活躍の場 を今 よ りも得 ることになろ う。 「デ ータコ ミュニテ ィ」社 会 が

一歩一歩近付 きつつあ るともいえ るのである
。

だがそ こに問題点がないわけではない。

「ハイス クール情報発信 クラブ」 に見 られた よ うな電話一本だけ のつなが り。

いつで もこち ら側 の都合に よって、好 きか ってに"縁"を つ な ぐことも断ち切る

こともで きて しま うようなつなが り。そ うしたある意味 では非常に希薄な危 うい

関係のなかに、 もし、若 者達 が"学 縁"や 地縁や血縁 では充 た され ないコ ミュニ

ケーシ ョンの代償 を求 めてい るのだ とした ら、それ はい ささか悲 しむべ きことで

↓まなし、フう、。

もちろんこの 「ハイス クール情報発信 クラブ」 のなかに優 しさや暖か さを見つ

け、そ こにすば ら しい"縁"を 創 り出 している例は多 い。
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しか し、それは ともすれ ば、表層 的な一時的なつなが りだけで終 って しまわな

い とも限 らない。

新 しい"縁"と して の 「デ ータコ ミュニテ ィ」の役割は、現時点においては次

の ように位置づけ られ よ う。

既存の"縁"(学 縁 な ど)だ けでは充た されない若者達の心理に ある種のバ ラ

ンスを与 える安定装置 であ る、 と。

既存 の"縁"が 孕 んでい る矛盾は、今後 さらに増大 して い くで あろ う。 「い じ

め」現象 な どは そのほんの一角 がマス コ ミの助長に よって表面に現われ ているも

のである と思 うが、若 者達は確実に情報 の洪水 のなか で 「孤衆化=孤 立化」 しつ

つあ る。 それ も、個 人に とって価値 の少 ない、身 に合わな い情報 の氾濫 の中で で

あ る。

外部 との コ ミュニケー シ ョンとい う回路 を意識 的に遮断 せ ざるをえない ことに

よって、彼 らの内へ の孤立化 の傾 向は、今後 ますます高 ま りをみせてい くことで

あろ う。

しか し、そ うした情況 のなかで、彼 らは また、そ うした大勢の動 向とは違 った

何 ものかを模索 し始めて い るのであ る。

情報に よるシ ュ ミレー シ ョンで はな い、"生 の感 覚"、"生 のつ なが り"、

"一対一 ・個対個 のぶつ か りあい"… そ うしたなかか ら生 まれ 出るある種 の

「ぬ くも り」を彼 らは求 めて いるので ある。

そ うした、彼 らの内な る声 に耳 を傾け、 「ぬ くもり」が醸成 され る よ うな"機

会"="場"を 創 り出す こ とが、現時点 においては重要 な課題 なのである。

「ハイス クール情報発信 クラブ」 も、ま さにそ うした 「ぬ くも り」 を醸成 で き

る場のひ とつ であ る、 とい うことがで きるのであ る。

「デ ータコ ミュニテ ィ」 とで も呼べ る新 しい"縁"の 増 大 に よって、既 存 の

"縁"が 大 き く
、構造的 に、変容 して行 くとい う、未来の構図 がみ て とれ る。

2.3

1.

パソコン通信 コ ミュニテ ィ

日本 のパ ソコンネ ッ トワー クの現状

－COARAを 中心 に一
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すでに昨年の 「報告書」 において、わが国に おけ るパ ソコンネ ッ トワークの現

状を述 べた。本報告書では、草の根 レベルにおけ るひ とつ の地域 ネ ッ トワークを

と りあげ、その沿革や参 加意識、 あるいは コ ミュニケーシ ョンの実践 とい うこと

について、検討す ることにす る。

ここで とりあげ るのはCOARAで あ る。

COARAと は任意団体 「大分パ ソコン通信 アマチ ュア研究協会」 の略称で あ

ると同時 に、その運 営す るパ ソコンネ ッ トワークシステムの名称 でもある。CO

ARAを 理解す るには、 まず大分の地理 的位置を頭にいれておかなければな らな

い。パ ソコン通信 な らば距 離な ど関係ない とよ くいわれ るけれ ども、大分は地 理

的には多 くのパ ソコンネ ットが集 中す る東京か ら離れてい る。 このため、通信 費

の関係か ら大規模 な商業 ネ ッ トな どには影響を うけずに、 まった く独 自の路線 を

歩 んできてい るとい うことは もっともよく指摘 され る ところであ る。事実パ ソコ

ン通信 を行 うについては地方 ゆえの様 々な問題をまず克服す ることが必要であ り、

そ ういった ニーズに即 して グループの活動はその内容 を次 々に修正す ることを余

儀 な くされたのであ る。

(1)沿 革

この組織 は1985年 の5月 に会 員約30名 で発足 した グル ープで ある。その メン

バーも当初は地元企業 の若 手経営 者が中心で あった。 また、 この組 織は当時構

築が進め られつつあ った県 レベルでの 「中小企業情報 ネラ トワークシステム」

の活用 とい う、あ る意味 においては非常 に"か たい"目 的を持 っていた。

当時は国の政策 として様 々なネ ッ トワー クの プ ラン、 ニ ュー メデ ィア ・コ

ミュニティ構 想である とか メデ ィア ・ター ミナル構想で あるとか、その他い ろ

いろなものがでて きたのであ る。 ところが1そ うい った情報ネ ッ トワークが大

分にできて もこれをい きな り使 うことは相当に困難が予想 され る。実際 データ

通信 とな るとむず か しい問題 も多いため、互助的に勉強で きるグル ープをつ く

ることをまず意図 したのであ る。

また通信 とい うか らには必ず相手が必要だが、そのほとん どは東京 に集中 し

ていて通信費がかか る。 ど うして も近 くになにか実験用 のホス トが必要 である。
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しか し、 これ が福岡な どに あって も面 白 くない。

それ にバ ックグラウン ドと して、大分県 とい うのは 「一村一 品」 とか テクノ

ポ リス とか平松 知事をは じめ と してアイデ アは豊富に あるけれ ども、 ど うも中

身 のほ うが充実 しない傾 向が ある。いやそれ どころか中身は よその県にすべて

いって しま ってい るではないか、今度 こそは 実践 を と もな った もの を県 内で

や ってみ よ うではないか。

さ らに、デ ータベ ースには いわゆ る 「創業者利潤」が あるか ら、 とにか く先

に始 めてお こ うとい うこ ともあった。大分県は もと もと小藩分立でまとま りが

はなはだ よ くな い土地柄 である。 しか し情報 は先行 した者が利益 も多 いので こ

の際一本 まとま って行 うべ きであろ う。そ して、み んなが参加 しやす い ように、

で きるか ぎ り中立 的な場所 でや るべ きであろ う。

また、ネ ッ トワー クとは どうも儲か らない もの らしい。 しか し、将来 は確実

に必要な ものにな るであろ う。 こうい った ものはいわゆ るイ ンフラなのであろ

うか ら、 これ は公益的な性 格を もつ ところでや るべ きだ。

以上の ような準備段 階での模索 を背景 に 当時 「大分 県 中小企 業情 報 ネ ッ ト

ワーク」の構築 を進 めていた 「大分県地域経済情報 セ ンター」を事務局 として、

またそのデ モ ンス トレーシ ョン用に置 いてあ ったパ ソコンをホス トに、パ ソコ

ンネ ッ トワー クの実験 を開始 したのであ る。 な お 「大分 県地域経 済 情報 セ ン

ター」 とは 県や 市町村、商工団体、金 融機 関な どを会員 として、中小企業に対

す る経済 ・経営 に関す る情報提供 と、中小企 業や地域経 済に関す る研究調査を

併せ持つ第三 セ クターの研究機関であ る。

(2)模 索

と りあえず は雑誌に掲載 されていた ホス ト用 のプ ログラムに独 自に手 を入れ

て改造 した ものを走 らせ、端末側には これ も雑誌 に掲載 された プログラムを配

布 して実験 を開始 した のであるが、最初は とにか くホス トの運営が大変 であ っ

た。 デモ用 のパ ソコンを借用 しているので午後5時 にな ると電源を切 って しま

う。 当然平 日のみ の稼働 であ る。会員 のなか には仕事場 にパ ソコンを持 ってい

るもの も何 人か はいたが、そ うそ う仕 事中につな ぐ訳に も行かず、結局ほ とん
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どの ものが まず アクセスす ることす らで きなかったので ある。

また基本的な問題 と して、地方ゆえ通信機器がほ とん ど手にはいらないので

ある。当時は音 響 カプ ラが主であ ったが、 これを まずパ ソコンシ ョップの店 頭

に置 いて もらわなけれ ぽ会員は絶対 に増 えな いのである。

それで もい くば くか の成 果を積み重ね る うちになんとか理解をえ ることがで

き、実験 開始後3ヶ 月 目に情報 セ ンターがハー ドデ ィス クを購 入 して、待望の

4時 間運転を開始で きた のである。

ところがそ うい った運営上の問題 を克服 してい って も中身 はいっこ うに充実

してこないのである。 当初は とにか くみんなが読んで くれ るであろ うと思 うも

のを入れ てお くわけな のであるが、 どうもこれ が しっ くりこないのである。パ

ソコンを使 うといって もせ いぜい ワー ドプ ロセ ッサ としてであ り、互いに公開

で きる ようない ろいろな情報 を各 自が持 っている訳ではないのである。せまい

町 であるので会員同士が会 うこともよくあ るが、 当時 は 「な にか書 くことな

い?」 とい うのがお互 いの挨拶で、双方苦笑い して立 ち去 るとい う状態 が続 い

ていた。

ほか の ことと同様に この解決 も突然に現れ た。つ ま り 「双方向」 とい うこと

があることを きっかけに はっ きりと認識 で きた のであ る。 当時最年少の会員 に

現役の高校 生がいて 「高校生 シ リーズ」 とい って 日常生活 のできごとや感 じた

ことを次 々と掲載 していた のであ る。30代 の会員が中心で あることもあ り、当

初はただ眺 めるだけ であ ったが、普通に仕事 を していては10代 の人 間の生の声

を聞ける とい うことはそ うあ るものではない とい うこと、 さらに反応が気楽 に

返せる とい うことに気が付 いたのであ る。 あるとき彼の中間テス トの結果が掲

載 されていたのであ るが、それに対 してす ぐに 「COARAな んかにア クセス

せずにち ゃん と勉強 しな さい … 」 とい うレス ポ ンスが返 され て、 「そ う

か!こ うい うふ うに も使 え るのか」 とい うことがはっき りと理解 で きたので あ

る。

そ こでこ ういった雑談 の コーナーが設け られ ることにな った。それ までは コ

ンピュータを使 うとい うことや データベース志 向とい うこともあ り、 内容のみ

な らず文章 も硬 い ものが中心で あったが、 口語調で と りとめのないことを話す
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場が あって も よいのではな いか とい うことで、 ち ょっと街角 の喫茶店でお しゃ

べ りす る ような雰囲気の コーナーを試 みたので ある。

そ こでは身近 な話 を互い にと り交わす ことに よって、普段な ら知 り合 うはず

のない ものが共通 の レベル で話が 出来 る。また個 々の話題はほん とうに小 さな

ことで も、それ らに触 発 されて各 々の思考が喚起 されてい く状況が可能 になっ

たので ある。

(3)発 展

こうして実験 を開始 して半年の間に次第に会員 も増 え、COARA全 体 の雰

囲気 と して の 「ネ アカ ・ハ キハ キ ・マエ ムキ」 をモ ッ トーに、オ ンライ ンに よ

る地域 の コ ミュニケーシ ョンの場 と して機能 してい くことにな った。

平松大分県知 事 も活動の熱心 さに触発 され 入会 して くれ ることにな り、県 の

「地域INS推 進 事業」 と して予算 もつ き、発展期を迎 えることになる。平松

知事 の 「金は 出すが 口は 出さない」 とい う発 言は、 この調査研究の委託先 であ

るSASの 創設 の際に もあった との ことであ るが、COARAに 対 して も同様

であ り、それ に加えて 「とにか く女性 と子供 を増や しな さい、それか ら楽 しく

や りな さい」 とい う要望が示 された。 この発 言に よって企業ベ ースで進 め られ

つつ あった会員 募集 も個人 を主体に し、 内容 も生活志 向に軌道修正す ることに

な った。 もちろん 「地域を よくしよう」 とい う当初か らの 目的に変わ りはない

のであるが、個 人 レベル で も実現 が可能 な ことを リラ ックス してデ ィス カ ッ

シ ョンできる よ うに な った影響 は大 きか った。

そ して女性 会員 の増大 と、年齢層 のひろが りはまた新 たな話題 の広が りを も

た らした。 これ までは こ うい った、年齢 も、職種 も、業種 も全 く異 なる社会集

団は存在 しなか ったのであ る。た とえば一番近 い もので同窓 会 とい うもの もあ

る。 これは個 別 に コ ミュニケーシ ョンが行われ るか、あ るいは年1回 程度の集

会を もつ もので あ り、 日常継続的に存在す る ものではない。 これに対 してCO

ARAに は全 く新 しい コミュニティの萌芽がみ られ るので ある。

また他のネ ッ トワー クでは オ ンライ ンにおけ る匿名性 の ような ことも問題 に

なるのであ るが、COARAで は とにか くせ まい地域で あ り互 いの素性 はす ぐ
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にわ か って しま う。 「自分は こ うい うことを しています。」 とい うのではな く、

「あの人 はああい うこと"も"し てい るのか」 といった出会 いとい うよ りむ し

ろ発見 の要素が ある。 そ して名前 を出 して発言す るとい うことにはおのずか ら

責任 とい うことも出て くる。 お互 いに 自分 自身の個性を賭けて メ ッセー ジを書

いて くるので、そのフ レーム よユーモ アな らユーモ アな りに きちん として くる

ので ある。

こ うい った ことと関連す るのが毎月必ず 開かれ ている例会 である。 ここでは

出席者全員 が必ず発言を求め られ る。 オ ンライ ンでは沈黙 も可能であ るけれ ど

も、例会で は許 されない。 そ うして じかに知 り合 うことに よりオンライ ンで も

メ ッセージ交換 も活発 にな ってい く。 ここに ヒューマ ンな コミュニケーシ ョン

が成立 しうるのである。パ ソコン通 信 とい うとす ぐにその道 具立 ての新奇 さに

注 目され るが、それ以前にそ こには必ず人 間 とい うものが存在す るとい う事実

を決 して忘れ てはな らないのである。

また こういった コ ミュニケーシ ョン活動 を支援す るため、会報を毎月発行 し

た り、会員名簿や アクセス記録 の統計な どを公開 している。 さらに こういった

活動に よる会員の役割 をルーズなが ら規定 してお くこともネ ッ トを活発に して

い る大 きな理 由である。

(4)あ らた なる挑戦

い よい よホス トも ミニコンで稼働す ることにな り、 コ ミュニケーシ ョンを支

援で きるシステ ム造 りが可能 にな りつつ ある。 これは具体的には 日本語 に よる

電子会議 システ ムであ る。 まず使 いやすいオ ンライ ン会議 システムを創 り、 さ

らにそれを標 準化す る ことに よって、異な るホス トにおいて も会議 の参加者が

戸惑 うことな く発言す ることがで きることを 目指 してい る。

それ にCOARAは 当初か ら 「地域 に根 ざす ネ ッ トワー ク」 を 目標 として き

たが、 あちこちか ら注 目を受ける ようにな り全 国か らの参加者 も増えて きつつ

ある。現在では3分 の1が 県外 の会員で ある。 ここでは各地域の人達 が共通 の

基盤で各 々の地域につ いて考 えてい くことがで きるようにな る。 あ るいは これ

は地域に受け入れ られ る メデ ィアとい うものを具体化す る可能性 を示す ことで
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もあ る。 さ らに この会 議 シス テ ムを 海 外 か ら も ア クセ ス で きる よ うに して、 地

域 レベ ルに おけ る 国際 化 とい うこ と も考 え て い く予 定 で あ る。

ま た実 用 化 とい う こ とにつ い て も、 これ ま で は ボ ラ ン テ ィア に よ る 活 動 で

あ っ たが 、 ミニ コ ン稼 働 に よ る経 費 の 増 加 を 補 うた め に も、 実 務 に お け るパ ソ

コ ン通 信 の可 能 性 を試 す こ と も考 慮 してい る。

そ して最 終 的 に は コ ミュ ニ ケ ー シ ョン とデ ー タベ ース の あ り方 と い うもの を

検 討 す る こ とに な るで あ ろ う。 現 在 の ミニ コ ンの シ ステ ムは地 域 全 体 の デ ー タ

ベ ー ス に お け る コ ミュニ ケ ー シ ョ ン部 分 の サ ブ シ ス テ ム と して プ ラ ンされ て い

る一 面 が あ る。 は た して こ うい った コ ミュニ ケ ー シ ョン シス テ ム は デ ー タベ ー

ス を 補 完す る もの な の か 、 あ る い は コ ミュニ ケ ー シ ョンす る こ とが デ ー タベ ー

ス の 構 築 に 直接 つ な が って い くのか 、 それ と も結 局 の と ころ両 者 は ま っ た く別

の もの な の か 。

現 在 の 時 点 で い え る こ とは 、 デ ー タ とは本 来 人 間 が共 有 し活 用 で きる もの で

な くて は な らな い とい うこ とで あ る。 デ ー タを 取 り込 む だ け で は な く、 イ ン

フ ォメ ー シ ョン と して 加 工 し、 イ ンテ リジ ェ ンス と して 発 信 して い く もの で あ

る と い うこ と、 そ して そ れ らが 結 果 と して新 た な デ ー タベ ース とな りう るのか

も しれ な い とい うこ とで あ る。 そ して 、そ うい った知 的 活 動 に パ ー ソナ ル コ ン

ピ ュー タは 必 ず 有 効 な ツ ール とな りうる はず で あ る し、 パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー

タに よ る通 信 も、 新 た な コ ミュニ テ ィの創 造 へ と導 い て くれ る こ とに な ろ う。

(注)COARAと は ⊆omputer-CommunicationofΩitaAmatebuBeseaichAssociation(大

分パソコン通信アマチ ュア研究協会)の 頭文字をとったものである。

2、 アメ リカのパ ソコンネ ットワークの現状

(1)沿 革

最近 パ ソコン通 信は 日本で も急速に注 目を浴びてい る。 パ ソコン通信 の先進

国アメ リカでは、 もともと大型 コンピュータに よるタイ ムシ ェア リング ・ネ ッ

トワ「 ク ・サー ビスの歴 史が長 く、 これ らに使 われ て いた いわ ゆ る 「ダ ム端

末」が、「イ ンテ リジェンス」す なわ ちユーザ ー側 での自由なデ ータ処理機能 を

備 えたパ ソコンに置 き換 え られ る ことで、パ ソコン通信 の普及を促進 した。 ま
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た、初期のパ ソコンの登場の頃か らパ ソコン同士を結 ぶ通信 が行われていたほ

か、デ ータ回線 の利用 がはや くか ら自由化 されていたなど、パ ソコンを結んだ

ネ ッ トワーク普及の基盤は広 くで きあが っていた といって よい。

(2)主 要な分類

アメ リカのパ ソコン ・ネ ッ トワー クは、その 目的、性格、利用者層、生 まれ

た背景な どか ら、次 の5種 類に分類 で きるだろ う。

① オ ンライ ン情報 サー ビス

② ア カデ ミック ・ネ ッ トワー ク

③ 電子会議 サー ビス

④BBS

⑤ 電子ル ームサ ー ビス

もちろん、部分的な重複 もあるが、 中心 となる コンセプ トの違 いは大 きく、

それ ぞれ まった く別個の もの として理解す る ことが重要であろ う。

また、最近で はいわゆ るビデオテ ックス系 のサー ビス陣営 も、パ ソコン通信

の ことを 「アスキービデオテ ックス」 と称 して統合 しよ うとい う動 きもあるが、

こ こでは あ くまで、文字情 報の伝達のみ を用 いるネ ッ トワー クサー ビスを対象

に した。 また、本来のデ ータベースも当然別 と考 えた。

以下 これ らを概観 してい きたい。

(3)オ ン ライ ン情 報 サ ー ビス

主 な ネ ッ トワー ク:TheSource,CompuserveDelphi,Genie,Well,NWI

ア メ リカで パ ソコ ン通信 に よる オ ン ラ イ ン情 報 サ ー ビス と して も っ と も知 ら

れ て い るの は 、TheSourceとCompuserveで あ る。歴 史 が長 く、利 用 者 数 も多

く、 サ ー ビスの 内容 も広 く、か つ 充 実 して い る。 日本 か らも比較 的容 易 に加 入

で き、 料 金 も低 廉 だ っ た こ と な ど か ら 、 日 本 で も よ く知 ら れ 、KDDの

VENUS-P経 由 で利 用 して い る 日本 人 の ユ ーザ ー も多 い。

オ ン ライ ン情 報 サ ー ビス は 、 も と も と大 型 コン ピ ュー タに よるタ イ ム シ ェア

リン グ ・シス テ ムが 、夜 間 は ほ とん ど利 用 され ず 、 設備 が無 駄 に な って い る こ
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とに注 目した ベ ンチ ャー ビジネ ス と して ス ター トした。Sourceが1979年 、

Compuserveが その翌年 にそ れぞれ 本格的なサー ビスを開始 してい る。

基本 とな る考 え方 は、専 門家 向けのデ ータベースと違 って、 ビジネスマンか

ら一般の家庭 までを対象 に、オ ンライ ンで提供 で きる情報な ら何で も提供 しよ

うとい う、いわ ば 「情報 サー ビスのス ーパーマーケ ッ ト」を 目指す もの である。

したが って、次にあげ る3つ の機能 を合わせて提供 しているのが普通 である。

第一が情報提供 のデータベース機能 、第二 が会員 同士の コ ミュニケーシ ョン

機能、第三 がいわ ゆる トランザ クシ ョン機能 とよばれ るオンライ ンのデータ処

理機能であ る。

データベ ース機 能 としては、UPIやAPな どのニ ュースサー ビスをは じめ、

株価や債券 ・商品市況な どを中心 と した ビジネ ス ・金 融情 報 、 さらにOAG

(OfficallAirlineGuide)の よ うな トラベル情報や天気予報な ど、外部 の情報

提供機関 と提携 したサ ービスが行われ ている。Delphiな どでは、 ロ ッキー ド1

社 の、Dialogへ のゲー トウェイ ・サー ビスも提供 してい る。

コ ミュニケーシ ョン機能 として は、一般に電子 メール、電 子掲示板 、電子会

議 の3機 能が代表的な もの とされ ている。ただ し、最近 では、 これ らを個別 に

利用す るだけ でな く、SIG(SpecialInterestGroup)と い う、特定のテ ーマ

を もった グループ利用 が人気 を集 めてい る。 とくにCompuserveで は、SIG

の ことをフ ォー ラム といって積極 的に プロモー トして きてお り、それが現在会

員が30万 人を越 えてナ ンバ ーワンとな った最大 の要 因 とも考 えられ ている。

SIGは 、た とえば、IBMやAPPLE、Tandyな どの特定 のパ ソコ

ンの メーカーや機種 のユーザ ーに よって構成 され るものが、 もっ とも数 が多 く

活動 も活発であ る。 しか し、その他に もカー レース、 ジャーナ リズ ム、 自家用

飛行機、 ヨッ ト、宇宙、 ク リスチ ャン、法律家、医療 な ど、趣 味や 職業的な関

心 を共 にす る人 々に よるSIGも 多数存在 して いる。

電子会議は、 あとに述べ る ようにそれ だけ を専 門にサ ー ビスす るネ ッ トワー

クが存在す るほ ど価値 が認 め られ てい るものだ が、オン ライ ン情報 サー ビスの

1機 能 としても提供 され 、TheSource,NWI,WELLな どではサー ビス全体 の

中で も重要 な 「売 り物」 とな ってい る。一般ユーザーのみな らず、企業 が 自社
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●

ネ ッ トワー クとして電子会議を利用 す る例や、通信教育の手段 として利用 され

るな ど、実務的 な使われ方 も広が りつつ ある。

トラ ンザ クシ ョン機能 としては、ホームシ ョッピングや ホームバ ンキ ングな

どが 代 表 的 だ が 、 オ ン ライ ン ゲ ー ムな どの サ ー ビス に あ る。 前 者 で は

Compuserveの 中のElectronicMallが もっとも有名だが、期待 され ているほ ど

高い利用度 合には到達 していない ようだ。

オ ンライ ン情 報サ ービスは、当初は一般市民 向け のサ ービス として構想 され

たのだが、それ だけでは安定 した経 営基盤 を築 くことが難 しく、ここ数年は特

定 の企業 と契約 を結 び、専用 ネ ッ トワークとして固定的な利用 を求め る方向が

伸 びている。 これ に よって昼間の固定利用 を確保 し、夜 間の一般ユ ーザーに対

す る低料金で のサー ビスを確保で きる、とい う考えである。

各 ネ ッ トワー クとも、 こ うした専用 ネ ッ トワー クの顧客名や利用実態につい

ては企業秘密 と してなかなか公表 しようと しないのだ が、ボル グワーナー、エ

クソンな どの名前が知 られている。 と くに、SOURCEやCOMPUSERVEは 、

自社専用 の回線 を もっていて、 これを提供 しての いわゆ るVANサ ー ビス も

行 っている。

最近登場 した ネ ッ トワー クサービス としては、1984年 にサ ンフランシス コ周

辺 の地域 を主な サー ビス対象 エ リア と して発 足 したWELL(WholeEarth

LectronicLink)、GEが 始めたGENie、 金融 ・保 険企業 グル ープがバ ックのN

WI(NetworkandWorldInformationService)な どがある。

WELLは 地域ネ ッ トワークであ りなが ら、バケ ッ ト網 と接続 してお り、全

米ひいては海 外か らの利用 も可能 で、 シ リコンバ レーを背後に した地理的条件

か ら、ハイテ ク分野の関係者の利用が多 く、 また地 元新 聞 との提携 な ど、 コ

ミュニテ ィを重視 したサ ービス内容に よって利用者を集めている。サ ービスの

主な部分 は情報提供 よ りも電子会議に よる、利用者同士の コ ミュニケーシ ョン

機能 である。

NWIは もと もとテ レックスユ ーザーに対す る情報 サー ビスが母胎 になって

生 まれたネ ッ トワークで、やは り電子会議を積極 的に導入 してユ ーザー間の コ

ミュニケーシ ョンの促進に力を入れ ている。また、 ウォール ス トリー トの内幕
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情 報 な ど、 ビ ジネ ス ・金 融 、 さ らに切 手 の コ レク タ ーに よ るオ ン ライ ン ・オ ー

ク シ ョンな ど も行 わ れ て い る。

(4)ア カデ ミック ・ネ ッ トワー ク

ARPANET,CSNET,USENET,BITNET,HUMANET

パ ソコンが登 場す る以前 か ら、 アメ リカでは広 い国土を通信回線で結んでの

ネ ッ トワー ク、 タイ ムシ ェア リングサ ービスが広 く普及 していた ことは承知 の

通 りであ る。

なか で も、 国防 総 省 が設 置 し、全 米 の主 な 大 学 ・研 究 機 関 が加 入 した

ARPANETは 、当初 の軍事 目的の利 用か ら、広 くアカデ ミックな 目的の ネ ッ ト

ワー クとして も利用 され る ようにな り、学術研究用 のネ ッ トワー クとしての基

盤 を形成 した。

ARPANETは 、そ れで も一定の次元で軍事利用 との整合性 を必要 とし、高速

専用 回線 を使用す るため料金 も高 く、一般の研究者 に とっては制 約 も多 かった。

そ こで、 よ り広範 に利 用 できるアカデ ミック ・ネ ッ トワー クとして構想 された

のが、CSNETで ある。

CSNETは 全米科学財 団(NSF)の 資金で設立 され 、きた るべ きソフ トウェ

アクライシスに対処 す るた めに、情報科学分野の研究者 の資源の共有をめざす

とい う目的 を もつ ものだ った。 そのた め、利用者は コンピュータ分野の専門家 、

研究 者に限定 され る傾 向があ った。

CSNETよ りさらに草 の根的 な ネ ッ トワー ク と して発 展 してい った のが 、

UNIXオ ペ レー テ ィング ・シス テムを使 っているコン ピュータな らどの機 種 で

も接続で きる、USENETと い うネ ヅ トワー クだ った。USENETは 、当初は文

字通 り、UNIXの ユーザ ー同士 の情報交換を 目的 とす るネ ッ トワー クで、 当然

UNIX関 連 の情報 が多か ったが、利用 が広 まるにつれて、趣味や一般 のニ ュー

スな ど、あ らゆ るテーマに コ ミュニケーシ ョンが広 が ってい る。猫 につ いて、

とか、相撲の コーナーな どまであるとい う状況 だ。 現 在 、 ア メ リカを中 心 に

ヨー ロッパ、 日本 な ど、USENETの ユーザーは国際 的なひ ろが りを もち、約

30万 人 の利用者 がい るもの と推定 されて いる。
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USENETがUNIXと い う環境を共有する人 々に よるネ ッ トワー クだ とすれ

ば、BITNETはIBMの ホス トコン ピュータを環境 としてもつ ユーザ ーに よる

ネ ッ トワー クで あ り、やは り学術研究を 目的 とす るもので ある。

USENETはAT&Tが 、BITNETはIBMが それ ぞれ スポンサ ー と して運

営資金の大半を拠出 してい るといわれ るが、人的な意味では ユーザ ー自身 のボ

ランテ ィア活動がネ ッ トワークを支えている。

以上 はいずれ もコンピュータ関係の研究者が中心 のアカデ ミックネ ッ トだが、

ごく最近、人文科学系 の学 者 ・研 究者 のためのネ ットワークサ ービス と して、

HUMANETと い うネ ッ トワー クが設立 された とい うニュース も届 い て い る。

まだ詳細は不明だが、今後 のネ ッ トワーク利用の方 向性 を示 唆す る もの として

興味深 い。

また、 スタンフ ォー ドや カーネギーメ ロンな どの主要 な大学 では、 キ ャンバ

ス 内 に 専 用 の ネ ッ ト ワ ー ク を 設 置 し て お り、ARPANETやCSNET、

USENETな どに も接続 してい るほか、独 自に、人工知能 の研究か ら一般 の文献

検索、学 内電子 メール の交換 までの多彩なサー ビスが受け られ、学生 を含 めて

ネ ッ トワーク利用の基盤 を形成 している。

(5)電 子会議ネ ッ トワーク

EIES,METANET,UNISON,BIX,DCMETA,NewEnglandCommons,

アメ リカのパ ソコンネ ッ トワークの中で ももっとも注 目すべ き位置に あるの

が、 この電子会議専用ネ ッ トワークとい って もよい。

電子会議は、 もともとニク ソン政権 時代に起 きた経済危機(い わゆ るニク ソ

ンシ ョック)の 渦中で、米国連邦 政府 内の危機管理庁 のプ ロジェク トと して構

想 され たことに起源 を もつ。つ ま り、全 米に配置 されてい る連邦 政府 の地域経

済の担 当官同士が、時 々刻 々変 化す る状況の中で、現場を離れ ることな く、複

数の人 間同士で有効 な コ ミュニケーシ ョンを図 る手段が欠落 してい ることに気

が付 き、それに対す る ツール として考 え られたのが、今 日の電子 会議 の原型 で

ある。

このプ ロジェク トの中心 的存在 であった、MurrayTuroffが 、そ の後 ニ ュー
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ジ ャージー工科大学に移 って、 さらに研 究 を重 ね て 開発 した のが 、EIES

(ElectrronicInformationExchangeSystem)と い う電子会議 シス テ ムで あ

る。EIESは いわば アメ リカに おけ る電子会議 システ ムの 「元祖」 ともいえ

るシステ ムで、 そ こか ら現在 もっと も普 及 して い るシ ステ ムを の一 つ で あ る

PARTIが 派 生 したほか、電子会議の利用 ・運営 のあ りかた、システム開発の方

向性 、ネ ッ トワー クの もつ社会的な意義 の解 明な ど、多 くの面 にわた って先駆

的な業績を果 して今 日に至 っている。

EIESな どに触発 され、電子会議 の もつ 可能性 に着 目 した人 々が始 めた

ネ ッ トワー ク ・サー ビスがい くつか あ る。

その一つ、MetaNetは 、FrankBurnsと い う退役陸軍大佐が創設 した 「オ ン

ライ ン ・シ ンクタンク」を名乗 っている。MetaNetは 、企業組織 のあ りかたを

課題にす る専 門家が中心にな って、パ ソコンネ ッ トワークを利用 して、幅の広

いバ ックグ ラウン ドを もつプ ロフ ェ ッシ ョナル同士が コミュニ ケーシ ョンを継

続 し、知的 な創造活動 を行 うとい う、情報社 会を先取 りす るような活動 を行 っ

て いる。

この他、電子 会議中心のネ ッ トワーク と して は、 デ ンバ ー周 辺の 医療情 報

ネ ヅ トワー クか ら発展 したUNISONが ある。UNISONは カジ ュアル な話 題か

ら、専門的 な内容 まで幅の広 い コ ミュニケーシ ョンが、使いやすい システム上

で提供 され 、全 米か らユ ーザ ーが集 まってい る。 とくに、 カナ ダの教 会の牧 師

・に よる集 団的 な利用が あるな ど、電 子会議の もつ コ ミュニケーシ ョン機 能を生

か した利用 が 目立つ。UNISONは 昨年後半、経営者が交代 し、熱心なユ ーザ ー

が新 しいオーナ ーとな って、サ ー ビスの拡大 を図 っている。

また、 コン ピュータな どの技術書や ビジネス分野の出版最大手 と して有名な

マ グロウヒル社 では、 コンピュータ専 門誌Byteの 読者 を対象 と して、BIX

(ByteInfomationExchange)と い うネ ッ トワークサ ービスを開 設 して い る

が、BIXの 基 本 シス テムはCosyと い って カナダのGuelph大 学 で開発 され た

電子会議 システ ムを採 用 してい る。BIXは さすがに コン ピュー タを専 門分 野

の話題が多 く、 また読 者相 互の プログラムの交換 も盛 んだ とい う。

電子会議 の先進的なユ ーザー、ネ ッ トワー ク事業者 な どが集 まって1985年 に
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結成 された組織に、ENA(ElectronicNetworkingAssociation)と い うのが

ある。企業 や大学な どの研究者 な ど幅の広 い人 々が参加 し、パ ソコン通信 の双

方 向性を最大限に生か したオ ンラインの電 子会議が もつ可能性を実践的に追求

して いる。

(6)BBS

アメ リカのパ ソコン通信につ いて語 る ときに忘 れ てな らな いの は、草 の根

ネ ッ トワークといわれ るBBS(BulletingBoardSystem)で あ る。BBSは

シカゴの ク リスチ ャンセ ンとい うパ ソコンユ ーザ ーが開発 した ソフ トが第一号

といわれ、無料 も しくは非常 に低価格の ソフ トとア ッフ.ルな どのパ ソコン1台

をホス トにす るだけで誰で も簡単に始め られ るために、急速 に普及 し、いまで

はそ の数は数千 あるいは1～2万 はあ るとみ られ、利用範囲 もパ ソコンマニア

中心か ら、趣 味や公共的な利用、環境問題 や平和運動などの市 民運動 、 さらに

は麻薬 ・ポル ノな どのいわゆるア ンダーグラウン ド的な用途 まで広 が ってい る。

このBBSが パ ソコン通信のユーザ ーの底辺の拡大に貢献 した役割 は きわ め

て大 きい もの と見 られ る。

(7)電 子 メ ール サ ー ビス

MCI,Telmail,ITT,Dialcom,Western,Union

日本 国 内で は まだ ほ とん ど存 在 して いな い が 、 ア メ リカで は パ ソ コ ン通 信 を

利 用 した 電 子 メ ール サ ー ビス は広 く使 わ れ て い る。 電子 メ ール サ ー ビス は、 通

常 は 加 入 者 相 互 の通 信 に 使 われ 、相 手 もネ ッ トワー クに加 入 して い る こ とが 必

要 と され る。

しか し、 た と え相 手 が 同 じネ ッ トワー クに 加 入 して い な くて も、 最 寄 りの

サ ー ビス拠 点 ま で ネ ッ トワー クで手 紙 を送 信 し、 そ こで紙 に 印 刷 して 、 あ とは

通 常 の宅 配 便 同 様 に配 達 す るサ ー ビス も用 意 され 、 全米 の主 要 都 市 を4時 間 以

内 とか 、 一 晩 で 結 ぶ サ ー ビス が さか ん に利 用 され て いる。

電 子 メ ール 業 界 は激 しい 競合 が続 き、昨年 はFederalExpressの よ うに 、つ い

に 撤 退 を 余 儀 な く され た と ころ も出た 。
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も っと も広 く利用 され て い るの はMCIで 、 そ れ を 追 って 、.GTEの

Telemail、 さらにITTのDialcomな どが有力な位置 にある。

Dialcomは 、企業単位 でのみ利用で き、農務省 な どの連邦政府機関 が主要 な

顧客 といわれて いる。 メール以外に もAPな どの通信サ ービス、 データベース、

さらに コン ピュータ ・プ ログラムの ライブラ リーまで用意 されて いるとい う。

Telmailは サー ビスの種 類 ではITTほ どではないが、や は り基本 的に は企

業単位 での利用 のみ を提供 し、NASAな どの大組織での利用が中心 となって

いる。

電 子 メ ー ル 業 界 の 業 界 団 体 と し て は 、EMA(ElectronicMailing

Association)が あ り、毎年秋に総会 を開催 し、標準化や セキ ュ リテ ィ、プライ

バ シーな どの問題 を討 議 している。業界 としてはまだ発展 の余地 は広 がってい

ると考え、普及の道 を模索 してい るとい う状態だ。 その中で、電子会議 の よう

な、他の形 態の コ ミュニケー シ ョン機能 にも着 目しよ うとい う動 きが出ている。

(8)最 近の傾 向

一 ユ ーザ ーの深化 ・発展 一

アメ リカのパ ソコンネ ッ トワー クの最近 の傾 向として見 られ るのは、利用 の

深化、発展 とい うことが で きる。 と くに、電子会議を利用 して、同一組 織内や

異な る組織 間、あ るいは 国際的な コ ミュニケーシ ョンの手段 と してネ ッ トワー

クを利用 しよ うとい う動 きが強ま りつつある。

アメ リカといえ ども、一 頃 までは、パ ソコンマニアや趣 味の世界 の利用が量

的には大半を 占めて いたのだが、次第に ビジネスの中に入 り込みつつ あるとい

う印象が強い。

また、ELECTRONICCOMNUNICATIONSPRIVACYACTOF1986な る法

案 が86年10月 に上院 を通過 し、大統領 の承認を経 て発効す る ことにな った の も、

ア メ リカのネ ッ トワー ク界 に与 える影響 の大 きさとい う点で は見逃 せない もの

があ る。

この法案 は、いわ ゆ る 「ハ ヅカー」 と呼ばれ るオ ンライ ンネ ッ トワークへの

不法な アクセスを禁 止 し、 またネ ッ トワー クの運営者に対 して、個 人の プライ



バ シーにかかわ る電子 メールな どのメ ッセ ージ内容の守秘義務を定めた もので、

罰 と して、25万 ドル以下の罰金 お よびは禁固2年 以下 とい う内容の ものであ る。

実際の効 力が どの よ うになるかは まだ未知数であ るが、 こうした法案が現実 に

必要になるの も、それ だけほ どネ ッ トワーク利用 が一般化 しつつあ ることを物

語 る もの といえ よ う。
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第3章 デー タコ ミュニテ ィを支え る条件

序章 において、 データコ ミュニテ ィを 「地縁 、血縁を越えて成立す る新 しい コミュ

ニテ ィ」 と定義 した。非常 に漠然 としてい るが、 我 々の社会 が何 か新 しい コ ミュニ

テ ィを求 めて動 き始めている と我 々は認識 し、 この 「新 しい コ ミュニティ」 に 「デ ー

タ コ ミュニテ ィ」 と名前をつ けた訳 である。 よ り豊かな社会 を実現す るため、社 会の

構成 メ ンバ ーた る個人の多様性 を認 め、 このためのインフラス トラクチ ュアを社 会は

求 めて いる と我 々は考 えてい る。個 人の豊か さを、社会ではな く個 人の中に求 め、 こ

れ を支 える社会構造を求めている と考 えて いる。本章では、データコ ミュニテ ィを支

える条件 と して、 コミュニテ ィを構成す るメ ンバ ー、 メンバーが コ ミュニケー シ ョン

す るル ール、デ ータコ ミュニテ ィが形成 された後に残 る課題について論ず る。

1構 成 メンバー

近 年のマ ーケテ ィングに おいて 「大衆か ら分衆へ」 と言われ ている。消費者 の商

品選択が統一的価値感 に基づ く行動(大 衆)か ら、個 々の多様 な価値感 に基づ く行

動(分 衆)へ と変化 してい る事を とらえた もので ある。一方では、 リクル ー トル ッ

クにみ られ る様 に統一価値感 を受け入れ る面 もある。 これ らの事象は単 なる御都合

主義 とは言えないのではな いだ ろ うか。統 一的価値感を評価すべ き時 と個人の多様

な価値感 を重 視すべ き時を区別 してお り、社会 も個 人のこの様な選択を認めてい る

事にな る。

第1章 で と りあげ た高円寺の ア ワ踊 りについて も同様な見方がで きる。従 来の祭

りは、その地域 のた めの ものであ り、祭 りの主体 は地場の人 々に限 られていた。他

者は 「祭 りを見 る」 とい う参加は出来 て も 「祭 りをす る」 とい う参加は出来 なか っ

た。高 円寺 の 「ア ワ踊 り」 では、地元 の人は もち ろんい るが、 この時 期 に だけ 集
ヨソモノ

まって きて参加す る他者が多 く、祭 りのに ぎわい、活気を作 ってい る。祭 りに参 加

す る価値感が一様ではな く、参 加者 がそれ を相互 に認め合ってい る。1・

この様な メ ンバ ー相互の異質性 の認識 が、デー タコ ミュニティの重 要な条 件であ

る。従来の コミュニティは単一 の価値感 で支 え られ ていた。つま り、地縁 コ ミュニ

テ ィは地域社会の振興が、血縁 コ ミュニテ ィは一族 の繁栄が メンバ三相互 を結 びつ
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けて きた。つ ま り、 メンバ ー全員の(場 合に よるが)一 様 な利益 が行動原理 とな り、

従 って メンバ ーには 同質な価値 感が要 求 された。 これに対 し、データ コ ミュニテ ィ

では、 メンバ ー全員 ではな く個 々が利 益を享受す る事が コ ミュニテ ィへ の参加理由

とな る。 コ ミュニテ ィは様 々な 目的のために形成 され、 メンバーは各 自の欲求に合

致 した コ ミュニテ ィを探 し求 め参加す る。 メンバーは他 のメ ンバ ーとコ ミュニケー

シ ョンを行 い、 これに よって 自らの評価 を高めてい く。 コ ミュニケーシ ョンの成果

は個 々の メンバーが享受すべ きものであ り、 コ ミュニテ ィ全体の、いわば世論 が形

成 され るが これ は副産物 として コ ミュニテ ィとしては位置付け るべ きものであ る。

メ ンバーは 目的を果す、又は 目的に合致 しない と判 断すれ ば、別 の コミュニテ ィを

探 してい く。

デー タコ ミュニテ ィの メンバーの共通 点は同 じ目的を持 ち、問題意識 が同 じとい

う事 のみであ る。従 って、 この条件 が満た されれば コ ミュニケーシ ョンは誰 にで も

開か れてい る、つ ま り誰で もが コ ミュニテ ィに参 加で きる事が原則であ る。全人格

の没 入を求め るコ ミュニテ ィではな く、 目的に 必要 な一 断 面 のみ を メ ンバ ーが コ

ミュニテ ィに参 加す る事を求め る。(高 円寺の祭 りの様 に)し か し、 そ の コ ミュニ

ケーシ ョンは メンバ ーの本音 でな くてはな らず 、 ち ゃ らんぽ らん な コ ミュニ ケー

シ ョンは メンバ ーと して きらわ れ る事 になろ う。

メ ンバーの一 断面のみが、 コ ミュニテ ィに提示 され るとい う事 は、別の断面を別

の(又 は同一の)コ ミュニテ ィに提 示で きるとい う事である。つ ま り二重人格を実

践 しコ ミュニ ケーシ ョンをわた りあ る くことがで きるとい うことである。

2.コ ミュニケー シ ョン ・ルール

従 来の コ ミュニテ ィでは メンバ ーの全人格 とその コ ミュニケーシ ョンの内容が一

体 であ った。従 って、両者が不揃いの場合は非難 され る事 となる。 しか し、デ ータ

コ ミュニテ ィでは発信者の人格 と、 コ ミュニケーシ ョン内容(デ ー タ)は 区別 され

る。 人格は もち ろん重要で あるが、受信者 が評価すべ きものは コ ミュニケーシ ョン

内容 だか らで ある。従 って、発信者 の人格 とコ ミュニケー シ ョン内容 が 不揃 い で

あ って も、それ は発信者の問題で あ り、受信 者 は コ ミュニケ ーシ ョン内容(デ ー

タ)の み を取扱 えば良いの である。
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この様 な、発信者 の人格 とコ ミュニケーシ ョン内容 の分離は不 自然 な様 に見 える

が、現実 には現代社会 のマス コ ミにつ いて体験 していると言える。 マス コ ミは様 々

な情 報を一方 向的 に我 々に送 って くる。その発信者 は様 々な人 であるが、我 々には

見えないのが通常 である。従 って発信者の人格 を取 り上げての議論 は実 りがない。

我 々が出来 る事は コ ミュニケーシ ョンされて くる内容 をいかに評価 し自分 に取 り込

むかである。価値 を発信者 ではな く情報に重 きを置 いてい るのである。 もちろん、

発信 者の人格に よ り情報 の信頼度 が異な って くるのは 当然である。 しか し、 その信

頼度 は人格 そのもの よ りは、継続的な コ ミュニケーシ ョン内容へ の評価 に基づ くも

のである。従 って、 同一企業か ら主義主張を異にす る出版物が 出 され て も部 門が異

な っていれば これ を良と している。発信者 ではな く、 コミュニケーシ ョン内容を評

価す る とい うのが、 データ コ ミュニテ ィにおけ る コミュニケーシ ョンル ールであ る。

又 、 コ ミュニケーシ ョンは双方 向で行われ る事が原則である。従 って、相手がい

る事 を、相手の評価基準は 自分 とは異なる事 を認識 して コ ミュニケーシ ョンす る必

要が ある。

以上の事は、現代のわが国社会において必要 とす るばか りではな く、国際化社会

において、 よ り必然 と考え る。地球上の相互依存の高 ま りは、今や国 レベルを越 え、

個人 レベル までに広 が って いる事は、核 問題 ・環境汚染問題のみな らずAIDSの

急速 な展開にみ られ る様 に明 らか とな っている。せ まい地球上の問題に対処 す るた

めに、政府 レベルの コ ミュニケーシ ョンでは限界があ る事を我 々は認識 しは じめた

のではないだろ うか。貿易摩擦問題 で も、政治問題ではな く、文化問題であ ると言

われ てい る。文化 ギ ャップが根本であるならば、その解決には行政、企業 とい う機

関の間の コ ミュニ ケーシ ョンでは不十分 であ り、個人 レベルの意志疎通が必要では

ないだ ろ うか。

文化ギ ャ ップをの り越 えるには、相互 に訪問 し生活を体験す るのが良いが、現代

の旅行 ブームにおいて もそ の効果は限界がある。言葉や文化の ギ ャップは コ ミュニ

ケーシ ョンチ ャンスの 日常化に より対処 してい くのが 良い と考 える。地球規模の問

題は、地域規模の問題 と同様に語 られ、解決方法を見 い出 してい くべ きなのであ る。

もちろん、地球規模は 日本規模 と置 きか えて も通用 す る。同 じ問題意 識 を持 つ

人々がその解決のために コ ミュニケー シ ゴンを行い、 自らの意志 を形成 して行 き、

-93一



ひいては世論 を形成 して い く事 とな る。

3.残 された課題

いずれの世 の中に も弱者 、 と り残 された人 々は存在す る。全 ての人 々が幸福 とい

う事は多様な価 値感 とい うデー タ コミュニティの前提 を否定 しかねない。あ る人に

とっては不幸にみ える事 も、当事者に とっては幸せ とい う事 もあ りうる。 しか し、

データ コ ミュニテ ィにおいて と り残 された人 々、不幸な人 々は何で あろ うか。

そ のひ とつは、個人 のアイデ ンテ ィテ ィの喪失で ある。 デ ータ コ ミュニテ ィにお

いて は、 コ ミュニケー シ ョン内容(デ ータ)が 評価 され、発信者 の人格 とは区別 さ

れ る。一人 の人間 が二重 、三重 の性格 を演ず る事が容易 とな る。 もちろん、 この事

は発 信者 の世界 を よ り開 き可能性 を高 め る事 とな るが、 中 心 で あ る個 ・アイ デ ン

ティティの存在 が前提 とな る。従 って多重 人格 を演 じている うちに、アイデ ンテ ィ

ティを失 って しま う事 もあ り得 る。他の メンバー も多重人格 を演 じてい るので信頼

感がゆ らぎ、混乱 させ られ て しま う場合 もあるであろ う。現 代の情報洪 水 と類似 の

メンバ ーにおけ るアイデ ンテ ィテ ィ洪水が起 きるのだ ろ うか。 この 現象 とな った

人 々は、た よ りにな る何か を求め、 カ リスマ的発信者にむ らが る様にな るのではな

いだ ろ うか。

も うひ とつは、 コ ミュニ ケーシ ョンル ールを身につけ られない人 々で ある。全人

格的 な コ ミュニケー シ ョンのみ を是 とし、デ ータ コ ミュニ テ ィを介 した コ ミュニ

ケーシ ョンを否定す る。 こられ の人 々は、 自分 の意志を伝え るチ ャネル を 自か ら制

限す る。 いわば世捨 人 とな る。社会 と自分を情報的に分離 して しま うのである。

デー タコ ミュニテ ィは、 どんな情報 も消化 で きるスーパ ーマ ンの様 な人 々のみ が

生 きられ る コ ミュニテ ィで あ ってはな らない。 人 々が相互 の創意 を認 めあい共存す

るための コ ミュニテ ィであ り、以上の課 題につ いて真剣 に考 え るべ きであ る。
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終 章 豊 か な コ ミュニ ケ ー シ ョン生活 ・

コ ミュニテ ィ生 活 の創 造

1.生 活の豊か さを求めて

我が国の戦後 の何 もない、食料難、物資不足のみ じめな時代か ら、高度成長 、安

定成長を経て戦後40年 かけた果実 は、豊かな消費財に囲 まれ た生活であ った。 めざ

ま しい経済復 興に よって生産力は回復 し、所得 もア ップする ことで、購 買力 をもっ

た家庭 は3Cに 代表 され る三種 の神器の家庭電 化製品を買い揃えてい った。高度成

長が始ま った35年 頃は、テ レビがあ り電 気冷蔵庫 があ り、乗用車を保有す る家庭 生

活は、ア メ リカ映画、アメ リカのテ レビ番組 にみ られ る憧れの生活であった。

東京 オ リンピ ック(39年)を 経て、急速 に成長 して い った 日本経済は、我 々の夢

をかなえ させ て くれ た。消費財の保有 に関 していえば、三種の神器 のみな らず他 の

財 もすべ て保有す る ように なった。 ライフスタイルにつ いてい って もガス レンヂ と

オーブ ンを備 えたキ ッチンで料理をつ く り、 ダイ ニ ングテ ー ブル の上 でパ ンに バ

ターの朝食 を と り、 夫は会社 に勤めに出る。週末 は、乗用車に乗 って夫婦そろ って

レジ ャーに出かける。 スク リー ンやテ レビの画面 で しかみ られなか った生活を我 々

は ようや く自らも演 じるこ とがで きるようにな った といっていい。

しか しながら高度成長を経 て安定成長 に入 る と人び との心 も変 化 し始めた。 満ち

あふれ る家庭 内の財 だけで は幸福に とっては必要 であって も十分 ではない と。 あ る

論者 は、 この幸福 の十分条件 を生活の量 ではな く質 と呼び、層ある論者はモ ノの豊 か

さではな くココロの豊か さと呼んでいる。 いずれ に して も、人 び とは高 度成 長 に

よってもたら された豊かな生活の上に立 った新 しい生活様式を求 め始めたのであ る。

自分 を囲むすべ ての生活領域 を拡大、充実 しかつ質的に も向上 させたい としている

のだ。

た しかに我 が国に おいて は、社会資本(ス トック)の 面か らいえぽ まだまだ貧 し

い。住宅や土地 も貧弱で、質的 向上を図る ことが困難 に な ってい る。 こ うした ス

トックの面を除けば我 々の生活はほぼある程度の豊か さを享受 しうるようになった

といっていいで あろ う。

21世 紀に 向って 日本にお いては、ほん と うの生活の豊か さをえるためにス トック
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の充実 だけ でな く、 自分を囲む多 くの生活領 域 を拡 大 、充 実 させ て い く動 きが強

まってい くもの と思われ る。 コ ミュニケーシ ョン生活、 コ ミュニテ ィ生活 もそ うし

た生活領域 のひ とつで あ り、今 回我 々が提案 したデ ータコ ミュニテ ィもそのための

一方策 である。

2コ ミュニケー シ ョン生活 ・コ ミュニテ ィ生活の豊か さ

人 間の コ ミュニケーシ ョンは、 あらゆる生活場面に不可 欠な行為 であ る。 自らの

意思 を相手 に伝えな がら、社会生活 を営 んでい くことが個 人の生 活基盤 を ささえて

いる。

また コ ミュニテ ィは、人間が集 団を形成す る動物(社 会 的な存在)で あ る限 り、

人間に とって不可欠 な存在 である。 そ うして、 コ ミュニテ ィにおいては、継続 的な

コ ミュニ ケーシ ョンが行われ、成 員相 互に何か を共有 し、共同感情 が生 れ る。

従 来の コ ミュニテ ィが地縁 ・血縁 を もとに した ものであ ったのに対 し、我 々が考

え るデ ータコ ミュニテ ィは情報(デ ー タ)に よって結びつけ られ 、情報(デ ー タ)

がや りと りされ る コ ミュニテ ィであ る。 またデータ コ ミュニティでは、空間的に も

時間的に も同一 である必要 はな く空 間 ・時間の制約に とられない。 ここに従 来存在

しなか った新 しい コ ミュニテ ィつま りデ ータコ ミュニテ ィが生れ る。

ところで このデー タコ ミュニテ ィは、市 民の生活 を大 き く変化 させ る可能性 を有

してい る。 これ をま とめる と次 の2つ にな る。

'ま ず第1に データ コ ミュニテ ィは、 コ ミュニケーシ ョンの幅を広げ深 さを よ り深

くす る。幅は コ ミュニケー シ ョンの相手であ り(従 来 ではface-to-faceに 限 られて

いた)、 これ を広げ て多 くの人び ととの コ ミュニケ]シ ョンを可能 とす る。例えば、

第2章 の 「ハイス クール情報発 信 クラブ」 では、高校生 の主要な生活の場面で ある

学校 お よび家庭 の ワクを こえて、新たな も うひ とつ の コ ミュニケーシ ョン生活の場

面を創造 した。 同 じ若者 であ りなが ら、見知 らぬ高校生 とコ ミュニケーシ ョンでき

たので ある。また、同車 の 「日本 のパ ソコンネ ッ トワー クの現状」 で も大分 のCO

ARAで は、創立 当初の メンバ ーである異業種の人び と(20、30代 の男性)だ けで

な く、高校生、女性 も加わ って いる。普通 のサ ラ リーマ ン生活 な ら、高校 生の子供

をもた ない限 りは高校生 と コ ミュニケー シ ョンす ることはない。 それがCOARA
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では 日常行われ ている。

深 さについては、 コ ミュニケ ーションの 内容の程度 が よく深 くな ることが可能 と

なる。情報(デ ータ)が や りと りされ るだけであ るか ら、言葉以外の雰囲気、身振

り、感情 は捨象 され る。 こち らの意思を伝 え るためには 内容を整理 し、相手を説得

させ るだけのテーマ性 と論理力 を有 していなけれ ばならな い。それだけに、 コ ミュ

ニケーシ ョンが より深 くな る。

第二 にこれ までの コ ミュニテ ィを補完す るようにな る。家庭 をは じめ として、企

業、地域 の コミュニテ ィは絆 がゆ らぎつつ あった ことは前回の報告書で もふれた と

ころである。デ ータコ ミュニ テ ィは これ ら既存の コミュニテ ィ・に とってかわ る(代

替)も のではない。 あ くまで も補完 してい くのである。

例 えば、'「ハイスクール情報発信 クラブ」にみ る ように、情報化社会のなかで個衆

化 ならぬ孤衆化 した高校生が新 しい縁を ここにつ くりだ して いる。

「(見も知 らない仲間か ら突 然 に反応 が 入 って くると)ど の子 も驚 き と感 激 で

いっぱいになる。 ここには、 自分や他人を傷つけ まい と して彼 らが とる表面的な ネ

アカ、 コ ミュニケーシ ョンとは別の世界があ り、本音のや りと りが出来 る場 が成立

す ることにな った」(日 経62年2月9日)

学校だけでな く家庭か らも疎外 された高校生達 のホ ンネ とハダ カの コ ミュニケー

シ ョンがそ こに成立 してい るといえ る。恐 らく高校生に とっては、学校 お よび家庭

は彼 らの生活において重要 な生活場面であ り、重要な コ ミュニケーシ ョン生活の場

で もあろ う。 それに付加 され たのが、「ハイスクール情報発信 クラブ」 で あった。

以上の ように、 データ コ ミュニテ ィは我 々の市 民生活におけ るコ ミュ,ニケーシ ョ

ン生活 ・コ ミュニテ ィ生活 を大 きく変化 させ るものと思われ る。 その方 向は、従来

の ものに とってかわ るのでは な く、その幅を広げ深 さを よ り深 くし、また新 たな代

替案のひ とつ と して選択の幅 を広げてい くのである。人間に とって、生活す る うえ

で新 たな選択(チ ョイス)が 加わ ることは生活 の豊か さにつなが るので ある。 デー

タコ ミュニテ ィもそ うした一 方策 と して きわめて重要なひ とつな のである。

最後 にここでデー タコ ミュニティにつ いて若干の コメン トを しておきた い。我 々

は、1990年 代 を経 て21世 紀 にいた る日本 の望 ま しい社会 を描 き、 これに至 るル ー ト

を明らかに していきたいと考 えている。個人が生 きてい くうえで コ ミュニテ ィは不
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可欠 である。

ここで、生活の豊 か さを、消 費生活 、 コ ミュニテ ィ生活お よび社会資 本の3つ の

要素か ら成 り立つ もの と考 える と、 日本の従来の生活 の豊 か さは、消費 生活だけが

肥大 した生活であ った。 これ に対 して欧米のそれ は三 者のバ ランスが とれていた生

図 生活の豊かさ

コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活

(日 本の生活の豊かさ)

社会 資本 コミュニテ ィ生活

(欧 米の生活の豊かさ)

社会資本

活の豊か さと思われ る(図 参照)。 今後 日本に とって市 民 レベル で の生活 の豊 か さ

を考 えるためには、社会資本 の充実だけではな く、 コ ミュニティ生活の充実 も図 る

必要があ る。 そのた めの有効かつ実践的な方策 のひ とつ としてデ ータコ ミュニテ ィ

を我 々は提 案 したい。 データ コ ミュニテ ィに よって、21世 紀 に我 々は真 の豊かな生

活を享受 しうるので はなか ろ うか。

我 々はデ ータコ ミュニテ ィの顕在化 を確信 し、その成立 への課 題について今後 と

も検討を重 ねてゆ きた い。
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